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 ま  え  が  き 

 

 本市の令和元年度予算は、花巻市まちづくり総合計画第２期中期プランに掲げた「人口減

少対策」、「市街地の再生」、「交流人口の拡大」、「防災力の強化」の４つの重点戦略を念頭に

各種施策の事業化に努め、総額 485億 3,929万 4 千円となる予算を編成しました。 

また、国の平成 30年度補正予算に対応し、小中学校や公立幼稚園へのエアコン設置などに

ついて、平成 30 年度の 12月補正及び３月補正予算に関連経費を前倒して計上し、令和元年

度予算と一体で事業の実施に努めました。 

 さらに、道の駅「石鳥谷」の施設再編基本構想・基本計画の策定や、私立保育園へのエア

コン設置に対する補助など、早急に取り組むべき新たな財政需要については補正予算を編成

して対応したところです。 

 これによる主な取り組みの成果として、「しごと」の分野では、国や関係機関と連携した道

の駅「石鳥谷」施設再編基本計画を策定し、国事業の進捗に合わせ市施設の実施設計や支障

物件の撤去等を進めたほか、二枚橋地区への産業用地開発のため、造成工事及びインフラ工

事に着手しました。 

「暮らし」の分野では、道の駅を核とした地域の連携強化を図り、道路利用者に安全で快

適な交通環境を提供するための西南地区への道の駅整備を推進したほか、市民が安心して必

要な医療を受けられるよう平成 28 年度から支援を行っていた地域医療の中核を担う総合花

巻病院の移転整備が完了しました。 

また、岩手医科大学附属病院利用者連絡バスの運行や市内の周産期医療体制の確保のため、

助産師又は看護師が市内の産科医療機関へ就業するための支援を行いました。 

「人づくり」の分野では、東和地域の生涯学習や交流活動の拠点となる東和コミュニティ

センターの建築工事が完了しました。小学生の医療費助成については８月から現物給付方式

とし子育て世帯の経済的負担の軽減を図ったほか、岩手県立大迫高等学校の生徒確保のため、

全国から高校生おおはさま留学生を募集して受け入れました。 

「地域づくり」の分野では、親と同居・近居または生活サービス拠点に住宅を取得した子

育て世帯に対し引き続き奨励金を交付し定住の促進を図ったほか、福祉施設等と連携し知的

障がいのあるアーティストが描くアート作品でＪＲ花巻駅をラッピングする「花巻アートス

テーション」を開催するなど、新たな魅力発信を行いました。 

「行政経営」の分野では、イーハトーブ花巻応援寄附金推進事業を強力に推進し継続して

自主財源の確保に努めました。 

これら事業の実施により、令和元年度一般会計の決算は、歳入総額で 495 億 6,076万 9千

円、歳出総額で 481億 4,157万 9千円、実質収支額は 9億 9,664 万 1千円となったところで

す。 

 以下、令和元年度の主要な施策の成果等について報告します。 
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 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第５項の規定により、令和元年度花

巻市における主要な施策の成果について次のとおり報告する。 
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（単位：千円）

１ (Ａ) 49,560,769 50,015,449

２ (Ｂ) 48,141,579 48,672,340

３ (Ａ)－(Ｂ) (Ｃ) 1,419,190 1,343,109

４ (Ｄ) 422,549 247,500

５ (Ｃ)－(Ｄ) （Ｅ） 996,641 1,095,609

６ (Ｆ) △ 98,968 △ 490,113

７ (Ｇ) 555,020 804,621

８ (Ｈ)

９ (Ｉ) 1,347,797 1,060,925

10 実 質 単 年 度 収 支 △ 891,745 △ 746,417

令和元年度

　注）計数は原則としてそれぞれ四捨五入によっているので、端数においては合致しない場合がある。

歳 入 総 額

歳 出 総 額

翌 年 度 へ 繰 越 す べ き 財 源

歳 入 歳 出 差 引 額

実 質 収 支

(Ｆ)＋(Ｇ)＋(Ｈ)－(Ｉ)

積 立 金 取 崩 額

一　般　会　計　決　算　状　況

繰 上 償 還 金

区　　　　　　　　　　分 平成30年度

単 年 度 収 支

積 立 金
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千円 １　会議等開催の状況

275,275 　(１)　定例会・臨時会

6 2 1 5

6 2 4 13

6 2 1 5

R2 7 2 4 8

　(２)　委員会等開催状況・行政視察等派遣状況

２　議員発議等の状況

　(１)　議員発議の状況

　(２)　請願・陳情の議決等状況

【特別委員会】
　広報広聴特別委員会において、市民への情報提供を行うため市議会だよりの編集・調整を行い４回発
行したほか、議員と市民が自由に情報及び意見を交換するため議会報告会を市内２７か所で開催し、参
加者は３０６人であった。
　また、新花巻図書館の整備について調査検討を行うため、新花巻図書館整備特別委員会を設置した。

【議会改革推進会議】
　議会改革について取り組むための議会改革推進会議では、政務活動費の執行状況や本会議等の録画配
信の導入等、議会を取り巻く諸事項等について検証・検討を行った。

【行政視察の受け入れ】
　他市議会等から１５団体・１０３人を受け入れた。

１　議会費

【定例会等】
　４回の定例会を開き、議案等を審議した。

【常任委員会】
　陳情・請願の審査を行うとともに、国等の関係機関へ意見書を提出し、その実現を求めた。また、所
管事務調査や、先進地事例についての行政視察を実施し、活性化に努めた。

傍
聴
者
数

招集日 最終日

本

会

議

日

数

第1回定例会 5/31 6/13 14

常

任

委

員

会

特

別

委

員

会

休

会

日

数

区分

会期

会
期
日
数

会期内訳

区分
開催
日数

主　な　管　外　行　政　視　察 付託
件数

77

R1

41

第2回定例会

20

9/6 9/30 25 34

実施日 場所等

第3回定例会

第1回定例会 2/28 3/18

12/6 12/19 14 104

科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

１款１項１目

議会費

議会運営委員会

総  　務 6 10/28～10/30 大村市、雲仙市

産業建設 6 10/31～11/ 1 八幡平市、八戸市、葛巻町

常
任
委
員
会

8文教福祉

0

22 － － 1

1

11/ 5～11/ 7 蒲郡市、奈良市、城陽市

－ 0

4

件数 0 0 3 3

区分 条　例 規　則 意見書 計

1 0 0 6件数 2 0 0 3

区分 採　択 一部採択 趣旨採択 不採択 継続審査 審議未了 撤　回 計

議会改革推進会議 5 －

6

決　　算 4 － － 7

予　　算 4 － －

新花巻図書館整備 1 － － 1

特
別
委
員
会

広報広聴 20 － － 1
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２　総務費

【市政情報の発信強化】
　市の施策や事業等を広く市民にお知らせするため、広報はなまきの発行、定例記者会見の開催、ホー
ムページ、フェイスブック、ツイッター、インスタグラム、コミュニティＦＭ、ケーブルテレビ、東和
地域における有線放送など、複数の伝達手段により広報活動の充実に努めた。特に新型コロナウイルス
感染症対策の周知においては、広報はなまきで特集ページを掲載し、ホームページのトップページに関
連記事のリンクを掲示したほか、コミュニティＦＭで花巻市議会への市長・教育長の報告音声を放送す
るなど、市政の最重要事項として市民へ周知を図った。

　花巻市まちづくり基本条例に基づく市民参画を推進するため、基本的なしくみを定めた市政への市民
参画ガイドラインにより適切な市民参画の実施に努めた。また、情報共有による相互理解を深め、団体
や市民などからの意見や提言を市政に反映させることを目的に、市政懇談会、市長との対話を開催した
ほか、要望・陳情、市長へのはがき・メールの受付を実施した。

【コミュニティ会議の基盤強化】
　住民主体による自主的な地域づくり活動の推進及び地域課題解決のために、地域づくり交付金を交付
することによりコミュニティ会議を支援し、地域主体のまちづくりが展開されたほか、中間支援組織等
によるコミュニティ会議への個別の支援により、地域の実情に応じた地域課題への取組が促進された。

【定住・交流の促進】
　花巻市への定住交流を促進するため、首都圏等の移住希望者に対して市内の移住情報提供環境の整備
や相談環境の充実、市民による市の魅力発信を進めたことから、移住相談の増加につながった。また、
魅力を発信するサイト「まきまき花巻」はその取組の独自性が評価され、２０１９グッドデザイン賞を
受賞した。そのほか、市への移住支援と市内に居住する子育て世帯の定住促進のため、住宅取得等に係
る経費支援を行い、市内への移住者数・子育て世帯の定住数とも増加につながった。

【公正な入札の執行管理】
　適正な契約事務を執行するため、契約事務に関する説明会や研修会を行うとともに、建設コンサル業
務委託の円滑な履行を確保するため前金払制度の導入を進めた。

【市政への参画・協働機会の拡充】

【市有財産の適正管理】
　公共施設等の最適な施設保有量・配置の実現を図るため、施設所管課が策定する個別施設計画や第３
期中期プランとの整合を図りながら、花巻市公共施設マネジメント計画【実施計画編】の策定を進め
た。
　未利用市有財産の適正管理のため、売却可能な市有財産を公募により売却するとともに、市有財産の
貸付を行い有効活用に努めた。

　人口減少対策及び地域活性化課題に対応するため、「花巻市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の事
業効果を検証するとともに、地方創生に関する国の交付金制度を活用するなどし、効果的に施策を推進
した。

【地方創生と人口減少への対策】

【空港利用の促進】
　いわて花巻空港の利用促進のため、加盟する岩手県空港利用促進協議会やその他関係機関と連携して
活動した結果、国内線及び国際線の維持並びに空港利用者数の増加につながった。

【国土利用計画花巻市計画の改定】
　社会経済情勢の変化や国土利用計画岩手県計画の改定に対応し、将来の土地利用構想を定める国土利
用計画花巻市計画の見直しを進め、住民参画や議会の議決を経て令和元年９月に計画を改定した。
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【賢治のまちづくり】

【国際交流の推進】
　国際姉妹友好都市等への青少年派遣研修や海外青少年等の受け入れを行うなど相互交流を実施し、市
民の国際感覚の醸成を図った。また、国際化推進のため、花巻市の様子やイベント等について随時国内
外へ情報を多言語で発信した。

【花のあるきれいなまちづくり】
　花いっぱい運動による花のあるきれいなまちづくりを市内全域に浸透させるため、花壇実践者や関係
団体の協力を得ながら花苗配布を継続し、市内の美化を推進した。また、市民に花と緑をより身近に感
じていただき、花と緑を通じた環境保全への意識啓発を図るため、花と緑のまつりを開催し、花のある
きれいなまちづくりを推進した。

　市民の日常生活上のトラブルや困りごとを解消するため消費生活相談員を配置し、解決のためのあっ
せんや助言を行うとともに、悪質商法や特殊詐欺の手口による被害の未然防止及び被害拡大の抑制を目
的として、市民団体等からの要請に応じ出前講座を随時実施したほか、市ホームページやコミュニティ
ＦＭ等メディアを活用し、市民への注意喚起、情報提供など啓発活動に注力し、市民の意識醸成を図っ
た。また、高度化、複雑化する相談に対応するため、法律の専門家による無料相談会のほか、人権擁護
委員及び行政相談委員による市民生活相談会を実施し、市民の抱える問題への解決の道筋を付けること
ができた。

【交通安全の推進】

　「賢治さんの香りあふれるまち」の実現のため、賢治のまちづくり委員会の提案等をいただきなが
ら、宮沢賢治関連のセミナー・ワークショップを実施するとともに、イベント開催等の情報収集・発信
を行った。
 また、公民で構成する賢治フェスティバル実行委員会において、童話村の森ライトアップ２０１９と
イーハトーブフェスティバル２０１９を実施し、市内外から多くの来訪者があったことで、賢治並びに
「賢治のまち花巻」を市内外に発信することができた。

【効率的で利便性の高い公共交通の確保】
　市街地循環バスや予約応答型乗合交通などのコミュニティバスの運行や不採算民間路線バスへの補
助、大迫バスターミナルの閉鎖に伴う待合所の整備等を行い、利用しやすい公共交通サービスの提供に
努めた。また、民間路線バスの一部が廃止となった西南地域の生活交通を確保するため、効率的で利便
性の高い予約応答型乗合交通を導入し、日常生活の交通手段の確保を図った。

  交通事故のない安全で安心なまちづくりのため、関係団体と連携して街頭啓発活動等を実施し、交通
安全意識の高揚を図った。また、高齢者運転免許返納支援事業を実施し、運転免許証の自主返納を促し
たことで高齢者が関わる交通事故の防止を図った。

【建築物の耐震化の促進】
　ブロック塀等の安全確保を推進するため、広報はなまきやホームページで事業の周知を図り、ブロッ
ク塀等の耐震改修費用について補助を行った。

【危機管理体制の確立・防災対策の強化】
　拒否した方を除く避難行動要支援者の名簿を自主防災組織等の支援者へ提供することについて、個人
情報提供の根拠となる「花巻市避難行動要支援者名簿に関する条例」を制定した。
　自主防災組織に対しては、研修会や各地区に出向いての防災講話を行うなど災害時における共助の啓
発を図ったほか、地域防災の担い手の育成を促進するため防災士資格取得支援事業補助金を交付した。
　また、自主防災組織が行う防災活動の支援や助言を行うことを目的とした自主防災アドバイザー７名
を委嘱した。
　災害時における迅速かつ的確な避難行動を促すため、新たに土砂災害警戒区域に指定された地域をハ
ザードマップに掲載し、対象となる世帯へ配布した。
　北上川流域の５地域（盛岡、花巻、北上、胆江、両磐）合同で輪番制により実施する水防演習を、
国・県を含む実行委員会を組織して本市で実施した。
　防災に対する市民と行政の連携を図るため、花巻、大迫、石鳥谷、東和の４地域ごとに洪水や土砂災
害を想定した防災訓練を市、消防、消防団、自主防災組織（市民）等の参加のもとに行った。

【生活相談の充実】
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千円 ① 非核平和推進事業

2,311,641 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

【防犯活動の推進】
　犯罪や非行のない明るく安全で住み良い社会を実現するため、防犯パトロール車による広報パトロー
ル活動、コミュニテイＦＭ等を活用した安全情報の提供を行い、防犯の意識啓発を図った。

【窓口サービスの充実】
　市民が利用しやすい窓口サービスを提供するため、個人番号カードを利用したコンビニエンスストア
での各種証明書の交付サービスを継続して実施したことにより、市民の利便性を高めることができた。

一般管理費

【安定した自主財源の確保】

【情報通信環境の整備促進】
　光情報通信環境未整備地域に居住する市民の情報通信環境の格差を解消するため、光情報通信環境未
整備地域に居住しインターネット接続を希望する市民に対し、モバイルＷｉ－Ｆｉルーターの導入費用
の補助を行うとともに、令和元年度に創設された国の制度を活用した光情報通信環境の整備に向けて、
光情報通信環境未整備地域である内川目・外川目・田瀬地区に対し、光ファイバーによるインターネッ
トサービス利用意向アンケートを実施した。

　滞納整理の推進や便利な納税方法のＰＲを行い、安定した市税等の確保に努めた。また、納税者の利
便性を図るため、新たに地方税共通納税システムの運用を開始した。

科　目 決算額

691 691

非核平和に対する意識の向上を図るため、平和の尊さを感じる機会と
して非核平和推進事業を行う。

○非核平和学習会の開催　620千円
　小学生を被爆地広島市に派遣し、戦争の悲惨さや原子爆弾の恐ろし
さを学ぶ学習会を開催　9人参加
○非核平和学習会感想文集の発行　66千円
　非核平和の普及啓発として非核平和学習会に参加した小学生の感想
文集を発行　1,640部発行
○平和教室等の開催　5千円
　非核平和に対する意識を醸成するため、小学校において平和教室
（平和ビデオ上映会）を開催したほか、非核平和展（平和ポスター
展、平和ビデオ上映会）を開催
　平和教室1回開催（13人参加）
　非核平和展7日間開催（約90人来場）

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

事　業　内　容　説　明

２款１項１目

非核平和学習会に参加して「勉強になっ
た」と感じた児童の割合

％
目標値 100.0 100.0

実績値 100.0 88.9

被爆地広島市への訪問や平和ビデオ上映会などを通して、戦争の悲惨
さや原子爆弾の恐ろしさを自らの目や肌で感じることができ、非核平
和の尊さを後世に伝えていく子どもたちの育成につながった。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

平和教室に参加して「勉強になった」と
感じた児童及び生徒の割合

％
目標値 100.0 100.0

実績値 100.0 100.0
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

千円 ① 広報活動事業

100,868 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 市有財産適正管理事業

933,202 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

２款１項２目

文書広報費

市民に市政の状況を理解してもらうため、各種広報媒体を効果的に活
用して情報を発信する。

○広報紙の発行　26,293千円
　市の施策や事業、情報を伝える「広報はなまき」の発行
○「花巻市暮らしのガイド」の発行　500千円
　転入者に配布するガイドブック（市窓口業務や福祉、公共施設等の
暮らし情報を記載）を発行
○ＦＭ番組の制作　19,435千円
　市の施策や事業、情報を伝えるコミュニティＦＭ番組の制作
○ホームページ等の活用　12,464千円
　ホームページ、ツイッター、フェイスブック、インスタグラムによ
る市政情報の発信
○映像データの作成　2,296千円
　市のイベント等をニュース映像で保存するとともにケーブルテレビ
で放送
○有線放送　28,982千円
　市の施策や事業、情報を伝える有線放送を東和地域で実施

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

広報はなまき、コミュニティＦＭ、ケーブルテレビ、有線放送の活用
のほか、ホームページやツイッター、フェイスブックを利用した情報
発信により、市の施策や事業等について市民にタイムリーかつ分かり
やすく伝えることができた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

89,970 16 28,200 665 61,089

○公共施設マネジメント計画の推進　435千円
　公共施設等の最適な施設保有量・配置の実現を図るための公共施設
マネジメント計画の基本方針に基づき、実施計画の策定

(単位：千円）

２款１項５目

財産管理費

広報など市から提供される情報が分かりやすい
と思う市民の割合
[まちづくり市民アンケート結果]

％
目標値 70.0 70.0

実績値 65.9 66.2

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

持続可能で健全な財政経営のため、市有財産の適切な維持管理と有効
な活用を図る。

○市有財産売却促進　12,776千円
　未利用市有財産を売却するための測量登記等の実施、宅地建物取引
業協会への売却媒介を依頼

市有財産の適正な管理のため、測量調査や不動産鑑定評価等を行い、
新たに公売できる物件を確定し売却を進め、未利用財産の有効な活用
を図った。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

13,211 13,211

未利用市有財産収入 千円
目標値 40,000

実績値 48,595 39,791
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

② 庁舎設備等改修事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 空港利用促進事業

1,053,038 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

２款１項５目

財産管理費

国・県 地方債 その他 一般財源

庁舎を安全安心に使うため、老朽化した設備等の改修を行い、長寿命
化を図る。

○本庁舎本館給排水設備改修　31,718千円
　給排水設備改修の実施設計及び工事
○ポリ塩化ビフェニル廃棄物処理　1,190千円

(単位：千円）

事業費
財源内訳

本庁舎の長寿命化を図るため、老朽化した本館給排水設備のうち東側
等の改修を行い、利便性の向上を図った。

２款１項６目

32,908 30,100 2,808

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

企画費

花巻空港の利用促進のため、関係団体と連携して要望活動やＰＲ活動
を行う。

○空港利用促進関係団体への負担金等　1,823千円
　岩手県空港利用促進協議会等への支援及び団体と連携した利用促進
活動の実施
○要望、ＰＲ活動等　283千円
　航空路線網の拡充に係る要望活動、就航先都市でのＰＲ活動

花巻空港の利用促進のため、岩手県をはじめとする関係団体と一体と
なった利用促進の取組を継続して実施したことにより、空港利用者数
は前年度比100.7％と増加した。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

2,106 2,106

花巻空港利用者数 人
目標値 431,000 431,000

実績値 481,859 485,002

定期便路線数（国内、国際） 路線
目標値 4 6

実績値 6 6
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

② 市民参画・協働推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

③ 市民団体等活動支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

２款１項６目

企画費

市民が積極的に市政に関わることができるよう市政への参画・協働の
機会を拡充する。

○市政への市民参画ガイドラインの運用及び検証　151千円
　市民参画・協働推進委員会の開催　3回
　職員チーム会議の開催　3回
　参画の予定や結果、参画ガイドラインの周知　随時
○市民と市との協働指針の運用
　協働指針の周知による協働に対する考え方・認識の共有　随時
○広聴事業の実施　35千円
　市政懇談会、市長との対話の開催、要望・陳情、市長へのはがき・
メールの受付

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

186

重要な計画・条例等の制定・改廃について、市民参画ガイドラインに
基づく事前・事後評価を実施したほか、市民と市との協働指針等の周
知により、市政への参画・協働に対する考え方の浸透を図った。

186

市政に意見を述べる機会が確保されていると思
う市民の割合
[まちづくり市民アンケート結果]

％
目標値 40.5 41.0

実績値 45.4 37.6

市民参画と協働のまちづくりを進めるため、市民団体等が行う公益的
活動を支援する。

○市民団体等活動支援　1,603千円
　市民団体等が新たに取り組む公益的な活動に対する補助
（補助率3分の2、上限300千円、同一事業につき3か年まで）　8団体
○市民団体等の活動周知　330千円
　市民団体等活動紹介電子ブック作製（毎年度更新）

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

市民団体等活動支援事業補助金により、市民の積極的な公益活動を支
援することで、市民と市との協働の推進が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

1,933 1,933

この1年間にボランティア団体やＮＰＯ法人の
活動に参加した市民の割合
[まちづくり市民アンケート結果]

％
目標値 30.0 30.0

実績値 53.2 55.6
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

④ 男女共同参画推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑤ 振興センター等整備事業

【事業目的】

【事業内容】

(単位：千円）

(単位：千円）

【事業の成果】

２款１項６目

企画費

1,380 1,380

男女が社会の対等なパートナーとしてまちづくり等に参画できるよう
男女共同参画の浸透を図る。

○意識啓発講座の開催　648千円
　学習講座、ＤＶ防止セミナー、ワーク・ライフ・バランスセミナー
等の開催　12回
○男女共同参画審議会の開催　32千円
　男女共同参画基本計画に関する事項及び施策の基本的事項・重要事
項の調査審議　1回
○花巻市地域婦人団体協議会への補助　700千円
　男女共同参画社会の実現に向けた活動を推進する団体及び人材の育
成

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

職場や学校・地域など身のまわりで男女の平等
が図られていると思う市民の割合
[まちづくり市民アンケート結果]

％
目標値 50.0

男女共同参画についての講座等の開催及び広報紙等による情報提供の
実施により、市民への周知及び意識啓発を進め、男女共同参画の浸透
を図った。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

50.0

実績値 41.7 47.6

審議会委員等に占める女性の割合 ％
目標値 35.0 35.0

実績値 28.8 31.4

○振興センター施設整備等　30,594千円
　・矢沢振興センター　建物調査・保全計画書作成　1,080千円
　・花西振興センター　内部仕上材石綿含有調査　487千円
　・花西振興センター　解体工事実施設計　1,980千円
　・花巻中央振興センター　耐震補強工事実施設計　1,890千円
　・花巻中央振興センター　耐震補強工事監理　1,430千円
　・花巻中央振興センター　耐震補強工事　23,727千円
○振興センター施設整備等（繰越明許費）　3,942千円
　・花北振興センター　遮音フェンス増設

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

コミュニティ活動の拠点施設であるとともに、生涯学習の場である振
興センター等の利便性、安全性を向上させるため、施設の整備を行
う。

4,994

前年度繰越事業（繰越明許費）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

30,594 25,600

振興センター等の整備等を行い、地域住民の活動拠点施設の利便性・
安全性の向上を図った。

3,942 3,942

- 9 -



科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑥ 在京人会運営補助事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑦ 地域づくり活動推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

２款１項６目

企画費

在京人会が行う市のＰＲや郷土との交流を深める活動を支援する。

○在京人会活動支援　2,200千円
　在京人会運営補助金、在京人会支援に係る職員旅費

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

運営補助金を交付することで、在京人会の円滑な活動を支援し、当市
の情報発信の強化が図られた。

2,200 2,200

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

住民による自主的な地域づくり活動の推進及び地域課題解決のため、
地域づくり交付金を交付するほか、中間支援組織等による支援や地域
づくりを担う人材の育成支援等を行う。

○コミュニティ会議活動支援　198,037千円
　地域づくり交付金により地域課題解決等の取組を支援
　（交付金の配分基準：均等割50％、世帯割35％、面積割15％）
○協働によるまちづくりの推進　2,734千円
　・中間支援組織等によるコミュニティ会議へのサポート
　・コミュニティ会議との協議の場
　・地域自治に関する懇談会の開催

(単位：千円）

地域づくり交付金の活用により、コミュニティ会議によって地域主体
のまちづくりの取組が展開され、地域の活性化と地域課題の解決が図
られた。また、中間支援組織等によるコミュニティ会議への個別の支
援により、地域の実情に応じた地域課題への取組が促進された。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

200,771 31,400 131,366 38,005

地区課題総件数のうち地区で課題解決し
た件数の割合

％
目標値 75.0 75.0

実績値 84.0 82.0
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑧ イーハトーブ花巻応援寄附金推進事業

【事業目的】

【事業内容】

（単位：千円）

【事業の成果】

⑨ 移住・定住促進等対策事業

【事業目的】

【事業内容】

（単位：千円）

２款１項６目

企画費

278,579 278,579

自主財源の確保と市の地場産品のＰＲ・受注拡大を図るため、ふるさ
と納税制度を推進するとともに、寄附受入れに係る事務処理を行う。

○寄附者への返礼品の贈呈　183,839千円
　花巻市の地場産品等を寄附者へ返礼品として贈呈
○寄附手続　70,262千円
　ふるさと納税の税額控除に係るワンストップ特例申請に関する事務
処理等
○ふるさと納税取扱事務の外部委託　24,478千円
　寄附に係る受領証明書の発送や返礼品発送の取りまとめ事務等を委
託

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

寄附件数 件
目標値 16,000 16,000

実績値 12,672 30,976

寄附額を向上させるため、２つのポータルサイトを活用し、受付窓口
の複数化や広告の活用による効果的なＰＲ、サイトの充実を図ったこ
とにより、寄附件数及び寄附額とも増加した。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

寄附金額 千円
目標値 200,000 250,000

実績値 190,278 609,243

6,175 6,175

花巻市への移住定住を促進するために、移住者に対する情報提供環境
の整備や支援制度の充実を図る。

○移住定住ポータルサイトの運営と発信　3,226千円
　市の移住定住に係る基本情報と支援策に関する情報発信サイトの運
営と更新
○移住相談窓口の充実　2,245千円
　移住支援相談員による移住支援策のワンストップ対応、市内の移住
相談の集約
○首都圏等でのＰＲ活動・ＰＲイベントの開催　500千円
　県や特定非営利活動法人ふるさと回帰支援センターが主催する首都
圏でのイベントに出展、庁内関係課と連携し就労や就農等のイベント
に出展
○移住体験ツアーの企画　115千円
○同窓会の開催支援　89千円
　市内で開催される同窓会の開催を支援し、出席者にＵターン支援等
の情報を発信

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

⑩ 地域おこし促進事業

【事業目的】

【事業内容】

移住相談件数 件
目標値 60 60

実績値 74 132

２款１項６目

企画費 実際に花巻へ移住した方のレポートを掲載するなどポータルサイト内
の情報の充実とサイトの操作性を向上させ、情報発信の充実を図った
ことにより、移住相談件数の増加につながった。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

地域の魅力を再発見し、地域の活性化を図るため、総務省「地域おこ
し協力隊」制度を活用し、隊員による各地域での地域活性化に係る支
援活動を行う。

移住関連サイトリーチ数 リーチ
目標値 150,000 150,000

実績値 186,938 148,542

48,071 152 47,919

○地域おこし協力隊の活動等　25,580千円
　市内で活動する10名の協力隊員の活動（シティプロモーション、ワ
インＰＲ、ぶどう栽培、伝統工芸ＰＲ等）
○地域おこし協力隊の募集と着任に向けたサポート　5,158千円
　地域おこし協力隊募集イベント等の開催、募集に係るお試し協力隊
の開催
○地域おこしプロジェクトの委託研究　14,247千円
　慶應義塾大学ＳＦＣ研究所と地方創生に係る連携協定を締結し、庁
内に「花巻市地域おこし研究所」を設置の上、まちづくりや地域課題
解決に向けた研究実証を実施
○集落支援員による地域課題等の解決　3,086千円
　大迫地域において、地域おこし協力隊と連携し、ぶどう農家等の支
援活動の実施、ぶどうつくり隊の活動支援

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

地域おこし協力隊員採用者数 人
目標値 5 3

実績値 5 1

【事業の成果】

3名の採用を計画していたが、活動地域との調整により1名のみの採用
となった。また、1名の隊員が任期満了により退任したが、退任日前
からのサポート等により花巻への定住につながった。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

地域おこし協力隊員応募者数 人
目標値 10 10

実績値 10 6
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑪ 婚活支援団体育成事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑫ シティプロモーション推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

２款１項６目

企画費

若者の出会いの場の提供や結婚活動の支援のため、結婚活動支援団体
の活動に対する支援を行う。

○婚活支援団体育成事業補助　90千円
　市内婚活支援団体が実施するマッチング事業に対し、婚姻が成立し
市内に居住した件数に応じて補助（30千円/1件）　3件
○いきいき岩手結婚サポートセンター運営負担金　312千円
　結婚を望む人を支援する「いきいき岩手結婚サポートセンター」の
運営を支援

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

関係団体や地域法人と連携し、情報発信等に努めたが、市内で婚活を
行っている方の活動エリアやニーズと合致しなかったため、目標値の
達成ができなかった。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

402 402

登録団体の支援による婚姻数 組
目標値 5 5

実績値 2 3

7,038 3,000 4,038

移住希望者に花巻市を移住先として認知してもらうため、市民ととも
に花巻市の魅力や情報発信を行う。

○ポータルサイト「まきまき花巻」での魅力発信　3,739千円
　市の魅力を市民が発信するポータルサイト「まきまき花巻」によ
り、市民目線の魅力を発信
○福祉分野と連携した市の魅力発信　3,299千円
　知的な障がいのあるアーティストが描くアート作品でＪＲ花巻駅を
ラッピングする「花巻アートステーション」を開催し、駅利用者に対
して花巻市が多様性のある街であることをＰＲ

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

ワークショップ延べ参加者数 人
目標値 30 30

実績値 61 57

まきまき花巻・花巻アートステーションともその独自の取組が評価さ
れ、利用者だけでなくマスコミ等で広く取り上げられた。また、まき
まき花巻はその仕組みが評価され、２０１９グッドデザイン賞を受賞
した。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

県外ユーザーのセッション数 回
目標値 30,000 30,000

実績値 39,857 81,726
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑬ まち・ひと・しごと創生総合戦略推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑭ 花巻・遠野広域連携事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

２款１項６目

企画費

「花巻市まち・ひと・しごと創生総合戦略」により実施した施策・事
業の効果を検証し、必要に応じて総合戦略の改訂を行う。

○第1期総合戦略の効果検証　118千円
　総合戦略に基づき、平成30年度に実施した事業の進行管理を行い、
4つの基本目標に係る15の重要目標達成指標(ＫＧＩ)の達成度を把握
○第2期総合戦略の策定準備　990千円
　「花巻市まちづくり総合計画第3期中期プラン」との整合を取りな
がら第2期総合戦略を策定するための成果指標の検証を実施
○移住・定住の推進を図るための住民異動状況分析
　他県・県内他市町村との間での異動の特徴、市内の地区間での異動
状況についての分析を実施

1,108 1,108

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

広域観光のネットワーク拡充等により花巻・遠野間の広域連携を推進
する。

○旅行商品造成支援による観光情報発信　1,998千円
　国内観光客向け旅行商品の造成と観光情報の発信を支援
○移住定住促進ＶＲ作成事業　1,067千円
　花巻市と遠野市の実生活を体感できるＶＲ動画を作成
○児童・生徒郷土理解促進事業　234千円
　花巻市の「まなびキャンパスカード」制度を遠野市まで広域展開
（2市の文化施設対象）
○観光ルートの景観保全　7,629千円
　花巻市と遠野市を結ぶ主要観光ルート沿いの枯死経過木処理
○スポーツツーリズムによる地域振興　847千円
　市内大学と連携したサイクルツアーの企画・実施

毎年実施している事業実績の把握や達成度の要因分析により、ＰＤＣ
Ａサイクルが機能し、平成30年度実績においては、15の重要目標達成
指標（ＫＧＩ）中6項目において前年度を上回る成果が表れた。ま
た、住民異動状況調査により、総合戦略に基づき実施している人口減
少対策等に係る施策の効果の分析に役立てることができた。

11,775 7,491 534 3,750

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

広域（花巻・遠野・平泉）観光客入込数
（暦年）

万人
目標値 586.1 587.7

実績値 574.6 591.5

遠野市と連携することで、5つの事業を効率的・効果的に実施するこ
とができ、各事業の相乗効果により広域観光客入込数についても順調
に推移している。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

まなびキャンパスカード利用者数（市
外）

人
目標値 80

実績値 89
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑮ 総合企画アドバイザー活用・連携事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑯ 国土利用計画花巻市計画改定事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

２款１項６目

企画費

庁内外の課題解決や活性化のため、人的ネットワークやフットワーク
を有するアドバイザーと連携した取組を行う。

○総合企画アドバイザー業務　726千円
　総合企画アドバイザーによる助言や指導、情報提供、花巻産食材の
活用に向けた協議・現地調査や企業誘致促進に向けたホームページ更
新のアドバイス等

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

花巻の魅力を首都圏在住者へＰＲすることを目指し、花巻産食材を活
用したイベントを東京都内の飲食店で実施したほか、花巻市内を巡る
ツアーを実施するなど、花巻と首都圏在住者とを結びつける活動を通
じ、花巻の魅力発信とファンの拡大に努めた。
また、東海圏の企業訪問を通じ、企業の動向把握や誘致案件の掘り起
こしに努めた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

726 726

課題解決の件数 件
目標値 2 2

実績値 1 1

社会経済情勢の変化や国土利用計画岩手県計画の改定に対応し、将来
の土地利用構想を定める国土利用計画花巻市計画を改定するととも
に、花巻市都市計画マスタープランの一部を変更する。

○国土利用計画花巻市計画改定等　1,364千円
　国土利用計画花巻市計画改定案の作成、都市計画マスタープラン一
部変更素案の作成

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

平成30年度に作成した国土利用計画第二次素案について、パブリック
コメントや花巻市総合計画審議会への諮問・答申、花巻市議会の議決
を経たうえで、国土利用計画花巻市計画第二次を決定・公表した。

1,364 1,364
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑰ 花日和発行事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑱ 定住促進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

２款１項６目

企画費

首都圏在住者等を中心に市民にも花巻をよりよく知ってもらうため、
花巻の食、技、文化などの情報を発信する。

○「花日和」の発行　8,512千円
　花巻市ブランドデザイン情報誌「花日和」の発行（首都圏や市内に
配置）

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

花巻ならではの特集記事を組むことにより、他にはない魅力あるまち
であることをアピールできた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

8,512 8,512

花日和読者アンケート回答者数 人
目標値 180 180

実績値 166 122

55,720 600 40,734 14,386

子育て世帯や移住希望者の市内における住宅取得等を支援するため、
奨励金や補助金を交付する。

○空き家バンク制度の充実　750千円
　空き家バンクの情報管理及び発信、空き家バンク登録の周知活動、
全国空き家バンクとの連携
○子育て世帯住宅取得支援事業の実施　34,000千円
　市内の子育て世帯の定住を支援するため、親と同居・近居または生
活サービス拠点内に住宅を取得した場合、奨励金を交付
○花巻市定住促進住宅取得等補助金の交付　20,970千円
　市外から移住した子育て世帯・空き家バンク利用者の住宅取得費用
補助

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

費用負担の多い住宅取得経費について、わかりやすい仕組みの支援を
行い、多くの子育て世帯の定住につながった。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

空き家バンク登録件数 件
目標値 40 40

実績値 43 43

子育て世帯住宅取得奨励金交付件数 件
目標値 10 15

実績値 29 112

定住促進住宅取得等補助金交付件数 件
目標値 10 10

実績値 9 18
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

千円

199,890

① 公共交通確保対策事業

【事業目的】

【事業内容】

○総合花巻病院前バス停留所上屋設置業務委託　3,575千円

※次ページへ続く

大迫・花巻地域間連絡
バス

20,311

大迫地域から花巻中心部への直
通バスの運行に要する補助（平
日4往復・土日2往復）

○大迫バス待合所整備　16,057千円

項　　目 事業費(千円) 内　　容

大迫バス待合所建築整
備

15,256

木造平屋建て17.59㎡、建築
費、設計、地質測量委託、用地
費等

施設管理 801
警備・清掃委託、土地使用料、
消耗品

県立中部病院連絡バス 1,832

大迫地域から県立中部病院まで
の直通バスとして、大迫・花巻
地域間連絡バスをＪＲ花巻駅か
ら延伸するバスの運行に要する
補助（平日4往復）

内　　容

総合花巻病院前バス停
留所整備

3,575
総合花巻病院の移転に伴うバス
停留所上屋設置業務委託

快適で便利かつ持続可能な公共交通サービスを提供するため、コミュ
ニティバスの運行及び民間路線バスへの運行費補助等を行う。また、
大迫バスターミナル閉鎖後のバス待合環境を整備するため、バスター
ミナル跡地にバス待合所の整備を行う。

○バス運行等業務委託料　8,125千円

○バス等運行事業補助　112,400千円

項　　目 事業費(千円) 内　　容

市街地循環バス 28,563

公共施設、医療機関及び市街地
を循環するバス（ふくろう号・
星めぐり号）の運行に要する補
助（毎日各10便）

湯口地区予約乗合タクシー 381 1.7

大迫地域予約乗合バス 3,658

西南地域予約乗合バス 1,368

項　　目 事業費(千円) 内　　容

予約応答型乗合交通
（大迫地域、石鳥谷地
域、東和地域、西南地
域）

6,747

大迫・石鳥谷・東和・西南地域
予約乗合バスのシステム運用管
理業務委託、西南地域予約乗合
バスのシステム導入設定委託、
データ分析業務委託、乗降場所
表示設置業務委託等

バス車両整備維持管理 1,378

所有バス車両維持管理業務委
託、路線バス経路図看板張替業
務委託等

項　　目 事業費(千円)

２款１項７目

交通対策費

コミュニティバス利用状況 （単位：人）

路　線　名 利用者数 １便あたり

市街地循環バス 85,824 11.7

大迫・花巻地域間連絡バス（病院連絡バス含む） 9,640 4.0

石鳥谷地域予約乗合バス 5,077

東和地域予約乗合バス 5,441
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

※前ページからの続き

【事業の成果】

② 公共バス支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

56,500 56,500

専門的な経営コンサルティングを受けることで法人職員の人材育成や
意識改革につなげた。
車両の購入等に係る借入金の返済及び子会社である㈱東和交通観光の
第２種旅行業登録費用の原資とするため増資を行い経営改善を支援し
た。

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

公共交通サービス事業を行う第三セクターの財務基盤の強化と経営改
善の支援を行う。

○経営改善事業補助金　1,500千円
　専門的な経営コンサルティング経費に対する補助
○株式会社東和町総合サービス公社への増資　55,000千円

公共交通に満足している市民の割合[ま
ちづくり市民アンケート結果]

％
目標値 43.0 43.0

実績値 42.7 42.2

広域生活路線バス等 17,586

市内を運行している民間事業者
の路線バスのうち、不採算路線
の運行維持に要する補助（県補
助2路線、市単独補助4路線）

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

日常生活で公共交通を利用できる市民の
割合[まちづくり市民アンケート結果]

％
目標値 76.2 76.2

実績値 73.0 70.3

143,390 3,746 65,800 3,410 70,434

市街地循環バスや予約応答型乗合交通などのコミュニティバスの運行
や不採算民間路線バスへの補助、大迫バスターミナルの閉鎖に伴う待
合所の整備等を行い、利用しやすい公共交通サービスの提供に努め
た。また、民間路線バスの一部が廃止となった西南地域の生活交通を
確保するため、効率的で利便性の高い予約応答型乗合交通を導入し、
日常生活の交通手段の確保を図った。

○公共交通会議運営　112千円
　花巻市地域公共交通会議委員報酬
○路線バス利用促進企画バス運行　83千円
　石鳥谷地域及び大迫地域で開催されるイベント等に行く際に、岩手
県交通の大迫石鳥谷線を利用した方の帰りの無料送迎バスを運行
○啓発用印刷物作成等　3,038千円
  時刻表・ポスター等の作成、車庫光熱水費等

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

予約応答型乗合交通
（大迫地域、石鳥谷地
域、東和地域、湯口地
域、西南地域）

44,108

公共交通不便地域の解消、利便
性の向上、運行の効率化を目的
に実施している予約応答型乗合
交通の運行に要する補助（大迫
地域、石鳥谷地域、東和地域、
湯口地域、西南地域）

２款１項７目

交通対策費

- 18 -



科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

千円 ① 国際都市推進事業

27,341 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 国際姉妹都市等交流推進事業

【事業目的】

【事業内容】

7,791 2,543 5,248

異文化への理解を深め、国際感覚の醸成を図るため、国際姉妹都市及
び友好都市等との中学生等の研修派遣や青少年、市民の受入交流事業
を行う。

○公益財団法人花巻国際交流協会補助　7,085千円
　公益財団法人花巻国際交流協会が行う姉妹都市等交流研修事業への
補助（青少年海外派遣研修事業、海外青少年受入交流事業、市民等受
入事業、海外来訪者受入事業等）
○姉妹都市等交流受入バス借上料　133千円
○ベルンドルフ市への高校生派遣　573千円

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

訪日外国人観光客入込客数（暦年） 万人
目標値 4.4 5.2

実績値 5.0 6.1

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

交流会・講座等参加者数 人
目標値 1,400 1,400

実績値 1,796 2,196

19,550 768 66 18,716

花巻市の様子やイベント等の情報を国際都市推進員が多言語で発信し
た。また、異文化理解を促進し国際感覚の醸成を図るための事業を実
施し花巻市の国際都市化の推進に努めた。

市民の国際理解や国際感覚を養い、国際交流活動を促進するため、国
際交流活動や情報拠点となる国際交流センターの運営を行うととも
に、公益財団法人花巻国際交流協会が実施する各種事業を支援する。

○国際都市推進員の雇用等　3,928千円
　国際都市化の推進のために情報発信を行う国際都市推進員1人の雇
用
○公益財団法人花巻国際交流協会への補助　2,301千円
　公益財団法人花巻国際交流協会が行う国際理解推進事業等への補助
　・国際理解推進事業（多文化サロン、市民語学講座）
　・定住外国人支援事業（コミュニケーション支援、生活支援）
　・国際交流情報提供事業、国際交流団体活動支援事業
　・国際フェアＩＮはなまき等
○国際交流センター運営業務　11,142千円
○岩手県日墺協会会費　80千円
○ＪＩＣＡボランティアを支援するいわての会負担金　10千円
○復興ありがとうホストタウン事業　2,089千円
　・米国文化交流イベント、オーストリア柔道選手交流事業等

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

２款１項８目

国際化推進費
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

千円 ① 地域協議会・地域自治推進委員会運営事業

78,269 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 地区行政推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

77,854 77,854

行政に対する地域要望の取りまとめなどを円滑に遂行するため、区長
会議及び研修会の開催を支援し市の事業や区長業務についての理解を
深めるとともに、県外視察研修など各種事業の開催を支援すること
で、行政区相互の連絡協調と区長の資質向上に寄与した。

地区と行政の連携を円滑にするため、区長会への支援等を行う。

○区長業務に関する経費　592千円
○広報等配布業務委託　3,792千円
○区長報酬及び地区運営交付金の交付　72,670千円
○市区長会に対する区長会運営交付金の交付　800千円

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

415 415

地域ごとの課題を検討するため、地域協議会・地域自治推進委員会を
開催して、地域課題への認識を深めるとともに、各地域に関わる各種
計画等に地域住民の意見を反映させた。

地区行政費

市のまちづくり総合計画や各種地域計画に関する事項について審議す
るとともに、地域課題等について検討し意見具申するため、地域協議
会及び地域自治推進委員会を運営する。

○地域協議会開催　415千円
　開催回数　8回

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

姉妹都市等からの受入人数 人
目標値 50 50

実績値 70 52

２款１項９目

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

姉妹都市等への派遣人数 人
目標値 50 50

実績値 57 31

２款１項８目

国際化推進費 国際姉妹友好都市等への青少年海外派遣研修や海外青少年等の受入を
行い、市民の国際感覚の醸成に努めた。
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

千円 ① 消費生活相談体制整備事業

39,989 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 専門家相談会開設事業

【事業目的】

【事業内容】

※次ページへ続く

法律無料相談会(行政書士) 2 6

市民生活相談会(人権擁護委員、行政相談委員) 44 32

消費者救済資金貸付相談会 3 4

相談会名 開催回数 相談件数

法律無料相談会(弁護士) 22 146

法律無料相談会(司法書士) 14 37

市民が抱える法的問題等の解決を支援するため、弁護士等の専門家に
よる相談会を開設する。

○専門家相談会開催　1,237千円
　弁護士、司法書士等による法律無料相談会開催
　人権擁護委員等による市民生活相談会開催
　消費者信用生活協同組合による消費者救済資金貸付相談会開催

消費生活相談員による相談件数 件
目標値 1,140 1,100

実績値 1,053 1,072

出前講座の受講者数 人
目標値 700 700

実績値 533 1,393

9,529 9,529

消費生活相談員4人を配置し、寄せられた相談に対しあっせんや助言
を行うことで、契約トラブルなど消費生活問題の解決への糸口を見出
すことができた。また、悪質商法や特殊詐欺の手口による被害の未然
防止及び被害拡大の抑制に資することを目的として、出前講座を随時
実施するとともに、市ホームページやコミュニティＦＭ等により市民
へ情報提供し、注意喚起するなど啓発活動に注力し、市民の意識醸成
を図った。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

消費者行政対策費

市民の日常生活上のトラブルや困りごとを解消するため、消費生活相
談員を設置し解決のためのあっせんや助言を行うとともに、消費者ト
ラブル防止のため、出前講座などの消費者教育を行う。

○消費生活相談　9,056千円
　日常生活上のトラブル等の解決を支援する相談員の配置　4人
　多様化している相談に対応するための相談員のスキル向上
○日常生活でのトラブル防止に向けた意識啓発　453千円
　市民団体等の要請に応じ出前講座を実施
　市ホームページ、コミュニティＦＭ等を活用した啓発
○消費者行政団体と連携　20千円
　東北及び県内市部の消費者行政団体の連携を目的とした協議会（2
団体）への参加

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

２款１項１１目
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

※前ページからの続き

　令和元年度末時点の貸付状況 （単位：千円）

【事業の成果】

千円 ① 交通安全推進事業

26,948 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

交通安全教室参加者数 人
目標値 16,000 16,000

実績値 15,235 13,738

24,278 2,014 343 21,921

交通事故のない安全で安心なまちづくりのため、関係団体と連携して
街頭啓発活動、交通安全教室を実施し、交通安全意識の高揚を図るこ
とができた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

交通安全推進費

市民の交通安全意識を高めるため、交通指導員による街頭指導や交通
安全関係団体への支援を行う。

○交通指導員による街頭指導、交通安全教室の開催等　20,578千円
　交通指導員数　69人、出動延べ人数　6,442人
○交通安全関係団体への活動支援　3,700千円

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

専門家相談会(弁護士、司法書士、行政
書士、多重債務、市民生活）相談件数

件
目標値 270 270

実績値 249 225

２款１項１２目

30,460 29,000 1,460

市民が抱える高度な法的知識を必要とする諸問題に対して、法律の専
門家との相談を通じて適切な判断がなされることにより、より良い解
決までの道筋を立てることができた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

うち新規分 6 12,370 5 3,240

○人権擁護団体及び犯罪被害者支援団体への支援　223千円
　花巻人権擁護委員協議会及びいわて被害者支援センター

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

貸付状況
債務整理資金 生活再建資金

件数 貸付残高(貸付額) 件数 貸付残高(貸付額)

総貸付分 56 60,115 17 6,605

貸付限度額 5,000千円 1,000千円

貸付利率 年9.10％ 年8.625％

償還期間 10年以内 6年以内

預託額 21,000千円 8,000千円

貸付枠 預託額の3倍 預託額の等倍

貸付実施者 消費者信用生活協同組合

○消費者救済資金貸付預託金　29,000千円
　債務の整理等に要する資金貸付のための預託　2金融機関

債務整理等資金 生活再建資金

預託先 東北労働金庫 岩手銀行

２款１項１１目

消費者行政対策費
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

② 高齢者運転免許返納支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 花と緑の創出事業

13,690 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

花壇実践登録件数（花苗供給を受けた団
体・個人）

件
目標値 350 350

実績値 363 349

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

高齢運転者の交通事故防止を図るため、自動車運転免許証返納者に対
する交通手段確保の一助となる支援策を行うことで、運転に自信のな
くなった高齢者が運転免許証を自主返納しやすい環境を作った。

成果指標

２款１項１２目

単位 区分 30年度 元年度

13,226 7,600 5,626

交通安全推進費

２款１項１３目

花いっぱい運動の普及、推進を市内全域に浸透させるため、花苗配布
を継続し、市内花壇の充実に努めた。

美化推進費

花と緑に親しむ機会を創出するため、花いっぱい運動や公共緑化の管
理を行う。

○花いっぱい運動の展開　5,406千円
○花と緑のまつり２０１９の開催　4,000千円
　（6月7日～9日開催　来場者約2.5万人）
○花と緑の会への活動支援　89千円
○公共緑化業務等　3,731千円
　

運転免許証の自主返納者数（65歳以上）
（暦年）

人
目標値 320 360

実績値 339 442

高齢運転者の交通事故防止を図るため、運転に自信のなくなった高齢
者が運転免許証を自主返納しやすい環境をつくり、運転免許証を自主
返納した高齢者への支援を行う。

○高齢者運転免許返納支援　2,670千円
　65歳以上の運転免許証自主返納者に対し、バス及びタクシーの利用
料金の一部を助成
　助成券交付人数（1人あたり10,000円分）　373人
　助成券利用枚数（1枚100円）　25,164枚

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

2,670 2,670
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

千円 ① 自主防災組織支援事業

73,142 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 災害用物資備蓄事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

5,237 5,237

備蓄品の更新、配備場所の調整等を通じて、より迅速に対応できる体
制が整備された。

災害発生時の初動に対応するため、水や食料、毛布等の物資を備蓄す
る。

○災害用物資の備蓄・配備　5,237千円
　アルファ米　　　　　　　　6,000食
　水　　　　　　　　　　　　2,820リットル
　パーテーション　　　　　　　166セット
　ブルーシート　　　　　　　　200枚
　粉ミルク　　　　　　　　　　 14缶
　液体ミルク　　　　　　　　　120本
　使い捨て哺乳瓶　　　　　　　350本
　独立型トイレ　　　　　　　　 10台
　オストメイトトイレ　　　　　　1台

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

自主防災組織数累計 団体
目標値 220 226

実績値 216 216

自主防災組織の結成割合 ％
目標値 98.0 100.0

実績値 94.1 95.1

自主防災組織結成数 団体
目標値 5 10

実績値 2 0

1,083 600 483

自主防災組織からの相談等に対応し、また、訓練への助言や講師派遣
等を通じて活動が活発化された。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

防災費

地域住民による自主的な防災活動を促進するため、自主防災組織の活
動と未組織地域における設立を支援する。

○自主防災組織支援　880千円
　自主防災組織リーダー研修会開催、出前講座、訓練支援、自主防災
アドバイザーの委嘱、コミュニティ助成
○防災士資格取得支援事業補助金　203千円
　自主防災組織が推薦する方が資格を取得する際に必要な経費へ補助
9名

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

２款１項１５目
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

③ 建築物耐震対策促進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

④ 避難対策事業

【事業目的】

【事業内容】

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

30,382 1,400 28,982

災害時における迅速な避難及び避難所の円滑な運営を行うため、環境
整備を行う。

○避難行動要支援者名簿の整備　5,045千円
　要支援者の新規対象者への制度案内や保留者等の同意確認事務
○ハザードマップの作成・配布　12,260千円
　花巻地域、石鳥谷地域、東和地域で新たに土砂災害警戒区域に指定
された箇所のハザードマップを作成・配布　14,000枚
○指定緊急避難場所看板設置業務　3,817千円
　指定緊急避難場所の周知及び幹線道路からの誘導に必要な避難誘導
看板及び入口看板を設置
○北上川上流花巻地区合同水防演習の実施　1,250千円
　盛岡、花巻、北上、胆江、両磐の5地区持ち回りで開催している北
上川上流水防演習の負担金
○避難所環境整備　430千円
　指定緊急避難場所に折り畳み式軽量スロープ1台・防災倉庫設置1基
○災害ＦＭ機器等更新　5,715千円
　災害ＦＭ中継局の機器の経年劣化による更新
○災害情報管理システム更新　977千円
　災害情報管理システムの住宅地図データを更新
○災害時の対応　21千円
　指定緊急避難場所（文化会館）開設時ボイラー運転業務
○避難対策事業に係るその他経費　867千円
　災害ＦＭ中継局の機器の修繕、リアル防災情報ネットワークシステ
ム受信専用端末の更新

ブロック塀改修等補助件数 件
目標値 4

実績値 3

1,327 663 664

ブロック塀等の安全確保を促進するため広報活動を行い、震災に強い
まちづくりの推進に取り組んだ結果、危険なブロック塀の除却が3件
実施された。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

防災費

ブロック塀等の安全確保を促進するため、市内のブロック塀等の所有
者等が行う耐震改修工事等の費用の一部を助成する。

○ブロック塀等の耐震改修工事等費用の補助　1,327千円
　ブロック塀等の耐震改修工事等費用の2/3を補助
　（補助対象限度額80,000円/m）

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

２款１項１５目
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

千円 ① 賢治のまちづくり推進事業

64,837 【事業目的】

【事業内容】

○賢治を学ぶ場づくり　8,638千円

○賢治イベントの開催　52,649千円

※次ページへ続く

イーハトーブフェ
スティバル２０１
９

音楽や映画等の芸術分野に影響を与えた賢治の
魅力に迫るステージイベント
8/31～9/1開催　入場者数4,800人（両日合計）

宮沢賢治生誕祭全
国俳句大会

宮沢賢治生誕の日に開催する全国俳句大会の経
費補助　8/27開催　応募者438人　参加者133人

童話村の森ライト
アップ２０１９

童話村の自然とステンドグラスのオブジェ類を
融合して賢治作品を幻想的に表現
7/27～11/10開催　入場者数28,200人（期間合
計）

全国高校生童話大
賞

全国の高校生から童話作品を募集し表彰　応募
総数725篇、大賞1人、優秀賞3人、佳作7人　表
彰式12/14開催　出席者80人

宮沢賢治創造演劇
公演

賢治から影響を受けた芸術作品等の上演
東北農民管弦楽団第７回定期演奏会花巻公演
（コロナウイルス感染拡大防止のため中止）

「賢治の世界」セ
ミナー

市内小中高生、一般市民を対象に、宮沢賢治作
品をわかりやすく紹介する出前講座等を全20回
開催
参加者2,623人

「賢治の世界」
ワークショップ

市内の小中高生・一般を対象に、観察会等によ
る宮沢賢治作品の体験型講座を3回開催
館内でのギャラリートークを2回開催
参加者77人

宮沢賢治賞・イー
ハトーブ賞

賢治の名において優れた研究・評論・創作・実
践活動を表彰　宮沢賢治賞奨励賞3人、イーハ
トーブ賞1人　表彰式9/22開催　出席者125名

宮沢賢治記念館特
別展

「本物に出会える空間」として資料を定期的に
入れ替えながら展示
「寓話　猫の事務所」4/27～7/15
「童話　〔祭の晩〕」7/20～10/27
「童話　貝の火」11/2～R2.3/1

２款１項１６目

賢治のまちづくり

推進費 宮沢賢治及び賢治のまち花巻に魅力を感じる市民及び来訪者を増やす
ため、賢治の作品や考え方に触れる機会を提供する。

賢治セミナー
市民講座として賢治セミナーを全7回開催
受講者31人　延べ参加者106人

２款１項１５目

新たに指定となった土砂災害警戒区域にハザードマップを配布したこ
とにより、避難場所の周知や災害関連情報の確実な伝達が可能とな
り、市民の防災意識が向上したほか、指定緊急避難場所を示す看板の
設置や避難場所で必要な設備の購入により、指定緊急避難場所の環境
整備が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

自然災害時における避難場所を知っている市
民の割合[まちづくり市民アンケート結果]

％
目標値 88.0 90.0

実績値 89.5 91.5

防災費
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

※前ページからの続き

○賢治の香りあふれるまちの整備　185千円

○賢治情報の発信　2,029千円

【事業の成果】

千円 ① 国内友好都市交流推進事業

14,443 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

元年度

事業費
財源内訳

友好都市交流事業参加人数 人
目標値 440 450

実績値 359 406

国・県 地方債 その他 一般財源

1,906 1,906

市民が国内友好都市の文化を学び、自分たちの文化を再認識するため
に、市民団体の交流活動の促進、平塚市３５周年記念式典、十和田市
３０周年記念式典、市民ツアーの開催、友好都市少年少女交流キャン
プ等を実施し、友好都市との交流を推進した。

成果指標 単位 区分 30年度

諸費

市民が国内友好都市の文化を学び、自分たちの文化を再認識するた
め、友好都市との交流を推進する。

○花巻市友好都市交流事業　1,906千円
　平塚市３５周年記念式典、十和田市３０周年記念式典実施
　花巻市⇒平塚市：平塚市神輿団体との交流等　12事業
　平塚市⇒花巻市：友好都市少年少女交流キャンプ等　9事業
　花巻市⇒十和田市：十和田市への市民ツアー等　5事業
　十和田市⇒花巻市：友好都市少年少女交流キャンプ等　7事業

成果指標 単位 区分 30年度 元年度
日常の生活の中で宮沢賢治の作品や考え方に触
れる機会があると思う市民の割合
[まちづくり市民アンケート結果]

％
目標値 67.0 68.0

実績値 59.7 59.9

２款１項１７目

市民・観光客が賢治のまち花巻で賢治に触れる機会を創出するため、
賢治関連イベントの開催、賢治を学ぶ場づくりを進めるとともに、情
報を内外に向けて積極的に発信することで、「賢治さんの香りあふれ
るまち」の醸成が図られた。

賢治カレンダー発
行

賢治ゆかりの地や市内イベント日程、おみやげ
品などの情報を掲載したカレンダーを作成し、
市内外へ配布　8月発行　15,000部　3月発行
15,000部

63,501 14,891 41,155 7,455

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

賢治アートスト
リート事業

宮沢賢治をテーマとした絵を市内外から募集
し、優秀作品を新花巻駅から宮沢賢治記念館ま
でのオブジェ10基等へ展示　展示期間4/1～3/31

イギリス海岸リー
フレット発行

イギリス海岸の由来や年代別の写真を掲載した
リーフレットを国及び市民団体と作成
発行数　1,000部

２款１項１６目

賢治のまちづくり

推進費
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

② 防犯推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

③ 市民憲章推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】
花巻市市民憲章推進協議会への活動支援を行い、市民への市民憲章運
動（まちづくり運動）の普及と啓発に成果があった。また、市民憲章
運動推進第５４回全国大会佐倉大会に前年度開催地として19名の会員
が参加し、全国各地から集まった参加者と情報交換等を行い、まちづ
くり運動に寄与した。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

市民憲章運動推進大会参加者数 人
目標値 220 220

実績値 158 172

5,514

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

1,318 1,318

市民憲章の市民への浸透を図るため、花巻市市民憲章推進協議会の活
動を支援する。

○花巻市市民憲章推進協議会活動支援　300千円
　花巻市市民憲章推進協議会の事業への補助
○市民憲章の普及とまちづくり運動の積極的な推進　318千円
　市民憲章運動推進東北ブロック研修会等への出席
○市民憲章運動推進第５４回全国大会佐倉大会派遣事業支援　700千
円
　市民憲章運動推進第５４回全国大会佐倉大会派遣事業への補助

(単位：千円）

市民の防犯意識高揚のため、防犯パトロール車による広報パトロール
活動、コミュニティＦＭ等を活用した安全情報の提供を行い、広く市
民に意識啓発を図ることができた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

２款１項１７目

防犯を意識した行動をとっている市民の割合
[まちづくり市民アンケート結果]

％
目標値 90.0 90.0

実績値 90.1 90.5

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

5,514

諸費

市民の防犯意識を高めるため、安全安心まちづくり大会の開催や防犯
協会への支援を行う。

○花巻市防犯協会の活動支援　5,000千円
　安全安心まちづくり大会の開催、防犯パトロール、啓発活動、防犯
教室の開催
　防犯メール配信やコミュニティＦＭを活用した情報提供の実施
○空港周辺地下道防犯対策　514千円
　空港周辺地下道緊急通報装置の管理　3台
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

④ コミュニティ助成事業推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑤ 被災者支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑥ 情報通信基盤導入支援事業

【事業目的】

【事業内容】

15 15

光ブロードバンドサービス未普及地域におけるインターネット接続環
境の向上を図る。

○情報通信基盤導入支援　15千円
　対象世帯がモバイルＷｉ－Ｆｉルーターを導入する経費に対し補助

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

被災者交流事業参加実世帯数 世帯
目標値 30 30

実績値 25 22

2,164 2,164

引越補助金交付、タクシー券交付により、被災者の経済的負担が軽減
した。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

市内に居住する震災被災者の交流活動の促進と経済的負担の軽減を図
るため、各種助成を実施する。

○被災者交流活動支援事業補助金　194千円
　被災者支援団体が行う被災者交流事業の経費への補助　1団体1事業
○被災者生活支援事業補助金　1,738千円
　被災者世帯が市外又は市内に引越しする際の経費への補助　20世帯
○被災者支援タクシー券助成　232千円
　自動車を所有していない65歳以上のみの世帯へタクシー券を交付
24人

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

採択件数 件
目標値 7 6

実績値 1 1

2,500 2,500

（一財）自治総合センターが実施するコミュニティ助成事業による支
援により、コミュニティ活動に直接必要な設備等の助成を行い、地域
コミュニティの活動の充実・強化や、地域社会の健全な発展と住民福
祉の向上が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

２款１項１７目

諸費

自主的な地域づくり活動を推進するため、住民の拠点活動施設の整備
や住民組織活動に対する支援を行う。

○コミュニティ助成事業による支援　2,500千円
　申請団体　6団体(郷土芸能備品整備2団体、公民館備品整備4団体)
　採択団体　1団体(郷土芸能備品整備1団体)

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

千円 １

214,879 　(１)　個人市民税（現年課税分） （単位：人、千円）

　(２)　法人市民税（現年課税分）　 （単位：件、千円）

　(３)　軽自動車税（現年課税分） （単位：台、千円）

　(４)　市たばこ税（現年課税分） （単位：本、千円）

計 114,242,959 645,456

旧３級品 2,740,700 10,977
4,000円/千本(4～10月)
5,692円/千本(11～3月)

旧３級品以外 111,454,279 634,398 5,692円/千本

手持品課税分 47,980 81 旧3級品  1,692円/千本

調定額 8,504 17,945 304,967 7,206 338,622

品　　名 売 渡 本 数 調　定　額 税　　　率

非課税台数 12 24 59 6 101

減免台数 0 2 380 0 382

62,128

小 型
二輪車

計

登録台数 4,085 7,973 39,855 1,207 53,120

課税台数 4,073 7,947 39,416 1,201 52,637

　　3月 118 31,156

計 2,754 721,876

備　　　　　考

区分
原 付
自転車

小 型 特 殊
自 動 車

軽 自 動 車

150,831

   12月 109 37,588

 2年1月 94 21,994

　　2月 311 54,315

31年4月 165 19,929 （参考）
 納税義務者数
　1号法人　1,570
　2号法人     14
　3号法人    417
　4号法人     38
　5号法人     81
　6号法人     20
　7号法人     96
　8号法人      6
　9号法人     13
　　計     2,255

 1年5月 525 124,772

　　6月 306 128,486

　　7月 182 26,736

　　8月 271

662,653

特別徴収

現　年　度　分 36,852 3,173,878

退 職 分 離 分 163 18,544

計 37,015 3,192,422

　　9月 153 38,704

   10月 152

過　年　度　分 202 14,382

計 11,129

25,237

   11月 368

合　　　　　　計 48,144 3,855,075

年月 申告件数 調定額

光通信サービス未普及地域におけるモバイル
Ｗｉ－Ｆｉルーター導入世帯数

世帯
目標値 200 70

実績値 5 1

２款１項１７目

諸費 光ブロードバンドサービス未普及地域において、光ブロードバンド
サービスに代わる情報通信手段としてモバイルＷｉ－Ｆｉルーターを
導入する世帯に対し補助を行うことにより、情報通信環境の改善が図
られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

２款２項２目 市税の賦課状況

賦課徴収費

区分　＼　年度
令和元年度

納税義務者 調定額

普通徴収

現　年　度　分 10,927 648,271
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

　(５)　入湯税（現年課税分） （単位：人、千円）

　(６)　固定資産税（現年課税分）

　　ア　課税の状況 (単位：千円)

※

※

　　イ　納税義務者数の状況（固定資産概要調書） (単位：件)

　　ウ　固定資産評価状況（固定資産概要調書）

(単位：ha、筆)

家屋 (単位：万㎡、棟)

償却資産 (単位：件、百万円)

　(７)　国有資産等所在市交付金 (単位：千円)

計 4,890 104,161

区分 土地 家屋 償却資産 計

交付金(国県有資産) 158,689 16,317 42,333 217,339

区分 納税義務者数 決定価格

個人 3,137 2,339

法人 1,753 101,822

木造 753.2 63,496

非木造 246.4 11,466

計 999.6 74,962

雑種地等 1,104.0 15,745

計 48,034.2 319,480

区分 評価総床面積 評価総棟数

宅地 3,160.6 99,185

山林 24,583.0 35,646

原野 2,893.9 32,014

区分 評価総地積 評価総筆数

田 13,450.0 107,235

畑 2,842.7 29,655

家　　屋 39,411 34,966 (20万円以上)

償却資産 4,890 1,375 (150万円以上)

土地

　土地、家屋、償却資産の区分は課税標準額の割合による。

　減免等の額は、生活保護、公益、公衆浴場及び災害の減免並び
に過疎法、企業立地奨励及び復興産業集積区域の免除の額。

区分 総数 法定免税点以上

土　　地 41,338 32,318 (30万円以上)

減免等の額 4,640 41,862 77,464 123,966

調　定　額 1,701,588 2,537,335 1,259,017 5,497,940

区分 土地 家屋 償却資産 計

課　税　額 1,706,228 2,579,197 1,336,481 5,621,906

公的機関 0 0

その他の入浴施設(日帰) 141,142 4,940

計 914,364 105,473

一般旅館
宿泊 581,465 87,220

日帰 152,650 10,686

自炊旅館
宿泊 35,962 2,517

日帰 3,145 110

２款２項２目

賦課徴収費 区　　　分 入 湯 客 数 調　定　額
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

２　督促状発送状況

３　不納欠損処分状況

４　滞納処分状況（国保税を含む）

(対象税額の単純タテ計と合計欄は一致しない)

５　口座振替状況

６　コンビニ収納状況

利用可能の上記3税 266,499 件 87,577 件 32.9%

（参考）市税全体 365,171 件 87,577 件 24.0%

固 定 資 産 税 176,796 件 48,456 件 27.4%

軽 自 動 車 税 52,170 件 22,748 件 43.6%

市県民税（普徴） 37,533 件 6,908 件 18.4%

固 定 資 産 税 176,796 件 57,971 件 32.8%

軽 自 動 車 税 52,170 件 11,458 件 22.0%

市県民税（普徴） 37,533 件 16,373 件 43.6%

利用可能の上記3税 266,499 件 76,337 件 28.6%

（参考）市税全体 365,171 件 76,337 件 20.9%

区　　分 期別件数 取扱件数 利用割合

動 産 1,857 千円 2 件 11 千円

区　　分 期別件数 振替件数 利用割合

債 権 180,548 千円 590 件 98,240 千円 1,433 件

そ の 他 3,722 千円 15 件 8,356 千円 25 件

（ 合 計 ） 124,379 千円 646 件 112,169 千円 1,466 件

659 千円 114 人 144 件

入 湯 税 0 千円 0 人 0 件

不 動 産 16,677 千円 39 件 5,562 千円 5 件

区　　分 欠損額 人数

（ 合 計 ） 27,400 千円 501 人 1,254 件

軽 自 動 車 税

固 定 資 産 税 19,510 件 323,889 千円

3 件

区　　分
差　　押 換価・取立

対象税額 件数 金額 件数

軽 自 動 車 税 5,271 件 38,806 千円

入 湯 税 35 件 2,831 千円

件数

市 県 民 税
個人 4,394 千円

固 定 資 産 税 21,631 千円 216 人 670 件

159 人 428 件

法人 716 千円 12 人 12 件

（ 合 計 ） 34,149 件 620,790 千円

２款２項２目

賦課徴収費
区　　分 件数 税額

市 県 民 税
普徴 7,441 件 195,675 千円

特徴 1,768 件 50,280 千円

法 人 市 民 税 124 件 9,309 千円
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

千円 ① 証明書コンビニ交付サービス事業

188,461 【事業目的】

費

【事業内容】

【事業の成果】

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

住民票や戸籍謄本等のうちコンビニで交
付された割合

％
目標値 1.4 2.0

実績値 1.7 2.1

12,490 12,490

各種証明書のコンビニ交付サービスの継続実施により、市民の利便性
を高めることができた。

戸籍住民基本台帳

市民が利用しやすい新たな窓口サービスを提供するため、個人番号
カードを利用したコンビニエンスストアでの各種証明書交付サービス
を行う。

○各種証明書のコンビニ交付サービス　9,062千円
　交付証明書：住民票の写し、印鑑登録証明書、課税（所得）証明
　　　　　　　書、戸籍全部・個人事項証明書（戸籍謄抄本）、
　　　　　　　戸籍の附票の写し
　交付場所：全国のセブンイレブン、ローソン、ファミリーマート
　　　　　　（市内40店舗）
　交付時間：6時30分～23時（12/29～1/3を除く）
　　　　　　※戸籍謄抄本、戸籍の附票の写しは平日9時～17時15分
○本籍地交付対応システム導入事業　3,428千円
　花巻市に住民登録していないが本籍がある者に対し、戸籍及び戸籍
の附票の写しをコンビニで取得できるようにするための既存システム
の改修

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

２款３項１目
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【子育て支援体制の強化】
　安心して子育てができる環境づくりを推進するため、これまで就学前児童である乳幼児を対象として
実施していた医療費助成の現物給付について、令和元年８月から小学生まで拡大することにより、子育
て世代の経済的負担を軽減した。
 子育て環境の充実を図るため、第３子以降保育料負担軽減補助の対象に副食費を新たに追加したほか、
子育てガイドブックの配布先の拡充や、新規事業として移動式赤ちゃんの駅の貸出しを行うなど、子ど
も・子育て支援事業計画（イーハトーブ花巻子育て応援プラン）の推進に努めた。また、市民や関係機
関・団体等の意見を伺い、令和２年度から令和６年度を実施期間とする第２期イーハトーブ花巻子育て
応援プランを策定した。

　障がい者の自立と社会参加促進に向けた支援の充実を図るため、障がい福祉施設・事業所と連携し各
種障がい福祉サービスの提供と医療の給付を行うとともに、家族等の支援が受けられなくなった場合で
も地域で安心して生活できるよう支援を強化する地域生活支援拠点等の整備を進めた。
　また、障がい者及び障がい児の支援を行う施設整備に対し補助金を交付し、サービス提供事業者への
支援を通じて、利用者の利便性の向上を図った。

３　民生費

【障がい者の自立した生活の支援】

【介護サービスの充実】
　災害発生時の停電に備えて、介護サービス事業所において在宅酸素利用者の酸素供給・冷暖房などの
ための電源を確保できるよう非常用自家発電機の整備を支援した。

【保育サービスの充実】
　働きながら子育てをする家庭を支援するため、令和元年１０月施行の幼児教育・保育の無償化の制度
に適切に対応し、対象世帯への無償化給付を行った。また、市内私立保育園などの保育環境の整備を支
援するため、園舎の新設や改修に補助金を交付し、利用定員の増加を図ったことにより、待機児童数の
減少につながった。保育サービスのさらなる充実を図るため、市立笹間保育園を法人移管し、引継保育
の実施など円滑な民営化に努めた。

【青少年の社会教育】
　少年の非行防止のため、少年補導委員による街頭補導活動を年間を通じて実施したほか、環境浄化活
動として市、市防犯協会及び花巻警察署と合同で有害図書の調査を実施し、関係機関間での情報共有に
努めた。また、街頭補導活動や少年相談に関する知識やスキルの習得を目的として、各種研修会へ参加
し、少年補導委員の資質向上を図った。

　生活困窮者の自立を図るため、自立相談支援機関である花巻市社会福祉協議会と連携し、自立生活、
就労、家計改善に向けた支援に努めた。また、被保護世帯を含む生活困窮世帯の子どもに対する学習・
生活支援を図るため、学習相談支援員１名を配置し、家庭訪問による相談支援や集合型の学習支援に努
めた。
　生活保護制度の効率的かつ適正な運営を図るため、就労支援員１名と健康管理支援員１名を配置し、
被保護者の自立に向けた支援を行い、生活の安定と早期自立を図った。また、面接相談支援員１名を新
たに配置し、面接相談体制の強化を図るとともに、業務の効率化に努めた。

【地域における子育て支援の推進】
　児童の健全育成のため、学童クラブの事業運営委託や放課後子供教室の開設を行ったほか、学童クラ
ブの安全確保対策を実施するなど、放課後や長期休暇期間等における児童の安心安全な居場所づくりに
努めた。

【保育環境の充実】
　公立保育園等の安心安全な環境を整えるため、公立保育園及びこども発達相談センターの保育室等に
エアコンを整備し、夏季の熱中症対策等児童及び職員の健康保持に努めた。

【地域福祉の推進】
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千円 ① 福祉相談体制充実事業

415,950 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 地域福祉推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

※サロン活動（地域での交流の場）件数を含む。

地域住民が抱えている様々な問題の解決に向けて、民生相談員や地域
福祉訪問相談員を配置し、関係機関等との連携を図りながら広く相談
に応じる。

○民生相談　21,881千円
　支援を必要とする地域住民への訪問や相談　民生相談員246人
○地域福祉訪問相談　23,590千円
　地域福祉訪問相談員（10人）を配置し民生委員児童委員と連携しな
がら、一人暮らし高齢者等への訪問による相談等を実施することによ
り、民生委員児童委員の活動を支援

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

事　業　内　容　説　明

３款１項１目

社会福祉総務費

科　目 決算額

民生相談員相談支援件数 件
目標値 8,500 8,000

実績値 7,940 7,280

住民が抱える様々な暮らしの課題解決を図るため、民生相談員（民生
委員児童委員）と地域福祉訪問相談員が連携し、継続的に相談支援及
び見守りが行われ、市民生活の安定と福祉向上に努めた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

45,471 28 45,443

○福祉情報の発信　2,521千円
　地域福祉専門員を配置(1人)し広報はなまき等を通じて情報を発信
○団体活動支援  78,106千円
　ボランティアセンター事業補助金
　総合福祉センター管理運営事業補助金
　花巻地区保護司会事業補助金、岩手県更生保護協会事業補助金
　花巻市社会福祉協議会事業補助金
　花巻市社会福祉大会開催事業補助金

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

保健福祉に関わる複雑な課題に的確に対応するため、地域福祉専門員
の配置等、保健福祉関係機関が連携し、保健福祉総合計画に基づく福
祉のまちづくりを推進する。

地域福祉訪問相談件数 件
目標値 9,000 9,200

実績値 8,418 9,671

福祉ボランティア活動参加者数 人
目標値 10,000 10,000

実績値 10,008 9,689

地域福祉専門員を配置し、福祉情報を発信するとともに、保健福祉総
合計画に基づく地域福祉の推進を図った。また、住民互助による生活
支援の取組の推進などにより、ボランティア活動を促進した。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

80,627 80,627

福祉ボランティア活動件数 件
目標値 3,000 3,000

実績値 2,810 2,482
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

③ 婦人相談事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

④ 子育て家庭支援給付事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

○婦人相談　7,547千円
　家庭内暴力や離婚問題等に悩む女性への助言指導の実施
　　婦人相談員の配置 1人
　　婦人相談と助言指導の実施 90件
　婦人相談業務、女性弁護士相談、スキルアップ講座（委託）
　　平日、土日相談件数　128件
　　女性弁護士相談の実施（月1回）22件
　　女性の自立を支援するためのスキルアップ講座の実施（年2回）
○母子・父子及び寡婦福祉資金貸付
　申請受付と県への進達　21件

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

３款１項１目

社会福祉総務費

女性の生活の安定と自立を図るため、家庭内暴力（ＤＶ）や離婚など
に関する女性からの相談に応じ、必要な助言・指導等を行う。

解決に向けて方向性を見出せるように
なった女性の割合

％
目標値 75.0 75.0

実績値 97.8 95.5

女性からの相談に応じ、助言指導することにより、問題解決に向けて
の方向性を導いた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

7,547 1,249 6,298

3,794 2,845 949

○自立支援教育訓練給付金　114千円
　ひとり親家庭の父又は母が、指定した教育訓練講座を受講修了した
場合に、経費の一部を給付金として支給
○高等職業訓練促進給付金　3,530千円
　ひとり親家庭の父又は母が対象資格（看護師、介護福祉士、保育
士、理学療法士、作業療法士、准看護師、歯科衛生士、栄養士、調理
師、理容師、美容師）の養成訓練を受講する期間、給付金を支給
○高等学校卒業程度認定試験合格支援給付金　150千円
　ひとり親家庭の父、母又は児童が、高等学校卒業程度認定試験の合
格を目指す場合に、講座の受講費用の一部を支給

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

ひとり親家庭の自立と経済的な安定を図るため、資格取得に向けた講
座等の受講を支援する。

講座受講後の就労者数 人
目標値 2 3

実績値 0 3

給付金を支給して就労に有利な資格を取得するための支援をすること
により、母子家庭の母又は父子家庭の父の生活の負担軽減を図り、就
労意欲を高めることができた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

千円 ① 高齢者在宅生活支援事業

316,331 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 高齢者介護予防対策事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

３款１項２目

老人福祉費

主に高齢単身者、高齢世帯を対象に事業を展開し、高齢者が安心して
自立した在宅生活を維持できるよう努めた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

22,420 1,146 21,274

高齢者の在宅生活を支援するため、在宅福祉サービスを提供する。

○ひとり暮らし高齢者緊急通報体制整備　4,600千円
　緊急性・発作性の疾患等により注意を要するひとり暮らし高齢者等
に対し、緊急時の通報手段を確保するため通報装置を設置　89件
○在宅高齢者生活支援　17,764千円
　ひとり暮らし高齢者等が自立した生活を送るための各種支援
　軽易な日常生活（草取り、雪払い等）の援助　148人
　住宅改造費の補助　8件
　高齢者福祉タクシー券の交付　1,567人
　見守り機能付き服薬支援装置貸与　7人
○寝たきり高齢者生活支援　56千円
　在宅の寝たきり高齢者等が衛生的で清潔感を保持した生活を送るた
めの各種支援
　寝具の洗濯乾燥消毒クリーニング　延べ12件
　訪問理美容サービス　延べ13件

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

介護が必要な状態になることを予防し、介護が必要になってもできる
だけ状態が悪化しないようにするため、心身機能の維持向上を図る
サービスを提供する。

○湯のまちホット交流サービス　16,411千円
　市内温泉施設等において、健康増進、交流促進を図る高齢者に対
し、無料で入浴及び休憩（部屋利用）を提供　契約施設24施設
　延べ利用者数27,112人
○いきいきホーム　4,810千円
　介護予防拠点施設（東和はつらつ長寿館）で健康チェック、生活指
導、介護予防のための運動を実施　延べ利用者数1,776人

在宅高齢者生活支援事業利用者数 人
目標値 1,891 1,963

実績値 1,661 1,731

高齢者人口に対する
介護保険要支援・要介護認定者の割合

％
目標値 21.3 20.5

実績値 19.4 19.2

高齢者が介護の必要な状態にならないよう、関係機関との連携により
介護予防推進の啓発に努めた結果、介護予防に対する意識の醸成が図
られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

21,221 4,800 16,421
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

③ 高齢者福祉サービス提供事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

④ 高齢者福祉サービス基盤整備事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

883 662 221

○介護サービス利用者支援　883千円
　介護保険サービス利用者の負担軽減を実施する社会福祉法人への補
助　3法人

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

３款１項２目

老人福祉費

生計困難者に介護サービスを提供するため、介護サービス事業者への助
成を通じ、利用者負担の軽減を行う。

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

高齢者福祉サービス施設等の整備促進のため、社会福祉法人等に対し
施設整備に係る経費等の補助を行う。

○老人福祉施設建設資金借入償還金補助　30,365千円
　老人福祉施設の建設、改築時の借入償還金元利補給　4施設
○認知症高齢者グループホーム等防災改修等支援事業補助
　5,475千円
　非常用自家発電設備の設置への補助　1施設
○認知症高齢者グループホーム等防災改修等支援事業補助（繰越明許
費）　5,677千円
　非常用自家発電設備の設置への補助　1施設

(単位：千円）

生計困難者が介護サービスを受けられるようにするため、社会福祉法
人に対し利用者負担軽減制度を周知した結果、軽減を実施している施
設では全ての対象者が制度を利用し、生計困難者の負担軽減が図られ
た。

施設整備にかかる支援を行い、介護サービスを提供する事業所におけ
る基盤の充実が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

5,677 5,677

30,365

前年度繰越事業（繰越明許費） (単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

35,840 5,475

1,570

実績値 1,570 1,570

介護施設（特養、老健、療養型病床）
及びグループホームの入所定員数

人
目標値 1,570
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

⑤ 高齢者交流活動支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑥ 高齢者社会参加活動支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

○ふれあい・あんしん交流　2,020千円
　社会福祉協議会のふれあいいきいきサロン事業に対する補助 延べ
4,815回（延べ参加者数55,875人）
○敬老会事業　22,684千円
　各地域で開催されている敬老会経費への社会福祉協議会を通じた支
援　対象者数17,485人、参加者数5,467人
　米寿、100歳以上の高齢者へ記念品贈呈

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

３款１項２目

老人福祉費

高齢者が健康で生きがいを持った暮らしを送れるようにするため、交
流活動や活動の場を創出する。

サロン設置数 団体
目標値 239 248

実績値 235 236

24,704

高齢者の集いの場の創出と交流促進を図るため、社会福祉協議会等で
実施する敬老会事業、サロン活動事業へ補助を行い、住民同士の交
流、地域住民の敬老意識の醸成が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

24,704

6,799 3,689 3,110

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

高齢者の生きがいづくりや社会参加を促進するため、老人クラブの活
動支援や地域課題解決に資する事業経費に対する補助を行う。

○単位老人クラブ活動支援　3,255千円
　単位老人クラブの活動に対する補助　110団体
○市老人クラブ連合会活動支援　2,544千円
　市老人クラブ連合会の活動に対する補助　会員数4,384人
○高齢者生きがい活動促進事業　1,000千円
　生きがいや健康づくりにつながる活動を行い、同時に介護予防や生
活支援のサービス基盤となるモデル的な活動の立上げ経費等補助　1
団体

(単位：千円）

60歳以上における老人クラブ会員数の割
合

％
目標値 24.0 12.8

実績値 12.0 11.3

定年後の生きがいやライフスタイルの多様化により老人クラブ会員数
は伸び悩んでいるが、単位老人クラブや市老人クラブ連合会の活動に
対し支援を行い、円滑な組織運営や活発な事業活動が行われたほか、
高齢者の活躍につながった。
国庫補助事業の高齢者生きがい活動促進事業については、退職高齢者
等の主導により、高齢者自らが多世代交流の拠点となる施設（東屋）
の整備に取り組む中で、地域の高齢者、障がい者、児童等多世代の交
流が図られた。

単位 区分 30年度 元年度
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

⑦ 高齢者保護措置事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 障がい者等相談支援事業

1,951,901 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

３款１項２目

老人福祉費

経済的、環境的要因等により居宅養護の困難な高齢者を養護老人ホー
ム等へ入所措置し養護する。

経済的、環境的理由により居宅養護の困難な高齢者に対し、施設での
適切な生活管理のもとで養護を行った。

３款１項３目

障害者福祉費

168,771 28,117 140,654

○養護老人ホームはなまき荘管理運営　116,747千円
　はなまき荘の指定管理業務委託
○老人保護措置費　52,024千円
　養護者不在等在宅生活が困難となった高齢者を施設で養護するため
の扶助費

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

52,924 3,287 7,651 41,986

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

障がい者が慣れ親しんだ地域で、安心していきいきと暮らせるように
するため、相談支援等を実施するとともに各種団体で実施する事業に
対して補助を行う。

○相談支援　40,972千円
　相談支援事業委託　3事業所
　花巻市地域自立支援協議会運営委託
　相談員（ろうあ者等1人、障がい者等3人、身体障がい者19人・知的
障がい者7人）、支援員（精神障がい者1人）の設置
　意思疎通支援、相談支援体制の強化を図るための経費
○各種団体補助　1,024千円
　団体への補助　2団体
○障がい児・障がい者支援施設整備事業補助　7,655千円
　グループホーム新築　2件、放課後デイサービス改修　1件
○基幹相談支援センター設置　3,273千円
  相談支援専門員設置 1名

(単位：千円）

障がいへの理解が進んでいると思う市民の割
合[まちづくり市民アンケート結果]

％
目標値 32.5 33.5

実績値 35.3 37.8

障がい者が地域で安心して暮らせるよう相談支援等に努めた。また、
障がい児・障がい者の支援を行う施設整備に対し補助金を交付するこ
とで、サービス提供事業者への支援に努めた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

② 障がい者地域生活支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

③ 障がい者自立支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

117,443 55,429 62,014

○地域生活支援事業　69,769千円
　地域生活支援事業委託（生活訓練等、点字・声の広報、奉仕員養成
ほか）、地域生活支援事業補助（日常生活用具給付、訪問入浴サービ
ス、日中一時支援ほか）、職親委託
○補助・給付等　47,674千円
　福祉タクシー券給付、酸素濃縮器使用助成、障がい者スポーツレク
リエーション交流事業(69人参加）、車いす健康診査委託、特別障害
者手当等給付

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

３款１項３目

障害者福祉費

障がい者がその有する能力及び適性に応じ、自立した日常生活を営む
ことができるよう支援するため、各種障がい福祉サービスの提供を行
う。

障害者総合支援法に基づき、障がい者の自立と社会参加を促進するた
め、障がい福祉サービスの提供と医療費の給付を行う。

手話通訳奉仕員養成講座修了者 人
目標値 10 10

実績値 3 6

障がい者の能力や適性に応じ、自立した日常生活を営むことができる
よう、各種障がい福祉サービスの提供に努めた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

障がい福祉サービスを遅滞なく適正に提供するため、相談支援事業所
と連携してサービス等利用計画書を作成し、給付に努めた。

1,781,534 1,320,019 461,515

○自立支援給付（介護給付・訓練等給付）　1,697,701千円
　居宅・生活介護、施設入所、自立訓練、就労支援等に係るサービス
利用に対する給付  延べ17,503人
○補装具給付　27,652千円
　義手、義足、車いす、補聴器等の購入費用への給付　延べ247人
○自立支援医療（更生医療・育成医療）給付　31,781千円
　身体の障がいを除去・軽減するための医療費の自己負担軽減　決定
者数　更生医療　53人　育成医療　11人
○療養介護医療費等給付　24,331千円
　入院等で医療と同時に常時介護を必要とする場合の医療費等の支給
延べ　254人
○在宅超重症児(者)等短期入所受け入れ支援給付　69千円
　超重症児(者)を受け入れる医療型短期入所事業所等に対し、診療報
酬と介護給付費との差額を支給

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

千円 １　医療費給付の状況

387,935

① 重度心身障がい者医療費助成事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 乳幼児医療費助成事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

３款１項６目

乳幼児妊産婦重度
区　分

受給者数 給付件数 給付額

心身障害者医療費 （人） （件） （円）

小学生 2,606 20,178 30,483,160

心身障がい児 71 723 1,697,060

乳幼児 3,951 66,200 102,244,016

妊産婦 208 2,576 13,724,534

重度・一般 1,023 23,187 110,428,875

重度・後期高齢 1,148 27,913 83,026,297

重度心身障がい者の自立した生活を推進するため、経済的負担を軽減
する。

○重度心身障がい者医療費助成　193,455千円
　対象者：身体障がい者手帳1・2級、障がい基礎年金1級等の障が
　        い者
　給付額：1医療機関1月につき、入院2,500円、入院外750円を控除
　　　　　した額(就学前の児童は乳幼児医療費助成の例による額)
　給付方法：就学前の児童及び小学生（令和元年8月から）のみ、
　　　　　　医療費助成分を控除して窓口支払する現物給付方式

(単位：千円）

中学生 1,189 6,117 9,997,651

高校生等 1,117 4,903 9,039,484

安心して健康な子どもを産み育てる環境づくりのため、保護者の経済
的負担を軽減する。

○乳幼児医療費助成　102,244千円
　対象者：出生の日から就学前までの児童
　給付額：一部負担金相当額（自己負担なし）
　給付方法：医療費助成分を控除して窓口支払する現物給付方式

円滑かつ確実に助成を実施することで、重度心身障がい者本人及び保
護者の経済的負担を軽減した。

193,455 86,509 106,946

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

円滑かつ確実に助成を実施することで、乳幼児を持つ保護者の経済的
負担を軽減した。

102,244 26,341 75,903

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

③ 妊産婦医療費助成事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

④ 小学生医療費助成事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑤ 心身障がい児医療費助成事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

心身障害者医療費 妊産婦の健康づくりを推進するため、経済的負担を軽減する。

○妊産婦医療費助成　13,725千円
　対象者：妊娠5か月に達する月の初日から出産した翌月末までの者
　給付額：1医療機関1月につき、入院2,500円、入院外750円を控除
 　　　　 した額
　給付方法：医療費助成分を控除して窓口支払する現物給付方式

(単位：千円）

３款１項６目

乳幼児妊産婦重度

小学生の保護者が安心して子育てができる環境づくりを推進するた
め、経済的負担を軽減する。

円滑かつ確実に助成を実施することで、妊産婦とその配偶者の経済的
負担を軽減した。

13,725 5,354 8,371

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

心身障がい児の保護者が安心して子育てができる環境づくりを推進す
るため、経済的負担を軽減する。

○心身障がい児医療費助成　1,697千円
　対象者：身体障がい者手帳3級～6級等の対象者で、18歳に達した
          日の属する年度末までの児童
　給付額：1医療機関1月につき、入院2,500円、入院外750円を控除
　　　　　した額
　給付方法：就学前の児童及び小学生（令和元年8月から）のみ、
　　　　　　医療費助成分を控除して窓口支払する現物給付方式

円滑かつ確実に助成を実施することで、小学生の保護者の経済的負担
を軽減した。

30,483 2,215 28,268

○小学生医療費助成　30,483千円
　対象者：小学校1年生から6年生に該当する者
　給付額：1医療機関1月につき、入院2,500円、入院外750円を控除
　　　　　した額
　給付方法：令和元年8月から医療費助成分を控除して窓口支払する
　　　　　　現物給付方式

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

1,697 1,697

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

円滑かつ確実に助成を実施することで、心身障がいのある児童を持つ
保護者の経済的負担を軽減した。
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

⑥ 中学生医療費助成事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑦ 高校生等医療費助成事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

乳幼児妊産婦重度

心身障害者医療費 中学生の保護者が安心して子育てができる環境づくりを推進するた
め、経済的負担を軽減する。

○中学生医療費助成　9,998千円
　対象者：中学校1年生から3年生に該当する者
　給付額：1医療機関1月につき、入院2,500円、入院外750円を控除
　　　　　した額

３款１項６目

円滑かつ確実に助成を実施することで、中学生の保護者の経済的負担
を軽減した。

9,998 9,998

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

9,039 9,039

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

高校生等の保護者が安心して子育てができる環境づくりを推進するた
め、経済的負担を軽減する。

○高校生等医療費助成　9,039千円
　対象者：高校1年生から3年生の年齢に該当する者
　給付額：1医療機関1月につき、入院2,500円、入院外750円を控除
　　　　　した額

円滑かつ確実に助成を実施することで、高校生等の保護者の経済的負
担を軽減した。
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

千円 １　ひとり親家庭医療費給付の状況

37,274

① ひとり親家庭医療費助成事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 １　寡婦等医療費給付の状況

11,786

① 寡婦等医療費助成事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

父母 764 7,300 18,431,407

児童 1,139 9,654 16,906,387

３款１項７目

ひとり親家庭医療
区　分

受給者数 給付件数 給付額

費 （人） （件） （円）

○ひとり親家庭医療費助成　37,274千円
　対象者：配偶者のない者で18歳に達した日の属する年度末までの
          児童を扶養している者、その扶養を受けている児童、父
　　　　　母のない児童
　給付額：1医療機関1月につき、入院2,500円、入院外750円を控除
  　　　　した額(就学前の児童は乳幼児医療費助成の例による額)
　給付方法：就学前の児童及び小学生（令和元年8月から）のみ、
　　　　　　医療費助成分を控除して窓口支払する現物給付方式

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

ひとり親家庭の保護者が安心して子育てができる環境づくりを推進す
るため、経済的負担を軽減する。

父母なし児童 1 0 0

10,281,712

寡婦等医療費
区　分

受給者数 給付件数 給付額

（人） （件） （円）

円滑かつ確実に助成を実施することで、ひとり親家庭の保護者の経済
的負担を軽減した。

３款１項９目

37,274 15,818 21,456

円滑かつ確実に助成を実施することで、寡婦等の経済的負担を軽減し
た。

11,786 11,786

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

ひとり親家庭の保護者が子育て後も安心して生活できる環境づくりを
推進するため、経済的負担を軽減する。

○寡婦等医療費助成　11,786千円
　対象者：配偶者のない者で、かつて配偶者のない者として18歳ま
  　　　　での児童を扶養していた者（70歳未満）
　給付額：1医療機関1月につき、入院2,500円、入院外750円を控除
 　　　　 した額の2分の1

寡婦等 616 7,782
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

千円 ① 発達支援事業

455,879 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 障がい児支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

乳幼児の発達障がいを早期に発見し、発達を促すため、総合的な指導
及び援助を行う。

○こども発達相談センター運営　14,499千円
　発達障がいの早期発見と療育指導
　発達相談　21回(123人)、親子教室　520回(延べ2,241人)
　保育者研修会　10回（参加保育者延べ48人）
　療育研修会　7回(延べ183人)
　発達支援保育巡回訪問　28園36回(延べ132人)、ＯＢ交流会　1回
　発達障がい児療育関係機関連絡会（事業報告）　1回
○こども発達相談センター維持管理　812千円
○こども発達相談センターエアコン整備事業　6,333千円
　個別相談室Ａ、集団指導室、ホールにエアコンを整備

(単位：千円）

３款２項１目

児童福祉総務費

乳幼児の発達障がいの早期発見と療育のため、発達相談及び親子教室
等を実施し、乳幼児の発達支援に努めた。また、エアコンを整備し、
夏季における利用者の身体的負担の軽減を図った。

21,644 5,800 10,000 5,844

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

障がい児が利用する施設の運営団体に負担金を支出して、運営管理を
支援した。また、イーハトーブ養育センターを利用する児童の保護者
に補助を行って、経済的負担を軽減した。

1,829 1,829

施設を利用する障がい児の保護者の経済的負担を軽減するため、施設
運営団体へ支援を行う。

○障がい児利用施設の運営支援　1,829千円
　わかば病棟いこいの家協力会負担金
　あすなろ療育園協力会加盟市町村負担金
　イーハトーブ養育センター事業補助金

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

③ 放課後児童支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

④ 子育て推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

３款２項１目

259,381 160,925 20,300 78,156

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

児童福祉総務費

児童の健全育成を図るため、放課後や長期休暇などの安心安全な居場
所づくりと地域との交流を促進する。

○学童クラブ　257,779千円
　学童クラブ事業委託　19クラブ（31支援の単位）
　放課後児童支援員等処遇改善等事業補助　24支援の単位
　放課後児童支援員キャリアアップ処遇改善事業補助　27支援の単位
　学童クラブ備品購入　6クラブ
　学童クラブ維持管理、学童クラブ施設整備、新型コロナウイルス感
染症対応臨時開設
○放課後子ども環境整備事業補助　1,000千円
　銀河学童クラブの施設整備
○放課後子供教室　602千円
　学童クラブのない学区での開設　2か所
　（教育活動サポーター、教育活動推進員の配置）

子育て環境充実のため、子ども・子育て支援事業計画を推進する。

○子ども・子育て支援事業計画の推進　5,332千円
　子ども・子育て会議による計画の進行管理　子ども・子育て会議開
催4回
　第２期子ども・子育て支援事業計画策定（令和2年3月策定）
　子育てガイドブックの配布（改訂版）
　子育て支援員研修の開催　2回実施　修了認定者43人
　移動式赤ちゃんの駅の整備及び貸出　2セット整備　貸出件数7件

(単位：千円）

8

放課後の児童の安心安全な居場所を確保するため、学童クラブや放課
後子供教室の事業を実施し、児童の健全育成に努めた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

学童クラブの待機児童数 人
目標値 0 0

実績値 0

第１期子ども・子育て支援事業計画（H27～R1）の振り返りを行うと
ともに、子ども・子育て会議やパブリックコメント等の市民参画を経
て、第２期子ども・子育て支援事業計画（R2～R6）を策定した。ま
た、子育てガイドブックの配布等により、子ども・子育て支援に関す
る事業を広く紹介し、子育て世帯の支援に努めた。

5,332 1,534 3,798

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

⑤ 子育て支援家庭訪問事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑥ 第３子以降保育料負担軽減事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

児童福祉総務費

適正な育児支援のため、乳児家庭全戸訪問及び養育支援訪問を行う。

○乳児家庭全戸訪問　820千円
　訪問者：保健師・助産師等
　対　象：生後4か月までの乳児がいるすべての家庭
　内　容：子育て支援の情報提供、母親の不安や悩みへの相談対
　　　　　応、養育環境の把握
○養育支援訪問　249千円
　訪問者：保健師・助産師等
　対　象：全戸訪問により見守りが必要と判断した家庭
　内　容：保護者の育児・家事等養育能力を向上させるための支援

３款２項１目

乳児家庭全戸訪問や養育支援訪問を実施し、対象者が抱える様々な悩
みや相談に適切に対応し、安心した子育てができるよう努めた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

1,069 712 357

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

安心して子どもを産み育てることができる環境づくりのため、経済的
負担を軽減する。

○第３子以降保育料負担軽減補助　44,876千円
　市内に住所を有し、幼稚園、保育所、認定こども園及び認可外保育
施設等を利用する児童の第3子（当該年度に18歳である者以下の最年
長者を第1子として数える）以降の利用者負担額の一部（1/2）又は全
額を補助
　＜補助の内訳＞
　市民税課税額の所得割が97,000円未満の世帯…納付した額の全額補
助
　上記以外の世帯…納付した額の1/2補助

実績値 87.8 87.2

7か月児健診で体調良く安心して子育て
できる母の割合

％
目標値 89.0 89.0

多子世帯の経済的負担を軽減するため、市独自で実施している第3子
以降の保育料等の軽減策に加えて、令和元年10月に開始された幼児教
育・保育の無償化への対応として、3歳児以上の副食費を追加する見
直しを行い、安心して子どもを産み育てられる環境づくりを推進し
た。

44,876 40,000 4,876

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

⑦ 特定妊婦支援事業

【事業目的】

【事業内容】

　　　訪問者：保健師・助産師等

　　　訪問者：保健師・助産師等

　　　訪問者：保健師・助産師等

　　　内　容：妊娠期から出産前までの様々な支援を個々に対して行う

【事業の成果】

　　　個々に訪問や電話相談、パパママ教室を開催し出産前から支援を行った。

千円 ① 保育委託事業

5,053,648 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

特定妊婦を把握し、安心安全な妊娠・出産を迎え、一人孤立して育児
に悩まないために、計画的に訪問や電話相談など必要な支援を行う。

○特定妊婦支援　398千円
　訪問者：保健師・助産師等
　対象者：出産後の子どもの養育について、出産前において支援を
　　　　　行うことが特に必要と認められる妊婦 37人
　内　容：妊娠期から出産前までの様々な支援　延べ 69人

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

電話相談 18

パパママ教室 5

医療機関との連携等 38

支援内容内訳 延べ人数

訪問相談 8

来所相談 0

特定妊婦の訪問・相談件数 件
目標値 80 80

実績値 76 69

134

訪問や電話相談、パパママ教室の開催等出産前から支援を行い、育児
不安の軽減に努めた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

398 264

費 働きながら子育てする家庭を支援するため、市内・市外の認可保育園
に保育を委託するほか、小規模な保育事業所等を通じて給付を行う。
また、幼児期の教育を希望する家庭のため、市内・市外の幼稚園や認
定こども園を通じて給付を行う。

○児童保育運営委託　1,811,367千円
　市内私立保育園運営委託　19園
　市外私立保育園運営委託  14園
○子ども子育て支援システム改修　5,940千円
○子どものための教育・保育給付　652,859千円
　市内認定こども園（1・2・3号認定）給付費　5園
  市内小規模保育事業所（3号認定）給付費　4園
　市内事業所内保育事業所（2・3号認定）給付費　2園
　市外施設、事業所に係る給付費　25園

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

３款２項２目

児童福祉運営措置

年々増加する低年齢児の保育需要を含め、家庭の多様な保育・教育
ニーズに対応するため、法人立保育園への委託や認定こども園等への
給付を行うことで、子育て世帯を支援した。

2,470,166 1,602,935 235,398 631,833

３款２項１目

児童福祉総務費
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

② 保育施設運営支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

③ 保育施設環境整備支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

○私立保育園運営助成事業補助　22,496千円
　円滑な運営を支援するため、保育園等の運営費に対して補助 24園
○私立保育園産休等代替職員費補助　872千円
　産休・病休職員の代替職員を雇用する経費に対して補助　2園
○特定施設2歳児就園支援費補助　5,317千円
　私立幼稚園等の2歳児保育料等の減免に対して補助 7園
○保育体制強化事業補助　3,002千円　3園
　保育園等の清掃業務や保育に係る周辺業務を行う職員の雇用に要
  する経費に対して補助
○引継保育事業負担金　5,546千円　1園
　笹間保育園を法人へ移管するため、移管先法人から笹間保育園に
　派遣した際の法人における代替保育士の確保費用を負担
○保育士加配補助　608千円　2園
　年度途中の保育需要の増加に備えて、年度当初から保育士を雇用
　する経費に対して補助

(単位：千円）

児童福祉運営措置

費 市内私立保育園等の適正な保育環境を維持・管理するため、運営費に
対して支援する。

３款２項２目

私立保育園等の運営費用に補助を行い円滑な施設運営を支援すること
により、保護者が安心して預けられる保育環境を維持することができ
た。

37,841 3,427 34,414

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

市内私立保育園等の適正な保育環境整備を支援するため、施設整備に
係る経費等の補助を行う。

私学助成又は給付対象外の入所児童数 人
目標値 81 81

実績値 67 61

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

334,385 279,162 30,000 25,223

○施設整備費補助等　334,385千円
　島保育園（改築2期目）、みどりの保育園（新設）、わこのいえ保
育園（新設）、つくし保育園（新設・改修）、花巻太陽の子保育園
（冷暖房設備更新）、ぴっころ保育園（冷暖房設備設置）、南城保育
園（冷暖房設備設置）、花巻みなみ幼稚園（冷暖房設備設置）
○施設整備費補助等（繰越明許費）　62,790千円
　島保育園（改築1期目）

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

市内私立保育園等の園舎新設や冷房設備設置等の事業に補助金を交付
し、待機児童の解消と児童の安全確保に努めた。

62,790 41,860 20,930

前年度繰越事業（繰越明許費） (単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

④ 保育サービス向上支援事業

【事業目的】

【事業内容】

※次ページへ続く

３款２項２目

病児
支援セ
ンター

花巻 45 ○ ○

保育園名
定員
(人)

障がい
児

一時預
かり

延長

児童福祉運営措置

費 私立保育園等での多様な保育サービスを提供するため、地域での子育
て活動などに支援する。

○地域子育て拠点事業　23,853千円
　地域子育ての拠点として、子育て支援センターの運営を委託 3園
○障がい児保育事業　6,474千円
　障がいのある児童を安心して預けられる環境整備のための事業の
　委託 7園
○一時預かり事業　25,404千円
　保育園に通所していない児童を、冠婚葬祭など緊急時に保育する
　事業への補助 16園
○延長保育事業　13,556千円
　就労形態の多様化に対応するため、開所時間を超えた児童の保育
  保育園19園、認定こども園4園、小規模保育事業所3か所
○病児保育事業（体調不良児対応型）　38,984千円
　保育中に体調不良となった児童を看護師が対応する保育園への補
　助 9園
○認可外保育施設健康管理事業　313千円
　認可外保育施設の児童の健康診断への補助　延べ174人
○認可外保育施設等利用補助　5,545千円
　保育の必要性がある児童が、認可保育園や認定こども園を利用で
　きない場合に、認可外保育施設等を利用した利用料の一部を補助
　延べ36人
○実費徴収に係る補足給付事業　2,202千円
　・生活保護世帯の保護者が特定教育・保育施設及び特定地域型保
　育事業所に対して支払うべき教材・行事費等及び給食費を補助
　延べ10人
　・幼児教育・保育の無償化の施行に伴う子ども・子育て支援新制
　度未移行幼稚園利用の子どもに係る副食費の補足給付及び補足給
　付に係るシステム開発　補足給付対象者延べ106人
○病後児保育事業　10,126千円
　児童等が病気回復期で、集団保育等が困難な期間、専用施設で保
　育 延べ99人

○ ○

第二若葉 60 ○ ○ ○ ○

若葉 90 ○

二枚橋 60 ○ ○

島 60 ○ ○

○
花巻太陽の子分園 30 ○ ○ ○

花巻太陽の子 110 ○ ○ ○

松園 60 ○ ○ ○ ○

めぐみ 60 ○ ○

○

南城 60 ○ ○

おひさま 60 ○ ○

ぴっころ 60 ○ ○

八幡 60 ○ ○

石鳥谷善隣館 100 ○ ○

○

湯本 45 ○

日居城野 80 ○ ○ ○

○石鳥谷 90 ○ ○

新堀 75 ○ ○

八重畑 60 ○ ○
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

※前ページからの続き

【事業の成果】

⑤ 児童手当・児童扶養手当支給事業

【事業目的】

【事業内容】

土沢 80 ○ ○ ○ ○

やさわ 61 ○ ○

みなみ 60 ○

たかき 60 ○

縢乃 60 ○

ひよこ 19 ○ ○

ピュアチャイルド 12 ○

わこの家 19 ○

にじいろ 60 ○

○

計 1,774 7園 17園 31園 9園 3園

こどものくに 40

○

みつば 19 ○

ぎんどろ 19 ○

保護者の雇用形態の変化等により多様化した保育ニーズに対応するた
め、延長保育や一時預かり等の保育サービスの充実を図ったほか、地
域子育て支援センターの運営を委託し、家庭で保育を行う世帯を支援
した。また、令和元年10月から始まった幼児教育・保育の無償化に伴
い、認可外保育施設等の利用料の無償化給付を行い、保護者の経済的
負担の軽減を図った。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

126,457 78,417 2,600 6,000 39,440

※表中の○印は、補助等を行っているか否かにかかわらず、実際
に当該保育サービスを実施している園を示す。

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

○児童手当支給　1,316,110千円
　中学校修了前の児童を養育している者に対して、手当を支給
　支給児童数9,856人（年間月平均）

児童手当支給額

第1子、2子 第3子以降

児童を監護し、かつ、これと生計を同じくするその父又は母に児童手
当及び児童扶養手当を支給する。

一時預かり、延長保育、病児保育のサービス
を実施した市内私立保育園等の割合

％
目標値 70.0 60.0

実績値 57.5 61.0

○児童扶養手当支給　494,624千円
　ひとり親家庭で18歳に達した日の属する年度末までの児童を養育し
ている者に、所得に応じて手当を支給　受給者数802人（年間月平
均）
○未婚の児童扶養手当受給者に対する臨時・特別給付金　1,400千円
　児童扶養手当の受給者のうち、未婚のひとり親に対して、17,500円
を支給　受給者数80人

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

中学生 10,000円 10,000円

特例給付(所得制限) 5,000円 5,000円

3歳未満 15,000円 15,000円

3歳以上小学校修了前 10,000円 15,000円

1,812,134 1,276,503 535,631

３款２項２目

児童福祉運営措置

費
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

【事業の成果】

⑥ 障がい児通所等給付事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑦ 保育力充実事業

【事業目的】

【事業内容】

（単位：千円）

障がいの特性、発達段階に応じた適切な療育支援が安定して行われる
よう、障がい児通所支援の利用等に要する費用を給付する。

○障がい児通所支援給付　195,116千円
　児童発達支援、放課後等デイサービス、保育所等訪問等に係る給付
延べ　1,848人
○障がい児相談支援給付　5,851千円
　障がい児通所支援利用計画を作成する費用を給付　延べ337人
○就学前の障がい児への発達支援給付　457千円

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

中学校修了前の児童を養育している者に児童手当、ひとり親家庭で児
童を養育している者に児童扶養手当を支給し、生活の安定を図った。

保育所入所待機児童の解消を図るため、保育士確保等のための取組を
実施する。

○花巻市内保育施設見学・体験バスツアー　307千円
　県内保育士養成学校の学生を対象に、市内の保育施設の見学・体験
ツアーを開催　参加者4校156人
○保育士等保育料補助　980千円
　私立認可保育所等へ勤務し、認可保育所等へ子どもを預ける保育士
へ保育料の一部又は全部を補助　13人（補助対象児童数　第1子11
人、第2子7人）
【参考：市内居住の保育料減免者】
　61人（減免対象児童　第1子61人、第2子22人　計83人）
○一時預かり保育利用料補助　880千円
　一時預かり保育利用料に上限を定め、上限以上の保育利用料を補助
　13人（延べ対象児童数121人）
○保育士等家賃補助　1,048千円
　私立認可保育所等へ採用されてから起算して３年以内の保育士等が
負担する家賃の一部を補助　10人
○保育士等奨学金返済支援補助　3,336千円
　私立認可保育所等へ勤務し、奨学金を利用し資格を取得した保育士
等の奨学金返済額の半額を補助　59人
○保育士等再就職支援金貸付　1,900千円
　保育士等資格保有者が私立認可保育所等へ就職した際に、再就職支
援金を貸付　19人

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

障がい児通所支援を利用する費用を給付することにより、障がい児が
適切な療育支援を受けられた。

201,424 150,795 50,629

8,451 6,000 2,451

３款２項２目

児童福祉運営措置

費
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

【事業の成果】

千円 ① 児童養育事業

867,374 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 地域子育て支援センター事業

【事業目的】

【事業内容】

待機児童者数（3/1現在） 人
目標値 0 0

実績値 88 64

保育士等の処遇改善や再就職支援等に取り組んだことで、一定数の保
育士を確保することができ、待機児童数の減少につながった。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

3,006 2,217 789

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

３款２項３目

児童福祉施設費

児童を適正に養育するため、家庭において養育が困難になった児童の
養育・保護などを行う。

○短期入所生活援助（ショートステイ）　50千円
　保護者が一定の理由により児童の養育が困難となった場合に、児童
養護施設等において児童を養育・保護（原則として7日以内）
○母子生活支援施設入所措置　2,956千円
　児童の監護が十分に果たし得ない保護者とその児童について、施設
入所により、自立促進のためその生活を支援

子育て家庭を支援するため、子育て中の親子の交流促進、子育て相
談、講習会や情報提供を行う。また、地域全体で子育てを支援する情
報ネットワークを構築する。

利用希望者が利用できた割合 ％
目標値 100.0 100.0

実績値 100.0 100.0

子育て家庭の短期的な預かり支援により、子育て家庭の負担の軽減に
努めた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

19,398 12,932 1,600 4,866

○地域子育て支援センター事業　19,398千円
　親子が気軽に集い、遊べるひろばを開放し親子の交流を促進する。
　利用者延べ　15,373人
　子育て相談　延べ2,242件
　子育て講習会等63回（延べ689人）
　子育て関連情報リーフレット、毎月のセンターだより発行
　地域子育て支援情報ネットワーク事業交流会（研修会）（年3回）
　子育てサークル活動や地域の子育て「こどもひろば」に、こども
　センタースタッフを派遣　11回

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

３款２項２目

児童福祉運営措置

費
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

【事業の成果】

③ はなまきファミリーサポートセンター事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

３款２項３目

講習会における講師を外部講師だけでなく、センター指導員も務めた
ことで、親のニーズによりきめ細やかに対応することが可能となり、
参加者の満足度の向上につながった。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

子育て家庭の負担軽減を図るため、有償ボランティアによる児童のあ
ずかり、送迎等、会員組織の援助活動を推進する。

○はなまきファミリー・サポート・センターの運営　5,284千円
　会員数833人（依頼会員611人、提供会員203人、両方会員19人）
　会員の交流会の実施　1回（18人）
　ファミ・サポ会報紙発行（年1回）
　会員講習会（参加延人数 147人）
　
　

地域子育て支援情報ネットワーク交流会
（情報交換、研修）の満足度

％
目標値 80.0

実績値 82.0

子育てに関する講座の満足度 ％
目標値 90.0

実績値 95.0

あずかり会員の講習会について、郵送のほか対象者が来所した際に直
接案内を行ったことで参加者が増えたほか、内容をアレルギー対応な
ど、実際の援助活動に即した内容としたことで、満足度が向上した。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

5,284 2,906 2,378

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

100.0

講習会内容の満足度 ％
目標値 90.0

実績値 99.0

利用希望者が利用できた割合 ％
目標値 100.0

実績値

児童福祉施設費
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

④ 保育所保育環境充実事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 少年センター運営事業

3,303 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

３款２項３目

児童福祉施設費

少年センター費

96,654 71,100 25,554

公立保育園の安心・安全な保育環境を保つため、保育環境の整備及び
計画的な維持管理を行う。

○公立保育園環境整備　20,773千円
　屋根改修工事（笹間、成島）、上瀬保育園フェンス設置、西公園保
育園インターホン設置
○公立保育園安全整備　715千円
　屋外遊具補修（8園）
○公立保育園備品購入　717千円
　給食室冷房機更新（宮野目1台）、アップライトピアノ更新（太
田）
○公立保育園エアコン整備　66,373千円
　未整備保育室へエアコンを整備　11園30室
○旧内川目保育園更地化事業　1,938千円
　アスベスト調査業務委託　1,182千円
　更地化工事設計業務委託　　756千円
○公立保育園耐震診断業務委託　6,138千円
　旧耐震基準の昭和56年以前に建築された湯口、太田、亀ケ森、上瀬
保育園の耐震診断業務委託

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

3,303 3,303

少年の非行防止及び健全育成のため、補導、啓発活動及び少年相談を
行う。

○少年補導委員による街頭補導活動　3,303千円
　街頭補導活動実施回数 337回

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

エアコン設置や園舎改修、遊具の修繕等を実施したことにより、公立
保育園の保育環境が改善され、児童の安全が確保された。

３款２項４目

非行少年補導数 人
目標値 0 0

実績値 0 0

少年の非行防止及び健全育成のため、少年補導委員による街頭補導活
動を行ったことで、少年非行を生まない社会づくりの推進が図られ
た。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

千円 ① 家庭児童相談事業

6,832 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 生活困窮者支援事業

231,636 【事業目的】

【事業内容】

 

【事業の成果】

３款２項５目

6,832 2,282 4,550

○家庭児童相談　6,832千円
　家庭相談員3人配置（うち虐待対応強化支援員1人）
　相談支援や訪問調査、指導援助の実施
　相談受理件数　261件

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

家庭児童相談費

家庭における児童の適正な養育と福祉の向上を図るため、相談や訪問
調査、指導援助などを行う。

３款３項１目

生活保護総務費

家庭相談員の関わりが終了した世帯の割
合

％
目標値 75.0 75.0

実績値 64.9 95.0

児童相談所、教育・保育機関、警察等の関係機関との密な連携に努
め、各種相談や児童虐待通告に組織的に対応したほか、保護者への相
談支援や指導援助を行い児童のよりよい養育環境を整えた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

生活困窮者等一人ひとりの状況に応じた自立支援計画を作成し、支援
を実施して自立を促した結果、26人の就労につなげることができた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

39,611 27,406 12,205

生活保護に至る前の生活困窮者の自立を図るため、一人ひとりに応じ
た総合的な支援を実施する。

○自立相談支援事業　　　　　13,692千円
　一人ひとりに応じた自立向けプランの作成　12件
○家計改善支援事業　　　　　 2,704千円
　家計収支の改善、家計管理能力向上の支援　 5件
○就労準備支援事業　　　　　 3,650千円
　生活習慣訓練、地域活動参加、技術習得等の支援　 1件
○子どもの学習支援事業　　　 2,426千円
　中学生がいる被保護世帯への訪問相談、学習に関する支援
○被保護者就労支援事業　　　 2,227千円
　被保護者への就労支援
○生活保護適正実施推進事業　14,912千円
　医療受診の適正指導や健康管理支援

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

医療レセプト点検に係る過誤調整率 ％
目標値 1.05 0.50

実績値 0.28 0.65

実績値 19 8

就労者延べ数（被保護者） 人
目標値 30 30

実績値 19 18

就労者延べ数（生活困窮者） 人
目標値 15 15
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

千円 １　生活保護の実施状況

1,147,809 　(１)　世帯類型別被保護世帯状況（保護停止中を含む。）

〔参考〕

元年度末被保護世帯数  647世帯　 元年度末被保護人員　　816人

30年度末被保護世帯数  672世帯　 30年度末被保護人員　　859人
　(２)　保護率の状況

① 生活保護事業

【事業目的】

【事業内容】

○生活保護費の支給　1,147,809千円

　生活保護費支給状況

【事業の成果】

３款３項２目

扶助費

区分
高齢者世帯 母子

世帯

97 656

年度末 320 27 21 191 88 647

年　度
平　均

315 28 20 196

傷病・障害
者世帯

その他
世帯

計
単身 ２人以上

年 度 末 8.61 10.54

年度平均
‰ ‰

8.68 10.57

区分 花巻市 岩手県

教育扶助費 256 363 3,714 0.3

住宅扶助費 5,287 6,618 132,306 11.5

生活扶助費 6,645 8,206 341,570 29.8

生活困窮者に対し困窮の程度に応じて必要な保護を行い、最低限度の
生活を保障するとともに、自立した生活を支援する。

区分
延世帯数 延人数 扶助額 扶助額の

（世帯） （人） （千円） 構成比（%）

生業扶助費 101 103 1,698 0.1

出産扶助費 1 1 381 0.0

医療扶助費 6,728 8,031 573,636 50.0

介護扶助費 1,968 2,040 48,027 4.2

0 0 0.0

就労自立給付金 3 3 181 0.0

施設事務費 190 190 43,960 3.8

葬祭扶助費 12 12 2,336 0.2

就労支援や健康管理支援のほかケースワーカーの生活指導により、被
保護世帯の自立に向けた支援に努めた。

1,147,809 860,843 286,966

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

計 21,191 25,567 1,147,809 100.0

進学準備給付金 0
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【自然環境の保全】
　環境に対する意識の高揚を図るため、環境マイスターの派遣や環境学習講座の実施により、市民に環
境について学ぶ機会を提供した。また、希少生物（ゼニタナゴ）の保護のため、保護活動を行う団体の
支援を行った。
　早池峰国定公園地域の自然環境を保護するため、県、市、関係機関や自然公園保護管理員による登山
マナー向上の呼びかけや高山植物等盗採パトロール活動を通じ自然環境の保全を図った。

【公害の防止】
　生活環境の保全のため、市内にある化製場に対し、臭気測定やパトロールの実施等による監視及び指
導を行ったほか、化製場との悪臭対策会議を定期的に開催し、対策の実施状況や施設等稼働状況等の確
認及び指導を行うなど、悪臭の発生防止に努めた。また、その他公害発生防止対策として、立入検査や
排水水質検査の実施など、各種公害法令に基づく指導を行った。
　放射能対策として、市民が測定を希望する食品等の放射性物質濃度の測定を通年実施した。

４　衛生費

【環境の保全】

【安全な水の安定供給】
　岩手中部水道企業団の経営基盤を強化するため、上水道の経年施設の更新や広域化のための施設統廃
合整備等に要する経費に対し、補助および出資を行った。また、水道未普及地域における住民の安全な
生活用水を確保するため、浄水施設等の設置者に対して補助金を交付し、水道未普及地域内の浄水施設
等の整備が図られた。

　地球温暖化対策と省エネルギーを推進するため、家庭でも取り組むことができる節電方法などについ
て、広報や市ホームページ、コミュニティＦＭを通じて周知を行い、意識啓発を図った。

【地球温暖化の防止】

　良好な環境を保全・創造し、次の世代に引き継ぐため、現状の環境問題の把握に努めるとともに、第
２次花巻市環境基本計画及び計画に掲げる具体的施策の実施状況について、市ホームページを通じて周
知を図った。

【妊娠・出産の健康づくりの推進】
　子育て世代包括支援センターにおける相談支援、産後健診や産後ケア事業及び産前・産後サポート事
業等、妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援体制がさらに充実し、安心して子育てができる環
境の推進が図られた。

　特定不妊治療を受けやすい環境づくりを推進するため、法律上の婚姻をしている夫婦で岩手県特定治
療支援事業費助成金の交付決定を受けている方に対して治療費の一部を助成し、経済的負担を軽減し
た。

【地域医療体制の推進】
　市民が将来にわたって安心して必要な医療が受けられるよう、病診連携に必要な岩手中部地域医療情
報ネットワークシステムの構築及び運用に係る人件費への支援、岩手医科大学附属病院利用者連絡バス
の運行、市町村医師養成事業の医学生奨学金制度への負担、総合花巻病院の移転整備事業への支援に加
えて、助産師等が市内産科医療機関へ就業するための支援を行った。

【健康づくりや健康寿命を延ばす取り組みの支援や感染症予防の推進】
　市民の健康の保持・増進を図るため、健康アップ講座や保健大学等の健康教育、食育講座や食生活改
善推進員養成講座等を実施し、健康づくりに関する知識の普及啓発や食育の推進が図られた。
　がん検診は、検診日を休日にも設定し、年間予定表やリーフレットを配布して周知を図り、未受診者
に対して受診勧奨を行ったことや商業施設での検診会場の設定などにより、受診率の向上につながっ
た。
  感染症予防では、国による対策として、風疹の抗体検査及び定期予防接種を新たに実施し、また、任
意の予防接種であるロタウイルスワクチンの予防接種費用の助成を行った。
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千円 ① 水道未普及地域対策事業

1,158,363 【事業目的】

【事業内容】

　

【事業の成果】

② 地域医療ビジョン推進事業

【事業目的】

【事業内容】

16,475 642 15,833

将来の医療供給体制を確保するため、地域医療ビジョンに掲げる施策
を推進する。

○病診連携の推進　11,034千円
　岩手中部地域医療情報ネットワーク協議会への補助、病診連携の啓
発、岩手医科大学附属病院利用者連絡バスの運行
○医療従事者確保　5,441千円
　岩手県国民健康保険団体連合会が運営する市町村医師養成事業に係
る市町村負担

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

浄水施設等設置率（浄水施設設置基数/
浄水施設検討世帯数（96世帯））

％
目標値 47.9 59.3

実績値 49.0 56.3

平成29年度に行った補助金制度利用意向に関するアンケート調査を基
に、利用を希望した世帯に対し制度の利用促進を図ったほか、パンフ
レット配布や戸別訪問を実施し、7件の設置が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

9,930 9,930

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

水道未普及地域において家庭の生活用水を確保するため、浄水施設等
の設置に対して補助を行う。

○浄水施設等設置補助　9,930千円
　対象施設工事費の9割（限度額270万円）を補助　7か所
○制度の効果的な住民周知
　パンフレット配布、補助金制度利用希望者への戸別訪問等を実施

(単位：千円）

４款１項１目

保健衛生総務費

科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

　分別、再資源化によるごみ減量の取組を推進するため、家庭ごみ収集分別表及び家庭ごみ収集カレン
ダーを作成し全戸配布を行ったほか、ごみ減量アドバイザーを設置し、ごみ集積所における実態調査及
び分別指導を行い、ごみの適正排出に係る意識啓発を図った。また、各地域において、ごみ減量に係る
出前講座を開催したほか、小学校の社会科においてごみ処理に関する出前授業を実施するなど、幅広い
年代に対してごみの適正処理に係る意識啓発を図った。
　循環型社会の構築のため、プラスチック製容器包装等の再資源化が可能な資源ごみを引き続き分別収
集するとともに、資源集団回収運動及びフリーマーケット開催に関する支援等を通じてリサイクル等の
取組を推進し、ごみの減量化に努めた。
　廃棄物の不法投棄を防止するため、不法投棄監視員による監視活動を実施したほか、県や公衆衛生組
合等と連携した監視・啓発活動の結果、不法投棄の早期発見及び回収につながり、生活環境の改善が図
られた。
　効率的なごみ処理のため、岩手中部広域行政組合において可燃ごみの共同処理を行った。

【汚水の適切な処理】
　汚水を適切に処理するため、し尿の収集運搬や広域処理に取り組んだことにより、生活環境の保全と
公衆衛生環境の向上が図られた。

【循環型社会の構築】
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

③ 総合花巻病院移転整備支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

④ 助産師等確保対策事業

【事業目的】

【事業内容】

　

【事業の成果】

４款１項１目

保健衛生総務費

市内産科診療所の数 箇所
目標値 2.0

実績値 2.0

市内産科医療機関が必要とする助産師等が確保され、花巻市民が安心
して出産することができる環境を維持することができた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

400 400

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

市内の周産期医療体制の確保のため、助産師又は看護師が市内の産科
医療機関へ就業するための支援を行う。

○助産師等就職支援　300千円
　市内産科医療機関へ就職した助産師等に対して補助
○助産師等家賃支援　100千円
　市内産科医療機関へ就職した助産師等が居住する賃貸住宅の家賃に
対して補助

(単位：千円）

公益財団法人総合花巻病院によって、遅滞なく、病院棟、特定入居者
生活介護施設棟、看護学校棟の建設工事が進められ、工事が完了し
た。

585,000 555,700 29,300

市民が安心して必要な医療を受けられるよう、地域医療の中核を担う
総合花巻病院の移転整備事業の実現に向けた支援を行う。

○総合花巻病院移転整備支援　585,000千円
　公益財団法人総合花巻病院が移転新築整備基本構想に則り、病院及
び看護学校の整備を行う場合に要する経費に対して補助

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

かかりつけ歯科医を持っている市民の割
合[まちづくり市民アンケート結果]

％
目標値 77.0 78.0

実績値 78.0 75.8

かかりつけ医を持っている市民の割合
[まちづくり市民アンケート結果]

％
目標値 77.0 78.0

実績値 78.8 81.5

地域医療ビジョンに掲げる施策の推進によって病診連携の普及が広が
るなど、市民が将来にわたって安心して暮らしていける質の高い医療
提供体制の維持・確保が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑤ 石鳥谷医療センター消防設備整備事業（繰越明許費）

【事業目的】

【事業内容】

　

【事業の成果】

千円 ① 救急医療確保事業

628,160 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

二次医療機関における市内医療機関の休
日・夜間救急患者の受入れ割合

％
目標値 40.0 40.0

実績値 39.4 37.2

休日当番医受診者数 人
目標値 5,500 5,500

実績値 5,332 6,154

休日歯科受診者数 人
目標値 350 365

実績値 364 472

事業委託や補助金交付による支援によって、夜間・休日等の救急医療
体制を確保した結果、市民がいつでも安心して医療を受けられた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

63,698 10,716 52,982

救急医療を必要とする市民のため、夜間・休日等の救急医療体制の確
保・充実を図る。

○休日等歯科診療所運営　5,086千円
　休日の歯科救急医療の確保　開設日数75日
　診療日（時間）：日曜祝日（9時～13時）
　場所：花巻保健センター
○在宅当番医制対策　7,014千円
　休日における一次救患者の医療を確保
　休日当番医52病院・診療所
　診療日（時間）：日曜祝日（9時～17時）
　場所：内科・外科各1医院
○病院群輪番制病院運営　11,598千円
　夜間及び休日における二次救急患者の医療を確保するため、病院群
輪番制の事業運営に要する経費に対して補助
○救急医療確保支援　40,000千円
　夜間及び休日における二次救急医療体制を確保するため、病院群輪
番制に参加する民間二次救急告示病院の輪番制当番日以外の医療体制
確保に要する経費に対して補助

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

４款１項２目

保健センター費

改正消防法のスプリンクラー設置基準に対応した施設となった。

56,484 28,577 26,500 1,407

○石鳥谷医療センター消防設備整備工事　56,484千円
　石鳥谷医療センターにスプリンクラー設備を整備

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

４款１項１目

保健衛生総務費

改正消防法の規定に基づき、市の有床診療所にスプリンクラーを設置
する。
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

② 健康教育相談事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

③ 健康づくり推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

献血本数（200ml換算） 本
目標値 4,190 4,190

実績値 4,127 4,028

保健推進事業への協力者数 人
目標値 1,413 1,413

実績値 1,445 1,387

3,646

保健推進委員が地域の健康づくりの牽引役として、健康講座等の参加
に加え、各種検診事業への協力をいただくことにより、地域住民の健
康づくり意識が向上した。また献血事業推進のため、献血推進協議会
へ補助金を交付し、安定した血液供給が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

3,646

健康増進計画や事業の円滑な推進を図るため、健康づくり推進協議
会、保健推進、献血推進の各事業を行う。

○健康づくり推進協議会 59千円
　健康づくり推進協議会の開催　1回
○保健推進　2,937千円
　保健推進委員の各種研修会参加及び事業への協力等　326回
○献血推進　650千円
　献血思想の普及と献血事業の推進を図る献血推進協議会の活動に対
する補助

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

健康アップ講座等の満足度
[各種健康講座の参加者アンケート結果]

％
目標値 95.0 95.0

実績値 91.9 93.8

各種健康講座や要注意者への個別指導を実施した結果、健康に関する
正しい知識の普及啓発が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

6,365 940 600 91 4,734

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

４款１項２目

保健センター費

市民の生活習慣の改善と健康の保持増進を図るため、健康教育、相談
等を実施する。

○生活習慣病予防対策　4,408千円
　健康アップ講座の開催　39回（参加者1,041人）
　各種健康教育・健康相談の実施　98回（参加者2,247人）
  健診結果による要注意者への個別指導　145人
○自殺予防対策　465千円
　メンタルヘルスチェックシステム「こころの体温計」サイトの拡充
アクセス数　 21,405件
○健康づくりフロンティア　770千円
　生活習慣病の早期発見と発症予防を目的とし、家庭血圧測定をはじ
めとする事業の一部を帝京大学等に委託して実施
○保健大学運営　722千円
　保健医療情報の普及啓発を目的とし、事業の一部を花巻市医師会に
委託して実施
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

④ 母子保健事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑤ 養育医療費助成事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】
生後速やかに養育医療の給付を行った結果、適切な医療が受けられ、
乳児の健やかな成長と発達の支援を行うことができた。

3,901 2,559 487 855

身体の発育が未熟なまま生まれ入院の必要な乳児が、生後速やかに養
育に必要な医療を受けられるよう、養育医療の給付を行う。

○養育医療給付　3,901千円
　対象者：医師が入院による養育を必要と認めた未熟児
　給付額：保険給付以外の自己負担に相当する額
　　　　（ただし、扶養義務者等の所得に応じて費用徴収あり）
　給付方法：現物給付

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

3歳児健診における受診の割合 ％
目標値 100.0 100.0

実績値 99.0 100.4

安心して健康な子どもを生み育てるため、妊婦・乳幼児健診を行うと
ともに、未受診者に対して受診勧奨に努めたところ、概ね目標値どお
りとなった。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

95,501 10,738 84,763

○妊産婦・乳幼児一般健康診査及び相談　80,112千円
［個別健康診査　64,489千円］
　妊婦一般健康診査　14回
　産後健康診査（産後2週、1か月）
  新生児聴覚検査
　乳児一般健康診査（1か月児、4か月児、10か月児）
［集団健診及び相談　15,295千円］
　健診及び相談（7か月児、１歳6か月児、2歳児親子歯科、3歳児）
［負担金・補助金　健康診査費用補助金　328千円］
○子育て世代包括支援センターの設置　　4,369千円
○産前産後ケア事業等業務　　10,900千円
○赤ちゃんふれあい体験教室　120千円
　中学生と赤ちゃんのふれあい体験　9回（参加者275人）
○妊娠前相談
　相談実人数 4人　相談延べ人数 4人

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

４款１項２目

保健センター費

安全安心な妊娠・出産を迎え、子どもの心身ともに健やかな成長と発
達を支援するため、健康診査及び健康教室、相談支援、産後ケア等を
実施する。
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑥ 食生活改善推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑦ 健康診査事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

子宮頸がん検診受診率 ％
目標値 50.0 50.0

実績値 30.2 31.1

乳がん検診受診率 ％
目標値 50.0 50.0

実績値 37.8 39.3

大腸がん検診受診率 ％
目標値 50.0 50.0

実績値 33.8 34.8

市民の健康を守るため、各種がん検診や健康診査を実施し、疾病の早
期発見・早期治療につなげた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

172,231 6,521 15,991 149,719

がんや疾病の早期発見・早期治療のため、がん検診等を行う。

○各種がん検診及び健康診査　172,231千円
　各種がん検診（胃・肺・大腸・乳・子宮・前立腺）
　肝炎ウイルス検診（40～79歳の未受診者）
　骨粗しょう症予防検診（40、45、50、55、60、65、70歳及び前年
　度未受診者)
　ピロリ菌検診（20、25、30、35、40歳及び前年度未受診者）
　35歳の健康診査
　生活保護世帯の健康診査（40歳以上）
  結核検診（65歳以上）

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

一日の推定塩分摂取量 ｇ
目標値 8.0 8.0

実績値 10.3 10.3

食事に気をつけている市民の割合
[まちづくり市民アンケート結果]

％
目標値 60.6 62.4

実績値 55.6 54.8

食生活改善推進員の組織活動を支援するとともに、市民向けの各種講
座・研修会を開催するなど、生活習慣病予防や食育に関する啓発を行
うことにより市民の健康づくりを推進することができた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

5,253 5,253

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

保健センター費

市民の健康保持増進を図るため、食生活の正しい知識と技術を普及す
る。

○「食べて花まる」健康講座（食育講座）　437千円
　「食べて花まる」健康講座の開催(35回）を通じて、食育の普及啓
発、健康づくりの推進
  食育講座等　37回
○栄養相談・指導　2,203千円
　栄養指導員の配置、食生活全般に関わる知識の普及啓発
○食生活改善推進　2,613千円
　食生活改善推進員を育成し、活動を支援
　推進員養成事業　5回
  伝達講習会開催　173回
　推進員スキルアップ研修会　16回

(単位：千円）

４款１項２目
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑧ 歯科保健事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑨ 特定不妊治療費助成事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑩ 保健センター整備事業

【事業目的】

【事業内容】

2,948 2,948

利用者の安全確保と、建物の長寿命化を図るため、花巻保健センター
施設改修を実施する。

○花巻保健センター改修（修繕）計画策定業務委託　2,948千円
　施設の現状調査、設備更新や修繕等の保全計画を立案

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

特定不妊治療を受けている夫婦の経済的負担を軽減し、特定不妊治療
を受けやすい環境づくりが図られた。

5,007 5,007

特定不妊治療を受けやすい環境づくりを推進するため、経済的負担を
軽減する。

○特定不妊治療費助成事業　5,007千円
　対象者：法律上の婚姻をしている夫婦で岩手県特定治療支援事業
          費助成金の交付決定を受けた者　42人
　助成額：1回10万円を限度（治療費から県助成金を控除した額の
          2分の1）とし、助成期間の限度なし　60件

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

歯周病予防検診受診率 ％
目標値 18.0 18.0

実績値 16.2 15.6

歯科健診や歯科衛生教育などを実施した結果、市民の口腔保健に関す
る意識の高揚が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

9,758 2,286 7,472

歯科口腔保健の推進のため、各種歯科健診、衛生教育等を実施する。

○成人歯科健診、歯周病予防検診　4,624千円
　成人歯科健診（30、35歳）
　歯周病予防検診（40、50、60、70歳）
○訪問歯科診療委託　558千円
　寝たきりや障がい者等通院困難な市民を対象に訪問診療
○歯科保健大会等　255千円
　8020達成者・良い歯の親子・啓発推進図画等の表彰、講演会など
○歯科衛生教育・相談　2,602千円
○母子歯科健診等　1,719千円
　妊婦歯科健診、2歳児乳歯フッ化物塗布

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

４款１項２目

保健センター費
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

千円 ① 感染症予防対策事業

273,912 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

４款１項２目

保健センター費

狂犬病予防接種率 ％
目標値 100.0 100.0

実績値 93.0 95.6

インフルエンザ予防接種率（こども） ％
目標値 77.0 77.0

実績値 62.3 63.1

麻しん・風しんの混合Ⅱ期接種率 ％
目標値 95.0 98.0

実績値 95.4 93.7

各種予防接種を実施し、感染症の発症やまん延、重症化の予防に努め
た。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

273,912 4,405 2,975 266,532

○ロタウイルス予防接種費用の助成　4,902千円
　対象者：平成31年4月生まれ以降の乳児
　助成額：ロタリックス1回6,000円上限(2回まで)、
　　　　　ロタテック1回4,000円上限(3回まで)
○風しん抗体検査　　8,810千円
　S37.4.2～S54.4.1生まれの男性を対象に抗体検査の実施
○風しん第5期定期予防接種　2,763千円
　抗体検査陰性者に予防接種の実施

○狂犬病予防　2,862千円
　狂犬病予防注射及び犬の登録管理、鑑札・注射済票の交付を実施

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

未就学児 1回3,000円上限（2回まで）

小学生第2子目以降 1回3,000円上限（2回まで）

感染症の発生や、まん延を予防するため、各種予防接種を実施する。

○定期予防接種　230,483千円
  二種混合、四種混合、不活化ポリオ、麻しん風しん混合1期・2期、
日本脳炎、ＢＣＧ、高齢者インフルエンザ、子宮頸がん予防ワクチ
ン、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン、水痘ワクチン、高齢者
用肺炎球菌ワクチン、Ｂ型肝炎ワクチン
○こどものためのインフルエンザ予防接種費用軽減事業　24,092千円
　全額自己負担である予防接種の費用を一部補助

対象者 補助額

小学生第1子目 1回1,000円（2回まで）

４款１項３目

予防費

施設の現状調査の結果、設備更新や修繕等の保全計画及び改修費に関
する資料を取得した。
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

千円 ① 環境衛生活動推進事業

2,451 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 環境学習推進事業

129,045 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

自然環境を守る行動を行った市民の割合
[まちづくり市民アンケート結果]

％
目標値 71.0 73.0

実績値 71.8 72.5

環境マイスターを派遣した研修会等に参
加した市民

人
目標値 880 880

実績値 1,057 738

環境学習機会を提供するため、環境マイスターの派遣をはじめ、環境
学習講座や水生生物調査などを実施し、環境に対する意識の高揚を
図った。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

178 178

市民の環境に対する意識の高揚を図るため、環境教育の機会を提供す
る。

○環境マイスターの派遣　124千円
　派遣回数　21回
○環境学習講座の実施　24千円
　環境学習講座　6回（参加者94人）
○環境教育の実施　10千円
　水生生物調査の実施　12回（11団体）
○自然生物保護　20千円
  希少生物（ゼニタナゴ)保護活動の支援

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

４款１項７目

環境対策費

一斉清掃の参加率 ％
目標値 56.0 56.0

実績値 39.4 46.5

市内全域において、参加の呼びかけを行いながら一斉清掃を3回実施
し、市内の環境美化を推進した。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

2,451 2,451

環境美化のため、清掃活動や害虫駆除を支援する。

○一斉清掃の実施　1,382千円
　実施日　4月14日・6月16日・9月29日
○衛生害虫駆除　144千円
　衛生害虫駆除用の機材貸出しと薬剤配布
○各種活動団体への補助　875千円
　花巻市公衆衛生組合連合会事業補助金
　岩手県食品衛生協会花巻支会補助金
○環境審議会等の開催　　50千円
　環境審議会　1回（審議会委員 18人）

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

４款１項４目

環境衛生費
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

② 公害防止対策事業

【事業目的】

【事業内容】

115

【事業の成果】

③ 河原の坊施設管理事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】
早池峰国定公園内施設の適正な維持管理により、登山者の利便性が図
られた。

733 702 31

登山者等の利便性を図るため、早池峰国定公園内施設の適正な維持管
理を行う。

○自然公園施設の維持管理　733千円
　河原の坊総合休憩所、早池峰山頂避難小屋、鶏頭山避難小屋、うす
ゆき山荘

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

公害防止関係法令基準、公害防止協定基
準遵守率

％
目標値 100.0 100.0

実績値 90.9 96.0

悪臭苦情件数 件
目標値 25 25

実績値 52 54

河川水質検査等の実施や事業場への立入調査と改善指導、公害防止パ
トロール、放射性物質濃度測定等の実施により、公害の未然防止に努
めた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

9,685 6,496 526 2,663

○各種公害関係の測定、調査の実施　4,335千円
  河川水質定期測定　28河川37地点（147回）
　苦情等に伴う河川水質測定　5地点（10回）
　降下ばいじん測定　2地点（24回）
　騒音測定　25地点
　振動測定　4地点
　自動車騒音常時監視（国道、県道）
○事業所への立入調査　3,404千円
　公害防止関係法令対象事業場　41か所
　公害防止協定締結事業場立入調査　18事業場
　水質事故等対応　14件
　岩石・砂利採取法に関する事務　認可申請審査（18件）、巡視（随
時）
○放射線対策　1,946千円
　放射性物質濃度測定　52件
　空間放射線量測定　2地点（平日1回）

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

４款１項７目

環境対策費

公害の発生防止のため、工場等における騒音、悪臭等の定期的な監視
や河川、工業排水等の水質検査等の実施及び事業所への指導を行うほ
か、食品等の放射性物質濃度の測定を実施する。
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

④ 早池峰自然環境保全活動推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑤ 浄化槽事業

【事業目的】

【事業内容】

79,465 16,451 63,014

○私設汚水管設置費補助　804千円
　排水設備及び浄化槽放流管への補助　9件
　　30ｍを超えた延長に対し1ｍあたり4,000円　上限24万円
○排水設備設置促進事業補助　3,100千円
　65歳以上または18歳未満が居住する世帯への補助　31件
　　排水設備工事費相当額　上限10万円
○水洗便所等改造資金融資利子補給補助　37千円
　市が融資あっせんした水洗便所等の改造資金への利子の補給　3件
○岩手県浄化槽推進協議会負担金　25千円
○全国浄化槽推進市町村協議会負担金　27千円

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

80 事務所等 1 3,036千円 5割

10 住宅 4 5,292千円 9割

7 住宅 44 43,648千円 9割

5 事務所等 3 1,320千円 5割

5 住宅 28 22,176千円 9割

人槽 用途 基数 補助金の額 補助割合

市民が快適で衛生的な生活を送るための公衆衛生を確保し、併せて公
共用水域の水質を保全するために、浄化槽処理区域での浄化槽整備を
推進する。

○浄化槽設置整備事業補助　75,472千円
　浄化槽設置工事費の補助　80基
　　設置基数内訳

44

県、市、関係機関や自然公園保護管理員による登山マナー向上の呼び
かけや高山植物等盗採パトロール活動を通じ自然環境の保全が図られ
た。

4,342 1,598 2,700

早池峰国定公園地域の自然環境を保護するため、登山マナー向上の呼
びかけやパトロール活動を行う。

○自然公園保護管理員設置　3,125千円
　自然公園保護管理員（期間5月～10月） 4人
○早池峰国定公園地域協議会負担金　740千円
　岩手県、遠野市、宮古市などと共同で自然保護活動を実施
○早池峰環境保全バス運行事業補助　477千円
　マイカーでの登山客を抑制し、自然環境の保護を図るため、6月か
ら9月までの第2土・日曜日、海の日、山の日（振替休日）、敬老の
日、9月21日から23日までの三連休に1往復運行

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

４款１項７目

環境対策費
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

千円 ① 生活環境保全活動推進事業

15,706 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】
115

千円 １　ごみ搬入状況 （単位：ｔ）

146,345

２　ごみ処理状況 （単位：ｔ）

再生処理 1,257.29
再生（紙、衣類、ビ
ン、ペット、プラ、廃
食用油、小型電子）

1,339.95

計 28,382.04 搬出計 3,314.91

破砕処理 1,038.00

破砕残渣（埋立） 495.45

選別有価物（鉄、アル
ミ売却）

322.79

資源物（電池、蛍光管） 57.31

搬出量

焼却処理 26,086.75
焼却残渣（埋立）
（中部広域組合より）

1,099.41

処理内容 処理量 処理後の搬出内訳

合計

家庭系 17,288.23 17,464.76 176.53

事業系 11,087.41 10,917.28 △ 170.13

計 28,375.64 28,382.04 6.40

△ 13.90

直搬 41.47 49.07 7.60

7.70

直搬 115.06 141.36 26.30

不
燃
・
資
源

家庭系
委託 2,157.20 2,164.90

事業系
許可 240.60 226.70

△ 147.90

直搬 146.89 130.96 △ 15.93

94.97

直搬 255.63 303.19 47.56可
　
燃

家庭系
委託 14,760.34 14,855.31

事業系
許可 10,658.45 10,510.55

河川清掃などの衛生活動により、河川の環境美化が図られた。

４款２項２目

清掃センター費 30年度 元年度 比較

1,015 1,015

○旧埋立地水質検査　108千円
○河川清掃業務　657千円
　河川清掃を自治会等へ委託　6か所
○豊沢川活性化・清流化事業推進協議会補助金　250千円
　豊沢川の清掃活動、啓発イベントの実施への補助

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

４款２項１目

清掃総務費

河川の環境美化のため、市街地の河川清掃を行う。

浄化槽区域内における整備率 ％
目標値 54.0

実績値 55.0

浄化槽設置基数 基
目標値 60

実績値 80

４款１項７目

環境対策費 浄化槽の設置に要する期間が長期化しているなどの課題解決のため
に、「市設置型」から「個人設置型」による整備を推進した結果、整
備率の向上が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

千円 １　塵芥収集実績

299,835

① 不法投棄防止事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 再資源化推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

一般廃棄物のリサイクル率（家庭系） ％
目標値 30.3 29.9

実績値 28.5 28.6

家庭系可燃ごみ排出量 ｇ/人・日
目標値 422.7 412.0

実績値 430.8 437.4

ごみ減量アドバイザーによる、ごみ集積所における分別・資源化の啓
発活動及び資源集団回収の活動支援により、再資源化が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

17,949 17,949

○資源集団回収団体への支援　12,944千円
　資源集団回収団体へ奨励金の交付　394団体
○資源集団回収運動優秀団体表彰　51千円
○生ごみのたい肥化　1,239千円
○資源化啓発・車両管理等 1,263千円
○生ごみの水切り啓発　86千円
○ごみ減量アドバイザー設置　2,366千円

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

ごみ減量化のため、再資源化を推進する。

不法投棄回収量 ｔ
目標値 8.0 8.0

実績値 4.4 2.2

不法投棄監視員による監視活動のほか、公衆衛生組合連合会や県と連
携した監視の強化や啓発活動の結果、不法投棄の早期発見及び回収に
つながり、環境の改善が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

938 938

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

廃棄物の不法投棄を防止するため、監視や啓発活動を行う。

○不法投棄防止パトロールの実施　480千円
　不法投棄監視員を委嘱したほか、県と合同でパトロールを実施
　122回
○不法投棄防止啓発　339千円
○不法投棄ごみ処理　119千円

合計 16,917.54 17,020.21 102.67

ペットボトル 189.58 185.80 △ 3.78

衣類 81.82 91.01 9.19

その他プラスチック 547.82 565.80 17.98

ガラスびん 557.74 535.00 △ 22.74

可燃物 14,760.34 14,855.31 94.97

不燃物 780.24 787.29 7.05

４款２項３目 （単位：ｔ）

塵芥処理費 30年度 元年度 比較
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

③ ごみ処理事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

④ ごみ収集運搬事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① し尿処理事業

301,603 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】
し尿の適正な収集運搬・処理により、生活環境の保全と公衆衛生環境
の向上が図られた。

301,603 105,694 195,909

し尿の適切な処理のため、収集運搬や広域での処理を行う。

○し尿処理　131,812千円
　し尿汲取り業務及び汲取り手数料の収入事務の委託
○北上地区広域行政組合分賦金　169,791千円
　北上地区広域行政組合のし尿処理に係る分賦金

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

市内のごみ集積所に排出される家庭系一般廃棄物について、効率的な
収集・運搬を行った。

４款２項４目

し尿処理費

206,969 206,969

○家庭系ごみの収集　206,969千円
　ごみ収集運搬業務委託（可燃物は岩手中部クリーンセンター、可燃
物以外は清掃センターに搬入）

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

ごみ処理のため、家庭系一般廃棄物の収集・運搬を行う。

ごみの排出量 ｔ
目標値 29,947 29,061

実績値 28,376 28,382

ごみの分別に関する啓発により、分別の理解が徐々に浸透し、ごみの
適正処理につながった。また、岩手中部広域行政組合における可燃ご
みの共同処理により、処理業務の効率化が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

73,979 220 73,759

○家庭ごみ分別表、カレンダー作成・配布等　5,490千円
○ごみの広域処理　52,489千円
　岩手中部広域行政組合の運営費等の負担
○花巻温泉郷廃棄物処理組合補助金　16,000千円
　花巻温泉郷廃棄物処理組合が実施する廃棄物処理事業への補助
○ごみ分別及び適正排出に係る住民説明会・出前講座の実施
　16か所（延べ647人参加）

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

４款２項３目

塵芥処理費

ごみの適正処理のため、家庭ごみ分別表・ごみ収集カレンダーの配布
や可燃ごみの広域処理を行う。
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千円 ① 勤労青少年講座開催事業

20,136 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

2,557 2,557

勤労青少年向けの各種講座を実施した結果、受講生の福祉向上が図ら
れた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

科　目 決算額

　勤労青少年ホームにおいて、勤労青少年の健全な余暇活動の奨励と会員間の交流機会の創出を目的と
した各種講座を企画・開催した。
　また、中小企業退職金共済事業や勤労者資金貸付事業を通じ、勤労者の福祉向上への支援を行った。

【勤労者福祉の向上】

　「南部杜氏協会」への事業補助金の交付を通じ、日本三大杜氏である南部杜氏の後継者の育成や酒造
技術の取得・研鑽に対する支援を行ったほか、出稼ぎ労働者に対する出稼ぎ手帳の発給、互助会の加入
手続きや広報誌の送付などの支援を行った。
　また、「職業訓練法人花巻職業訓練協会」への事業補助金の交付を通じ、専門性や技術力を有する人
材の育成支援を行った。

５　労働費

【技能人材の育成・支援】

【職業人材の育成・支援】
　主に若年者の能力向上や就業促進を目指し、「ジョブカフェはなまき」において、キャリアカウンセ
リング・適性診断・求人情報などの提供や各種セミナーの開催を継続実施したほか、「花巻市シルバー
人材センター」への事業補助金の交付を通じ、高齢者の就業機会の創出と確保を図った。
　また、ＵＩＪターン者に対する奨励金や市内事業所のインターンシップに参加した大学生等への所要
経費に対する助成金を交付したほか、市内への雇用定着を図る観点から新規学卒者を対象とした市内事
業所見学会や説明会を開催し、人材確保に努めた。

事　業　内　容　説　明

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

勤労青少年ホー
ム費 勤労青少年の福祉向上のため、各種講座を開催する。

○各種講座の開催　2,169千円
　趣味・教養講座（41講座）、スポーツ講座（17講座）
○講座開催経費　388千円
　消耗品費、チラシ印刷費、郵便料

５款１項１目

講座受講者数 人
目標値 1,400 1,300

実績値 1,441 1,097
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

千円 ① 就労支援事業

124,932 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 技能人材育成事業

【事業目的】

【事業内容】

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

５款１項２目

労働諸費

雇用の安定のため、若年者や高齢者等の求職者支援を行う。

○ジョブカフェはなまき運営費　15,814千円
　求職者に対するキャリアカウンセリング、セミナー、講習会等の実
施、求人情報の提供
○シルバー人材センター事業補助金　15,389千円
○花巻雇用開発協会負担金　774千円
○ＵＩＪターン者就業支援奨励金　2,000千円
　ＵＩＪターン者の就業支援と定着促進に対する奨励金の交付
○首都圏向け情報提供　64千円
　岩手県Ｕ・Ｉターンフェア対応
○求人情報等発送　200千円

専門相談員によるキャリアカウンセリングの実施のほか、求人情報の
提供や、雇用開発協会事業及びシルバー人材センター事業への補助な
どを実施した結果、雇用の確保が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

34,241 9,000 25,241

シルバー人材センター会員数 人
目標値 800 800

実績値 642 754

就職ガイダンス参加者数 人
目標値 250 100

実績値 166 0

酒造技術者の育成と技能者の養成のため、南部杜氏協会と花巻職業訓
練協会の支援を行う。

○酒造技術者育成事業補助金　670千円
　南部杜氏協会が実施する杜氏講習会及び杜氏後継者育成に係る事業
支援
○南部杜氏協会支部補助金　466千円
　南部杜氏協会（花巻、大迫、石鳥谷、新堀、八幡、八重畑、東和の
７支部）に対する支援
○出稼ぎ就労者への支援　204千円
　広報はなまきの送付ほか
○花巻職業訓練協会事業補助金　2,154千円
  花巻職業訓練協会が実施する技能職種人材の育成に係る事業支援

ＵＩＪターン奨励金を活用して市内に就
職したＵＩＪターン者数

人
目標値 18 13

実績値 16 8

3,494 3,494

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

③ 勤労者福祉向上事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

0

杜氏資格選考試験合格者のうち花巻市民
の数

人
目標値 1 1

実績値 1 1

南部杜氏協会への補助金交付を通じ、日本三大杜氏の一つである南部
杜氏の育成や日本酒づくりに関する技術の伝承が図られた。
また、職業訓練を必要とする技能者を支援するため、訓練に関する中
心的役割を担う花巻職業訓練協会に事業補助金を交付することによっ
て、技能人材の育成が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

実績値 16 17
長期訓練受講生 人

目標値 20 20

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

勤労者の福祉向上のため、福利厚生及び資金面の支援を行う。

○勤労者福祉推進　4,544千円
　花巻共同福祉施設の管理運営、中小企業退職金共済事業に係る補助
金
○勤労者貸付事業　80,000千円
　市内勤労者の生活安定と福祉向上を目的に生活安定・住宅・教育の
各資金調達の支援を実施
　・住宅資金
　　年度末貸付残高　7,881千円
　　年度末貸付件数　3件
　・教育資金
　　年度末貸付残高　110,999千円
　　年度末貸付件数　76件

勤労者を支援するため、事業補助金の交付や資金の貸付を行うことに
よって、勤労者の福祉及び福利厚生の増進が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

84,544 80,000 4,544

融資を受けている勤労者数 人
目標値 100 100

実績値 75 79

中小企業退職金共済加入者数 人
目標値 2,800 2,800

実績値 2,926 2,953

花巻市共同福祉施設の利用者数 人
目標値 6,000 6,000

実績値 5,798 6,807

５款１項２目

労働諸費
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

④ 職業人材育成事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

市内高校生、大学生等の地元企業への就業定着率の向上を図るため、
関係機関等の連携体制を構築し、就業促進・定着促進事業を実施す
る。

○インターンシップ促進助成金　378千円
　市内企業へのインターンシップを独自に行う大学生等を対象に交通
　費、宿泊費を助成
○職業人材就業促進業務  1,929千円
　市内高等学校における市内事業所説明会の開催
　県内大学・専門学生を対象とした市内事業所バスツアーの開催
○ＣＯＣ＋(プラス)事業　90千円
　大学生等を対象とした市内事業所説明会及び見学会の開催

(単位：千円）

区分 30年度 元年度

2,397 2,397

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

５款１項２目

労働諸費

インターンシップ促進助成金交付件数 件
目標値 25 25

実績値 25 35

市内事業所説明会参加者数 人
目標値 300 250

実績値 252 318

参加した生徒・学生の市内事業所に対する理解が図られた。

成果指標 単位
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６　農林水産業費

【農業経営の安定化支援】

　花巻産の農畜産物を活用した付加価値の高い商品開発のため、６次産業化に関するセミナーを開催
し、農業者等が主体となって６次産業化に取り組むための支援を行った。また、平成２８年１１月に認
定された「花巻クラフトワイン・シードル特区」を有効活用し、ワインやシードル等の醸造に取り組む
ことができる環境づくりのため、醸造技術の習得や醸造設備等の整備に対する支援を行うとともに、ワ
イン産地としての認知度向上とワインをきっかけとした交流人口の増加を図るため、ワインツーリズム
を開催した。

【農業生産の振興】

　農業経営の安定を図るため、経営所得安定対策の円滑な実施に対応するとともに園芸作物や畜産物の
価格補てん事業により、価格下落時の補てんによる農家所得の確保に努めた。
　また、振興作物の導入や消費拡大に向けた取組を行うとともに、中山間地等の生産条件不利地での農
業生産を支援し、所得の確保を図った。

　松くい虫等の被害拡大を防止するために、被害先端地区の駆除を重点的に実施するとともに、市有林
における樹種転換の実施、松林の保全地域である胡四王山の樹幹注入作業やその周辺の広葉樹林化、個
人が実施する樹幹注入に対する補助金交付などにより被害予防対策を実施し、被害拡大の防止を図っ
た。また、樹種転換後の造林作業を小学生と共に実施し意識啓発を図った。
　森林に対する意識の醸成を図るため、自然観察会や木工教室を開催するとともに、自伐型林業を推進
するためスモールフォレストカレッジ、自伐型林業フォーラムを開催し、担い手の育成に努めた。ま
た、地域住民が自ら取り組む里山の保全活動に対して支援を行った。
　

【多面的機能の維持】

　木材の有効活用を促進するため、市有林について搬出間伐を行い、木材の有効活用に努めた。間伐実
施とともに、効率的な作業の実施と今後の周辺の森林施業の集約化を考慮し、作業道を整備した。
  民有林の森林整備を進めるため森林環境譲与税を活用し、航空レーザ計測による森林資源解析と森林
所有者情報の一元化を目的に林地台帳を整備し、森林所有者の森林経営計画作成等の支援をした。さら
に「花巻市市有林経営ビジョン」に基づき市有林の森林経営計画を策定し市有林が中核となり、民有林
を含めた共同による森林経営計画を推進した。また、森林経営の推進を図るべく林業経営体の人材の確
保育成の支援を行った。
　バイオマス発電への木材の安定供給を推進するため、小口での木材買取を支援し、地元産木材の有効
利用を図った。

【効率的な生産基盤整備】
　効率的な生産基盤を確保するため、国営かんがい排水事業と県営圃場整備事業、水路整備事業を実施
した。
　また、生産施設等整備事業により生産管理用機械の導入やピーマン、ミニトマトの園芸栽培施設整備
等に対して支援を行い、担い手の経営基盤強化が図られたほか、自動操舵システム機器や農業用ドロー
ンなどのＩＣＴを活用した効率的な農業経営を支援した。
　農地・水路等の資源の管理と農村環境の保全を図るため、地域ぐるみで行う農地・農業用水路等の保
全管理活動や農業用施設の長寿命化のための支援を行い、良好な生産環境の維持につなげた。

【木材生産の支援】

　地域での農業の担い手や今後の農業のあり方を明確化するために市が策定した地域農業マスタープラ
ンに基づき、農業次世代人材投資資金の対象となる新規就農者への支援や、農地中間管理機構を活用し
て農地集積・集約を行ったことなどにより、担い手への農地集積率が向上した。
　担い手育成支援として、担い手農業者を対象とした研修会を開催するとともに、集落営農組織の法人
化の促進に努め、新たに２法人が誕生した。
　

【担い手の育成確保】

　花巻産農畜産物の産地確立のため、土壌改良資材購入経費への助成や振興作物の導入に向けた取組を
行うとともに、農家の生産施設等の整備への支援により農業生産振興を図った。

【６次産業化の推進】
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千円 ① 有害鳥獣被害対策事業

910,144 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 農林業系副産物処理事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

農業総務費

科　目 決算額

9,662 45 9,617

生産性や農村環境の向上を図るため、農林産物や人身に被害を及ぼす
鳥獣対策を行う。

○鳥獣被害対策実施隊活動　1,290千円
　有害鳥獣の追い払い、捕獲活動、研修会等
○鳥獣被害防止対策　　　　3,620千円
　有害鳥獣対策支援員賃金、捕獲用囲い罠、追い払い等消耗品
○有害獣対策事業補助金　　4,752千円
　有害獣から農林産物被害を防止するための電気柵設置に係る補助

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

事　業　内　容　説　明

６款１項２目

放射性物質の基準値を超過した農林業系副産物（原木しいたけほだ
木）の処理を行う。

○保管中のほだ木の処理　20,665千円
　放射性物質濃度が基準値を超過し、一時保管していたほだ木の処分

(単位：千円）

実績値 1,643 1,545
被害防止計画捕獲頭数 頭

目標値 3,385 3,385

有害鳥獣の追い払いや捕獲のほか、被害防止対策への支援を行ったこ
とにより、被害の軽減に努めた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

放射性物質濃度が基準値を超過し、一時保管していた農林業系副産物
のすべてを処理し原木しいたけ生産の振興に努めた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

20,665 10,332 10,333

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

実績値 100.0 100.0

放射性物質の基準値を超過した農林業系
副産物の処理率

％
目標値 100.0 100.0
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

千円 ① 園芸品目経営安定事業

759,108 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 中山間地域農業支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

農業振興費

園芸農家の再生産所得確保のため、野菜の平均販売価格が保証基準額
を下回った場合等にその差額の補てんを行う。

○園芸品目経営安定対策事業負担金　407千円
　対象青果物（きゅうり、トマト、ピーマン、ねぎ等）の価格が下落
し、青果物等価格安定事業が発動され、かつ一定要件を満たした場合
に、生産者へ補給金を交付する事業の一部を負担
　負担割合：市40％、ＪＡ40％、生産者20％

○青果物等価格安定事業負担金　551千円
　対象青果物（レタス、えだまめ、アスパラガス、生しいたけ等）の
平均販売価格が保証基準額を下回った場合に、生産者へ補給金を交付
する事業の一部を負担
　負担割合：県30％、市20％、ＪＡ20％、生産者30％

(単位：千円）

６款１項３目

2,038,000

実績値 1,980,434 1,763,334

野菜生産者の再生産所得確保のために基金造成を行い、予測し得ない
気候の変化等に伴う出荷数量や販売単価の下落に対応することで、安
定した農業経営の継続を図ることができた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

958 958

○中山間地域等直接支払制度　494,643千円
　協定締結集落に対する直接支払交付金の交付　115集落
○中山間地域等直接支払制度推進　979千円
　協定締結集落の活動に対する支援

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

中山間地域等において、耕作放棄地の発生を防止し、多面的機能を確
保するため、農業生産活動の継続に積極的な取組を促進する。

野菜販売数量 箱
目標値 726,100 645,000

実績値 481,785 482,795

青果物出荷販売額(花巻農協) 千円
目標値 2,132,100

多面的機能維持面積 ha
目標値 2,724 2,726

実績値 2,701 2,701

協定集落による共同活動への支援を行ったことにより、耕作放棄地の
発生防止と農地の持つ多面的機能の維持につながった。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

495,622 362,535 133,087
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

③ 農業振興対策事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

④ 担い手育成支援事業

【事業目的】

【事業内容】

６款１項３目

農業振興費

農業所得の向上及び農業経営の安定化を図るため、農業関係機関・団
体と連携し各種振興策を行う。

農業者の生産意欲の高揚や農畜産物の消費拡大を図るため、農業関係
機関・団体が連携し、新たな農業技術の普及や農畜産物の販売促進活
動等に取り組むことにより、農畜産物の販売促進につながり、農業所
得の向上と農業経営の安定化を図ることができた。また、利子補給に
より制度資金の活用が推進され、農業生産の向上につながる設備投資
が促進された。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

12,082 277 7,800 4,005

○花巻市農業振興対策本部負担金　7,800千円
　花巻市農業振興対策本部の運営支援（花巻産農畜産物トップセール
スの実施、花巻市農業振興大会の開催等）
○農業支援資金の利子補給　4,282千円
　農業経営安定のため農業者等が借り入れた資金の利子の一部を補給

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

○認定農業者協議会運営支援　1,116千円
　担い手農業者を対象とした研修会の開催、情報提供、国の農業制度
への加入の推進
○トータルアドバイザー設置　8,000千円
　認定農業者の掘り起こしと経営改善計画の作成支援、達成に向けた
指導、集落営農組織の立ち上げと法人化の促進
　トータルアドバイザー　4人
　令和元年度末認定農業者　615経営体
○農業次世代人材投資資金交付金　18,968千円
　新規就農者の経営を支援するため、就農後5年間にわたり最大150万
円/年（夫婦の場合225万円/年）を交付　12経営体
○花巻版「農業女子プロジェクト」事業　2,018千円
　県内マルシェ等へ出店　12回
　市内飲食店1店舗と異業種交流会の開催　1回
　クリスマス料理講習会　1回
○新規就農者支援事業　5,427千円
　農業経営開始に係る初期費用（農業機械、生産資材費等）補助　5人
  農地の賃借料への補助　4人、農業研修受入補助　2人、家賃補助　1
　人、首都圏イベントへの参加　1回
○人・農地問題解決加速化支援事業　321千円
　農地中間管理事業制度の5年後見直しを行い、制度改正の軸となる
「人・農地プランの実質化」に係る取組への支援
　集落へのアンケート調査の実施　1,250世帯

(単位：千円）

地域農業の担い手となる農業者や新規就農者、集落営農組織の育成を
図る。

農畜産物販売額(花巻農協) 百万円
目標値 11,225 10,564

実績値 10,573 10,847

35,850 19,288 16,500 62

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

⑤ 農地有効活用事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

６款１項３目

農業振興費 研修会の実施やトータルアドバイザーの支援により、担い手農業者の
育成や法人化が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

44,174 25,902 935 17,337

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

農地の利用調整と効率的な営農を進め、農地の有効活用を図る。

○機構集積協力金　25,902千円
　農地中間管理機構を通じて農地を一定以上貸し付けた地域や、機構
に農地を貸し付けることにより経営転換又はリタイアした農業者、機
構が借り受けている農地に隣接する農地等を貸し付けた者等に協力金
を交付　地域集積協力金　8地域、経営転換協力金　57戸
○特定地域農地流動化交付金　1,222千円
　農地中間管理機構等を通じて、耕作条件の不利な中山間地域等の農
地を借り受けた農業者に対し交付　交付対象　7名（611a）
○農地中間管理事業事務推進費　935千円
　農地中間管理機構が行う担い手への農地集積業務の一部を受託
○花巻農業振興公社負担金　14,453千円
　農地中間管理機構と連携した農地の利用調整及び農地集積円滑化団
体としての農地の利用調整にかかる経費を負担
　花巻農業振興公社が行う主な業務
　・農地中間管理事業
　・農地利用集積円滑化事業
  ・新規就農者技術習得施設の管理
　・大迫宇瀬水牧野の管理
○農地集約化推進事業　1,056千円
　担い手への農地集積・集約化を加速し、農業の生産性を高め競争力
を強化していくため、担い手同士が農地の地理的な集約化について話
し合うことができる場を設定するなど、農地の地理的な集約化を進め
やすい環境を整備
○機構集積協力金返還金　606千円
　過年度に交付した機構集積協力金について、返還を要する事由（賃
貸借契約の解約）が発生したため、令和元年度に3件返還

(単位：千円）

実績値 11 19
新規就農者数 人

目標値 15 15

担い手への農地集積率 ％
目標値 69.2 71.0

実績値 68.2 68.6

農地中間管理事業及び農地利用集積円滑化事業の推進により、農地の
利用調整が図られ、担い手への農地集積率が向上した。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑥ ６次産業化推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

６款１項３目

農業振興費

地元の農畜産物を活用した付加価値の高い商品開発のため、加工品開
発や販路拡大等の支援を行う。

６次産業化に必要な知識・技術の習得と、事業計画の作成を目的とし
たセミナーを開催し、農業者等における６次産業化の課題解消が図ら
れた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

1,547 525 1,022

○６次産業化セミナーの開催　1,090千円
　６次産業化志向者を対象としたセミナーを開催  8回
○農商工連携推進　457千円
　新たな商品開発等にかかる農商工連携事業補助金の交付　4件

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

市の支援により地場産品の高付加価値化
に取り組んでいる事業所数

事業所
目標値 6 6

実績値 6 4
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑦ 生産施設等整備事業

【事業目的】

【事業内容】

　

前年度繰越事業（繰越明許費）

【事業の成果】

国・県 地方債 その他 一般財源

○いわて地域農業マスタープラン実践支援事業補助　7,428千円
　認定農業者や集落営農組織等が行う基盤整備、生産機械等の導入に
対する補助
　生産管理用機械　4台、ミニトマト栽培設備一式
○産地パワーアップ事業補助　83,406千円
　農業者が組織する団体等が地域の営農戦略に基づいて実施する産地
の高収益化に向けた取組に必要な農業用機械・施設の導入に対する補
助
　りんご選果機一式、玉ねぎ栽培管理機械　4台、玉ねぎ集出荷貯蔵
施設　1棟
○新しい園芸産地づくり支援事業補助　20,489千円
　農家所得の向上を図るため、水田等において高収益な野菜の作付を
拡大する取組を支援
　ピーマンハウス　15棟、自動点滴潅水装置、被服資材　15棟分
○担い手確保・経営強化支援事業補助　4,293千円
　人・農地プランに位置付けられた中心経営体かつ認定農業者が行う
金融機関からの融資を活用した農業用機械・施設等の取得に対する補
助
　生産管理用機械　3台
○産地パワーアップ事業補助（繰越明許費）　2,515千円
　農業者が組織する団体等が地域の営農戦略に基づいて実施する産地
の高収益化に向けた取組に必要な農業用機械・施設の導入に対する補
助
　ミニトマト環境制御装置一式
○担い手確保・経営強化支援事業補助（繰越明許費）　18,291千円
　人・農地プランに位置付けられた中心経営体かつ認定農業者が行う
金融機関からの融資を活用した農業用機械・施設等の取得に対する補
助
　生産管理用機械　11台、パイプハウス　1棟

(単位：千円）

事業費
財源内訳

６款１項３目

農業振興費

花巻市の農業を担う認定農業者や集落営農組織等の経営の複合化、基
盤強化、産地拡大、６次産業化を推進する生産施設等の整備に対して
補助を行う。

20,806 20,806

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

115,616 105,158 10,458

5.0

実績値 5.0 5.0

事業実施主体の農産物等の販売（生産）
量の増加率

％
目標値 5.0

生産施設等の導入により、作業の効率化や経営面積の拡大が図られ、
販売量が増加した。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑧ 地産地消推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑨ 都市農村交流推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

６款１項３目

300 300

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

農業振興費

地場産品の利用を促進し、農家所得の向上を図るため、産地直売所相
互の情報交換と連携を活発にし、品質、品揃え、加工、販売等のレベ
ルアップを図る。

○産地直売所連絡協議会活動支援　300千円
　産地直売所連絡協議会の活動に要する経費を補助
　市内産直施設の会員を対象とした講習会や産直スタンプラリーの開
催と産直間の連携強化

産直での商品購入者数 千人
目標値 820 820

実績値 838 838

産直スタンプラリーの実施や販売物における栄養成分の表示方法の講
習会などにより、協議会の集客や販売に対する意識の向上が図られ
た。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

2,362 2,362

○はなまきグリーン・ツーリズム推進協議会運営支援　900千円
　受入農家の研修や修学旅行誘致及び農業体験ツアー実施にかかる経
費の一部を負担
○イーハトーブ花巻「農」の発信事業　1,462千円
　・市内飲食店で花巻産農産物と宮沢賢治作品関連メニュー提供
　・東京都内飲食店(県関連)で花巻ウィークとして１週間限定の花巻
　　産農産物と宮沢賢治作品関連メニュー提供及びイベントの開催
　・ウェブサイト開設による花巻産農畜産物の魅力発信

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

交流人口の拡大を図るため、農村の自然・文化・人との交流を楽しむ
グリーン・ツーリズムを推進する。

農業体験ツアー参加者数 人
目標値 20 20

実績値 25 88

教育旅行受入者数 人
目標値 2,000 2,000

実績値 986 733

受入農家説明会及び講習会を開催し、農家民泊における知識の習得に
努めた。また、農業体験ツアーを実施し、花巻市の農産物をＰＲする
中で生産者と消費者の交流を推進し、交流人口の拡大に寄与した。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑩ スマートアグリ推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑪ 中山間地域いきいき暮らし活動支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

6,220 6,000 220

○農業生産革新実証事業　1,786千円
　農業用ロボット技術・ＩＣＴ機器を利用した低コスト・省力化生産
技術の実証や技術研修会の開催
○先進地視察　176千円
　ＩＣＴ技術を先進的に導入している新潟県への視察、農業Ｗｅｅｋ
への参加、スマート農業関連の説明会参加
○農業用ロボット技術・ＩＣＴ機器導入支援補助金　2,678千円
　水田における農作業の省力化、コスト低減、生育状況均一化を目的
としたロボット技術・ＩＣＴ機器（自動操舵システム等）、農業用ド
ローンの導入を支援
○農業用ドローン教習費補助金　1,580千円
　農業用ドローンのライセンス取得に必要な教習費への支援

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

６款１項３目

農業振興費

農業の生産性向上や経営コスト削減を図るため、農業用ロボット技
術・情報通信技術（ＩＣＴ）機器の導入に向けた環境整備を行う。

中山間地域における多様なスタイルでいきいきと暮らせる地域を創出
するため、集落ぐるみで行う取組を支援する。

○中山間地域いきいき暮らし活動支援事業補助金　266千円
　地域のアイデアを活かした集落ぐるみで行う取組に対する支援　1
団体

(単位：千円）

ＩＣＴ・ロボット技術研修会参加者数 人
目標値 100 100

実績値 300 300

農業用ロボット技術・情報通信技術（ＩＣＴ）の普及啓発を図るた
め、市内の農業経営体を対象に研修会を開催し、実証実験を行った
データを示しながら、ＩＣＴ技術の効果について理解を深めた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

中山間地域において、地域ビジョンが策定され、目指す方向が明確と
なり、集落の活性化が図られた。

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

266 266
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑫ 農業法人等支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑬ 花巻クラフトワイン・シードルブランド化推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

市内農業法人等が抱える課題の整理、解決のため、法人ごとの個別カ
ルテを作成するとともに、周知活動の強化や法人経営の専門家による
相談会等を通して、市内農業法人等の経営の安定化を図る。

○個別カルテの作成、更新
　市内農業法人等が抱える課題の整理、解決に向けた個別カルテの作
成
○農業法人等ＰＲパンフレットの作成　200千円
○新・農業人フェア等への出展に対する支援　46千円
　市内農業法人等の労働力確保、ＰＲのためのパンフレットの作成及
び新農業人フェア等への出展に対する支援

(単位：千円）

６款１項３目

農業振興費

令和元年度に岩手県が設立した「いわて農業経営相談センター」と連
携し、ＪＡをはじめとした関係機関と共に農業法人を訪問し、カルテ
をもとにした法人経営のアドバイスを行った。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

246 246

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

ワイン・シードル産地の形成と認知度向上を図るため、ワイン・シー
ドル製造者に対する支援や産地としてのＰＲ活動を行う。

○いわてワインヒルズ推進協議会負担金　50千円
○ワイン・シードル醸造志向者に対する支援　2,883千円
　醸造技術習得支援事業補助金
　先進地視察バス運行業務委託及び職員旅費
　醸造技術・ワイナリー経営セミナーの開催
　ワイナリー整備等事業補助金
○ワインツーリズム　5,345千円
　ワークショップの開催、ワインツーリズムの企画・実施
○花巻ワインプロモーションイベント開催　4,766千円
　首都圏でのプロモーションイベントの開催

(単位：千円）

カルテの作成、更新数 件
目標値 50 50

実績値 51 78

新規ワイナリー設立件数 件
目標値 1 1

実績値 0 1

ワインやシードル等の醸造に取り組むことができる環境を整備したこ
とで、「花巻クラフトワイン・シードル特区」を活用した新規ワイナ
リーが設立された。また、ワインツーリズムやプロモーションイベン
トの開催によって、ワイン産地としての認知度の向上が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

13,044 6,029 5,000 2,015
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

⑭ 大迫地域ぶどう産業振興事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 農畜産物生産向上事業

45,934 【事業目的】

【事業内容】

６款１項３目

農業振興費

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

2,395 316

ぶどう栽培新規就農者数 人
目標値 2

新規就農者やぶどう農家への支援により、大迫地域のぶどう産業の振
興と地域の活性化が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

大迫地域の基幹産業の維持発展を図るため、新規就農者の受け入れ体
制の整備と大迫ぶどう産業振興ビジョンを推進する。

○葡萄が丘農業研究所長の配置等　3,845千円
  農業者の生産技術の向上と所得の増大を図るため、葡萄が丘農業研
究所長を配置
○就農者技術支援員の配置　2,046千円
　新規就農者等の支援を行うため、就農者技術支援員1名を配置
○花巻市ぶどう園地管理耕作事業補助金　643千円
　高齢化や担い手がいないぶどう農家において、ぶどう栽培を継続で
きない園地の栽培管理を委託し、管理耕作する経費に対し補助
○大迫ぶどう産業振興協議会負担金　1,470千円
　大迫地域の目指す姿を示した、大迫ぶどう産業振興ビジョンを実現
するため、大迫ぶどう産業振興協議会が実施する事業を支援
○醸造用ぶどう垣根等改修事業費補助金　2,011千円
　ワインの原料となる醸造用ぶどうを安定的に確保するため、老朽化
した垣根施設等の小規模改修に係る経費に対し補助

畜産業費

優秀な能力を有する乳用牛の選抜確保のため、乳用雌牛群の能力検定
及び検定農家の指導を行う。また、養豚・養鶏・肉用牛肥育経営の安
定のため、肉の価格が一定価格を下回った場合の価格差補てん金制度
積立金に対して支援する。

○家畜改良増殖対策事業（乳用牛群検定）　316千円
　効率的な飼養管理のため、乳用雌牛群の検定普及及び後代検定に対
し補助　検定頭数　延べ4,526頭
○養豚経営安定対策事業　1,399千円
　生産者の負担を軽減するため、価格差補てん金制度積立金に対し補
助　対象頭数　27,980頭
○ブロイラー価格安定対策事業　207千円
　生産者の負担を軽減するため、価格差補てん金制度積立金に対し補
助　対象羽数　662千羽
○肉用牛肥育経営安定対策事業　473千円
　生産者の負担を軽減するため、価格差補てん金制度積立金に対し補
助　対象頭数　612頭

2

実績値 4 2

６款１項４目

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

10,015 3,085 6,000 930

2,079
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

② 家畜防疫対策事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

③ 畜産基盤強化対策事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

416 416

実績値 5,190 5,083

肉豚出荷頭数 頭
目標値

生産乳量 t
目標値 5,200 5,200

30,352 28,400

実績値 25,543 27,980

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

2,389 2,262 127

19

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

６款１項４目

畜産業費 乳用牛群検定を利用した乳用牛の飼養管理のため、花北乳用牛群検定
推進協議会への支援を行い、能力の高い乳用牛の選抜確保に努めた。
養豚業者・養鶏業者・肉用牛肥育業者の経営安定のため、価格差補て
ん制度への生産者積立金へ支援を行い、肉の価格下落時に生産者へ価
格差補てん金が交付された。

牛呼吸器病及び牛ウイルス性下痢・粘膜病の予防及びまん延防止のた
め、市内の肉用繁殖牛及び乳用牛にワクチンを接種した経費に対して
補助する。

○花巻市家畜防疫対策事業補助金　416千円
　花巻市内の肉用繁殖牛及び牛6種混合ワクチン（牛呼吸器病及び牛
ウイルス性下痢・粘膜病の予防に有効）を接種した場合に1頭当たり
200円を補助　対象頭数　2,079頭

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

ブロイラー出荷羽数 千羽
目標値 802 802

実績値 802 662

2,079

花巻農協・岩手県農業共済組合と連携し対象となる農家を全戸訪問し
予防接種を実施した結果、当該疾病の発生はなかった。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

畜産の生産基盤を強化し、生産性や作業効率の向上を図るため、飼養
管理施設の整備、機械の導入、電気牧柵の設置、圃場排水の改善整備
及び畜産関連ＩＣＴ機器導入に要する経費に対して補助する。

○畜産基盤強化対策事業補助金　2,389千円
　簡易畜舎及び付帯施設整備 2棟、低コスト機械導入 16台、
　電気牧柵設置 1か所

牛6種混合ワクチン接種頭数 頭
目標値 3,000 3,000

実績値 2,208

飼養管理施設及び飼料生産用機械の導入を支援することで、畜産経営
における作業の省力化や低コスト化が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

飼養規模や資料作付面積の拡大が図られ
た畜産農家数

戸
目標値 31 29

実績値 24
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

④ 優良乳用牛確保対策事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 農村施設維持事業

108,983 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

633 633

○優良乳用牛確保対策事業　633千円
　雌雄性判別精液を利用した場合に、1本当たり3,000円を補助（1頭
につき2本まで補助対象）
　ホルスタイン　 201頭（延数）
　ブラウンスイス　10頭（延数）

(単位：千円）

優良雌牛（後継牛）を効率的に確保して、酪農家の生産基盤体制を強
化するため、雌雄性判別精液を利用する際の経費の一部を補助する。

老朽化による破損及び危険個所等の改修により、施設の安全性が確保
された。また、建物の安全性の確保及び長寿命化を図るため、所要の
調査を実施した。

11,283 7,600 3,683

国・県 地方債 その他 一般財源

６款１項４目

畜産業費

乳用牛群検定牛の1頭当たりの乳量 kg
目標値 9,200 9,300

実績値 10,020 10,111

生産乳量 t
目標値 5,200 5,200

実績値 5,190 5,083

優良な後継牛が効率的に確保され、安定した乳量生産が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

　大迫ふるさとセンター、ホテルステイヒル、大迫森のくにセン
ター、ワインシャトー大迫の電気高圧機器の更新

○農村施設整備等　3,630千円

　自然休養村センター　耐震診断調査・保全計画書作成

(単位：千円）

事業費
財源内訳

６款１項５目

農業構造改善費

産業振興資源でもある農村施設の長寿命化を図るため、計画的に大規
模改修を行う。

○農村施設高圧機器更新業務　7,653千円
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

６款１項６目 千円 ① 農村環境保全事業

1,076,117 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

944,648 703,832 240,816

農地費

実績値 75,707 80,863
環境保全型農業取組面積 ａ

目標値 97,824 78,680

1,227,998 1,282,773

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

農村環境保全のため、農業の多面的機能の維持・発揮のための地域活
動や地球温暖化防止、生物多様性保全に効果の高い生産活動等への支
援を行う。

○多面的機能支払交付金　880,333千円
・農地維持支払　353,056千円
　多面的機能を支える活動を支援　108組織
・資源向上支払（共同活動）　198,195千円
　地域資源の質的向上を図る共同活動を支援　88組織
・資源向上支払（長寿命化）　327,863千円
　農業用用排水路、農道などの施設の長寿命化を支援　82組織
・加算金（小規模集落支援等）　1,219千円
○環境保全型農業直接支払交付金　56,806千円
　化学肥料、化学合成農薬の5割低減の取組と合わせて行う、地球温
暖化防止や生物多様性保全に効果の高い農業生産活動を支援　16組織
○農村環境保全事業事務費等　7,509千円

地域ぐるみで農村景観を守る活動や老朽化した施設の補修・更新への
支援等により農業生産基盤の機能が維持された。また、地球温暖化防
止や生物多様性保全に効果の高い農業生産活動を支援し、農業の有す
る多面的機能の発揮を促進することができた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

多面的機能支払取組面積 ａ
目標値 1,227,574 1,227,997

実績値
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

６款１項６目 ② 土地改良事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 水田農業経営安定事業

59,267 【事業目的】

【事業内容】

※次ページへ続く

地方債 その他 一般財源

129,971 3,300 70,500 2 56,169

ほ場整備やかんがい排水施設等生産基盤の整備が進んだ。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

農地費

生産性の高い農地を確保するため、ほ場整備やかんがい排水施設等生
産基盤の整備を行う。

○農業経営高度化支援事業　1,310千円
　ほ場整備事業の実施にあたり担い手の農地集積等を促進
　4地区（外台、万丁目、大沢、平良木）
○国営造成施設管理体制整備促進事業　13,450千円
　国営造成施設の管理体制の整備を促進するための経費の一部を負担
○県営土地改良事業　94,372千円
　県営土地改良事業の事業費の一部を負担
　・ほ場整備事業　4地区（外台、万丁目、大沢、平良木）
　・かんがい排水事業　1地区（大曲）
　・農村防災減災整備事業　4地区（鏑、東和北、東和南、炭焼沢）
　・調査事業　9地区（柴沼、太田、砂子、大興寺、鍋割、小山田、
　　　　　　　　　　大瀬川、石鳩岡、炭焼沢）
○国営土地改良事業償還基金繰出金　3千円
　平成24年度から積立した国営土地改良事業償還基金の利子繰出金
○ため池保全対策　17,150千円
　・未登録ため池の地震・豪雨時の防災のための点検業務
　・千座沢ため池廃止業務
　・ため池データ管理システム整備業務
　・防災重点ため池ハザードマップ作成業務
○他団体土地改良事業　3,038千円
　土地改良区が実施した土地改良事業の一部を負担
○農道舗装事業負担金　648千円
　土地改良区施行農道舗装整備事業に係る借入償還金の債務負担

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県

水田整備率（30ａ区画程度以上） ％
目標値 67.7 68.6

実績値 68.2 68.2

アスパラガス産地確立事業

①アスパラガスの新規導入、増反に際
し、倒伏防止資材、種苗等に係る経費を
補助
②アスパラガスの定植初年度において、
堆肥、肥料等に係る経費を補助

○水田農業経営安定対策事業補助　15,533千円
　米の需給調整に対応した野菜や果樹、花き等園芸作物の作付や牛の
導入経費に対する補助

米の需給調整に対応した水田の有効利用を図るため、米の生産数量調
整や経営所得安定対策の円滑な実施を支援するほか、野菜や果樹、花
きの作付や牛の導入への支援を行う。

６款１項７目

水田農業構造改革

対策事業費
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

※前ページからの続き

【事業の成果】

経営所得安定対策による交付金額

○水田農業確立推進事業補助　999千円
　花巻市農業推進協議会が行う米の需給調整事務経費を補助

○経営所得安定対策推進事業補助　19,237千円
　花巻市農業推進協議会が行う経営所得安定対策事務経費を補助

(単位：千円）

事業費
財源内訳

６款１項７目

水田農業構造改革

基礎雌牛増頭推進事業
黒毛和種繁殖牛、乳用牛の地域内導入、
自家保留に係る経費の補助

花巻産牛銘柄確立対策事業
花巻市産の肥育用素牛の導入、自家保留
に係る経費の補助

対策事業費

果樹産地育成支援事業

①果樹優良品種への改植に際し、苗木、
支柱等に係る経費の補助
②老朽化したぶどう棚の復旧に係る費用
の補助
③シャインマスカット栽培に係る雨よけ
施設化費用の補助

園芸生産拡大支援事業

①果菜類、花き類の新規導入に際し、支
柱、遮光資材に係る経費の補助（24戸）
②ピーマン栽培に係る用水確保のための
ボーリング工事費等の補助
③切花りんどう、鉢花りんどう、カンパ
ニュラ、グラジオラスの新規導入、増
反、改植に際し、種苗に係る経費の補助
④りんどうの花巻オリジナル品種の育成
開発・親株維持に係る経費の補助

国・県 地方債 その他 一般財源

35,769 20,236 15,500 33

反収向上対策事業

①果菜類、アスパラガスほ場への自動点
滴かん水装置の導入に際し、経費の補助
②果菜類、玉ねぎほ場の畑地化に際し、
委託作業、堆肥等に係る経費の補助
③玉ねぎ苗の委託育苗及び自家育苗に係
る経費の補助

環境保全型農業推進対策事業
農業用廃プラスチックの処理に係る経費
の補助

実績値 2,202 2,354
百万円

目標値 1,793 1,632

米の需給調整や経営所得安定対策等に係る事務が円滑に実施され、農
業所得の向上と農業経営の安定化が図られた。また、野菜や果樹、花
き等の園芸作物の作付や飼料作物の供給先となる牛の導入を推進する
ことにより、米の需給調整に対応した水田の有効利用が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

農畜産物販売額(花巻農協) 百万円
目標値 11,225 10,564

実績値 10,573 10,847
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

② 花巻米生産確立支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 森林保全啓発事業

23,391 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

23,498 23,498

農業経営の安定のために、土壌改良資材の投入経費を補助し、良食味
米の生産を推進することができた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

主食用米集荷数 千袋
目標値 620 722

実績値 490 798

各種イベント総参加人数 人

水田農業構造改革

水稲生産者の生産意欲向上と花巻米の産地確立を図るため、水稲生産
者がケイ酸を含む土壌改良資材を投入する場合に支援を行う。

○花巻米生産確立支援事業補助　23,498千円
　水稲（主食用米・加工用米）生産者が、稲体強化に効果のあるケイ
酸を含む土壌改良資材の投入に必要な経費の一部を補助

６款１項７目

対策事業費

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

山の手入れ作業や森林の恵みを体験するイベント等を通じて、森林に
ついての理解を深めた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

林業総務費

4,327 4,327

６款２項１目

森林の保全を推進するため、森林に触れる活動を展開し意識啓発を図
る。

○森林保全意識啓発 1,098千円
　木工体験教室（令和2年1月11日開催）
　自然観察会（令和元年10月23日開催）
　植樹体験（令和元年6月4日開催）
○森林保全活動啓発 3,229千円
　スモールフォレストカレッジ（6月～12月、全16回開催）
　安全講習（令和2年3月13日、14日開催）
　自伐型林業フォーラム（令和元年8月31日開催）

(単位：千円）

目標値 290 310

実績値 224 280
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

② 森林資源活用事業

【事業目的】

【事業内容】

前年度繰越事業（繰越明許費）

【事業の成果】

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

出荷再開者数 人
目標値 66 66

実績値

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

1,170 1,170

○木質資源活用支援事業　　2,275千円
　バイオマス発電燃料材納入時の運搬経費や松くい虫被害木活用に対
する補助（519.230t）935千円＋被害木（3.31t）3千円＝938千円
　作業道敷設経費に対する補助　100千円（上限）×3者=300千円　総
延長507m
　素材搬入運営業務委託　1,037千円
○特用林産物生産資材導入支援事業　639千円
　農協等の団体が生産者に対する支援事業を行う場合に補助額の1/2
を市が補助
○特用林産施設体制整備事業（繰越明許費）1,170千円
　しいたけ生産用ほだ木の購入に対する補助

(単位：千円）

2,914 2,914

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

６款２項１目

林業総務費

森林資源の活用を推進するため、木材の利用や特用林産物の生産を拡
大する事業者に対して支援する。

64 66

素材搬入量 ｔ
目標値 480 480

実績値 248 520

松くい虫被害木や地域資源の有効活用を促進させるため、バイオマス
発電燃料材の運搬経費補助や、作業道敷設補助を行い、木質資源の有
効活用につながった。また、露地栽培原木しいたけの生産再開のため
に、しいたけ生産ほだ木の購入支援を行い、出荷制限解除戸数の増加
につながった。
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

千円 ① 森林整備事業

105,485 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 森林環境保全事業

【事業目的】

【事業内容】

○森林整備　31,367千円
　市有林の保育（再造林2.25ha 下刈20.88ha、除伐2.20ha、
　　　　　　　　間伐32.37ha 作業道整備3,944m)
　胡四王山周辺森整備
○森林整備地域活動支援交付金　2,232千円
　森林経営計画作成促進（203.94ha）
　森林経営計画・施業集約化に向けた条件整備（15.00ha）
○市有林の維持管理及び計画的施業　6,369千円
　水源環境林整備事業負担金、市有林内の補修等
○森林経営計画の作成促進　146千円
  森林経営計画作成支援
○民有林保全対策　2,066千円
　森林整備事業の経費に対する嵩上げ補助
　（再造林7.79ha 下刈り13.63ha）
○森林・山村多面的機能発揮対策事業交付金　1,326千円
　市内活動団体への助成　7団体
○市行造林分収　1,435千円
　市行造林の間伐による利益の分配　13者

６款２項２目

造林業費

民有林（市有林・私有林）の多面的機能を維持増進するため、良好な
森林資源を確保する。

森林の多面的機能の増進と林業の持続的な経営確立のため、市有林の
計画的な施業と森林経営計画作成支援を行い、森林施業の安定的な実
施に成果があった。

44,941 27,219 17,722

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

森林整備面積 ha
目標値 520 520

実績値 276 282

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

37,351 12,316 25,035

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

民有林の保全のため、松くい虫被害拡大を防止するとともに、林野火
災等森林災害の未然防止、適正な維持管理を行う。

○森林病害虫駆除　　35,371千円
　赤松枯損木の伐倒駆除（焼却またはくん蒸）660.1㎥
　市有赤松への薬剤樹幹注入作業
　森林整備事業による樹種転換（市有林）4.78ha
　私有林赤松への樹幹注入に係る補助
○森林管理維持増進　1,980千円
　民有林の巡視等

(単位：千円）

素材生産量 ㎥
目標値 57,288 59,006

実績値 30,428 22,575
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

③ 森林経営支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 水産多面的機能発揮対策事業

2,440 【事業目的】

【事業内容】

花巻市内の森林の適切な管理を図るため、持続的な林業経営が行える
ように支援する。

松くい虫被害量 ㎥
目標値 4,495 4,000

実績値 4,311 3,140

６款２項２目

造林業費 重点的に駆除する箇所を定めた伐倒駆除や樹幹注入による防除作業、
樹種転換による被害地域の空白化により、守るべき松林の保全が図ら
れた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

森林の多面的機能の十分な発揮や林業・木材産業の成長産業化に向け
た持続的な林業経営のために、スマート林業の構築、森林経営の推
進、人材の確保育成、里山の整備促進を図り、森林資源の適切な管理
の推進に務めた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

23,193 23,193

○スマート林業の構築　14,400千円
　森林資源情報の把握・解析　レーザ計測4,000ha 森林解析1,500ha
　林地台帳の運用
　ＩＣＴ機器等導入支援　1件
○森林経営の推進　3,757千円
　森林経営の推進と集約化の促進　28.29ha
　路網整備及び森林整備支援　4か所
○人材の確保育成　449千円
　森林施業プランナーの育成 1事業体
　林業労働者の技術向上等の支援　2回
○里山整備の促進　1,724千円
　里山整備等活動支援　3団体　10.1ha
○森林環境譲与税基金積立金　2,863千円

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

○水産多面的機能発揮対策事業　375千円
　漁業者を中心とする活動組織が実施する、環境・生態系保全に係る
活動経費の一部を補助（河川清掃、モニタリング）
　活動組織への指導等
○淡水漁業推進事業補助金　1,150千円
　市内漁業組合が実施する稚魚放流事業経費の一部を補助
　稗貫川漁業協同組合、猿ヶ石川漁業協同組合、豊沢川漁業協同組合

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

６款３項１目

水産業振興費

水産業の多面的機能を発揮・維持するため、環境・生態系を保全する
活動に対して一部補助する。

森林経営計画作成面積（私有林） ha
目標値 169 200

実績値 169 243

1,525 208 1,317
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科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

【事業の成果】

市内漁業協同組合受入遊漁料 千円
目標値 2,600 2,600

実績値 1,577 1,585

６款３項１目

水産業振興費 河川の定期的な清掃活動やモニタリングにより、環境保全や生態系維
持が図られた。また市民参加による稚魚放流の実施により、水産資源
の増殖や河川の有する多面的機能の周知につながった。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度
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千円 ① 技術力・経営力向上支援事業

784,939 【事業目的】

【事業内容】

　観光案内所の開設や観光ガイドの育成と派遣、観光客を歓迎する郷土芸能のお披露目、市内各団体の
おもてなし事業への支援により、観光客の満足度向上につなげた。

　道の駅「石鳥谷」の魅力と利便性の向上、交流人口の拡大、賑わいの創出のため、国土交通省と連携
し、道の駅「石鳥谷」施設再編基本構想・基本計画を策定したほか、国の事業進捗に合わせ、設計業務
や工事等を行った。

【南部杜氏の里づくりの推進】

事　業　内　容　説　明

７款１項２目

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

10,857

商工振興費

総合的な企業競争力の強化や経営課題解決のため、市内企業の技術力
や経営力を向上させる支援を行う。

科　目 決算額

　雇用の拡大と地域経済の振興を図るため、企業情報の収集・訪問活動を行った。また、産業団地等へ
の自動車・半導体関連産業の立地誘導を目的に企業立地促進奨励事業補助金の拡充を行った。
　市内への新たな企業誘致を行う際に必要な用地が不足しているため、花巻第一工業団地近隣に取得し
た二枚橋地区産業用地の造成工事・インフラ整備工事に着手した。

【企業誘致の推進】

　市内事業者の資金需要に応えるため中小企業振興融資を実施し、事業者の経営安定に向けた効果的な
融資支援を行った。また、起業化支援センターや岩手大学附属生産技術研究センターと連携し、外部経
営資源の提供と高付加価値の創出、新規創業、研究開発及び技術分野の課題克服に関する総合的な支援
を行ったほか、市内事業所の経営安定や技術力の向上に対し、企業競争力強化支援事業補助金や成長分
野進出事業補助金の交付などの支援を行った。

【市内企業への総合的な支援】

　魅力ある商店街の形成や賑わいを創出するため、中心市街地における未利用店舗を活用した新規創業
の支援、都市機能誘導区域における物件情報調査の実施、商店街活性化イベントの支援、地域の特色や
歴史、先人を活かした商店街づくりの支援等により、中心市街地に来街者を誘導した。

７　商工費

【商業機能の充実】

【観光の魅力向上と情報発信】
　観光客誘致のため、観光イベントの開催のほか、広域的な取組として、平泉・遠野・奥州と連携しプ
ロモーション活動等の誘客事業の実施や、主要駅と宿泊施設等をつなぐどんぐり号・やまねこ号等の運
行を支援し、二次交通の拡充を図った。また、体験型観光の推進や映像作品のロケ誘致による新たな観
光資源の創出に取り組んだほか、国の交付金を積極的に活用するなど、インバウンドの促進に取り組
み、外国人観光客の増加につなげた。

【おもてなしの向上】

○企業競争力強化支援事業補助金　9,822千円
　展示会の出展、人材育成などの企業競争力強化に資する自立的活動
に対する支援
　補助金交付件数　63件
○花巻工業クラブ事業補助金　440千円
○産業のまちネットワーク推進協議会負担金　30千円
　自治体ネットワークに参画し、産業施策課題の解決に向けた情報交
換を行うとともに地域企業間ネットワークを推進
○産業情報発信、制度周知　565千円
　産業支援施策制度説明会の開催等

10,857
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

【事業の成果】

② 中小企業振興融資事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

③ 成長分野参入促進事業

【事業目的】

【事業内容】

市内企業の自立的・戦略的な取組を推進するため、補助金の交付や起
業化支援センターのコーディネーターによる企業への支援を行った結
果、技術力や経営力が向上し、経営課題の解決が図られた。

企業競争力強化支援事業補助金交付件数 件
目標値 50 60

実績値 67 63

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

中小企業の振興及び育成を図るため、市内の中小企業者の円滑な事業
資金の調達を支援する。

○中小企業振興融資預託金　290,000千円
　中小企業の円滑な事業資金の調達を支援するため、融資原資を金融
機関に預託し、10倍の融資枠を設定
　年度末貸付残高　1,815,843千円
○中小企業振興融資利子・保証料補給　34,807千円
　中小企業の経営基盤の安定のため、融資にかかる利子の一部と保証
料全額を補助
　利子補給補助金　15,500千円
　保証料補給補助金　18,911千円
　利子補給計算業務委託　396千円
○中小企業震災融資支援　1,621千円
　東日本大震災により著しい被害を受けた市内中小企業者に対し、保
証料全額を補助（平成26年度貸付分まで）
　保証料補給補助金　1,621千円

(単位：千円）

市内企業の円滑な事業資金調達（融資）を支援し、経営安定を図っ
た。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

326,428 290,000 36,428

成長分野への新規参入を促すため、専門職による指導・助言や、製
品・技術開発・調査・販路拡大等の取組を支援する。

○成長分野進出事業補助金等　3,073千円
　市内事業者が新たに成長分野（エネルギー・環境、医療・福祉、食
品、自動車、航空機、バイオ・新素材、ＡＩ、ＩｏＴ）において行う
製品開発・技術開発を支援

(単位：千円）

中小企業振興融資新規実行件数 件
目標値 150 160

実績値 153 140

3,073 3,073

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

７款１項２目

商工振興費
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

【事業の成果】

④ 商店街賑わいづくり事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

成長分野への進出に対する補助金を交付することにより、技術開発、
販路拡大への取組が推進された。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

市の支援により成長分野に取り組んだ件
数

件
目標値 3 3

実績値 2 1

商店街の賑わい創出のため、中小企業等の支援団体への補助、賑わい
づくりイベント補助、新規出店者の創業支援等を行う。

プロジェクトマネージャー派遣を受けた
市内企業数

件
目標値 2 2

実績値 1 0

56,181 935 13,400 5,000 36,846

○各種団体補助金・負担金　35,267千円
　花巻商工会議所事業補助金　32,500千円
　まちの駅連絡協議会会費　60千円
　岩手県中小企業団体中央会補助金　2,707千円
○商店街活性化イベント事業補助金　4,377千円
　商店街団体等が実施する賑わいづくりイベント事業に対する支援
○まちなか創業支援事業　2,607千円
　中心市街地の未利用店舗を活用して新たに創業する事業者に対し、
店舗の改装費等に要する経費補助及び経営指導
　都市機能誘導区域における物件情報調査の実施
○日本ワインフェスティバル花巻大迫の開催　13,930千円
　北海道・東北・関東・甲信越地方のワイナリーを招聘して、有料試
飲会を開催

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

商店街活性化イベント来街者数 人
目標値 90,000 90,000

実績値 93,870 92,850

商工会議所、中小企業団体中央会の経営指導事業や商店街組合等が実
施する自主的なイベントを支援するとともに、中心市街地への新規出
店者の創業支援などを実施し、中心市街地の誘客と賑わい創出が図ら
れた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

まちなか創業支援補助金利用件数 件
目標値 5 5

実績値 5 2

７款１項２目

商工振興費

- 101 -



事　業　内　容　説　明科　目 決算額

⑤ 商店街利便性向上事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑥ 商店街景観形成事業

【事業目的】

【事業内容】

商店街の賑わい創出と来街者の利便性、安全性、快適性を向上させる
ため、駐車場確保や商店街共同施設の補修を支援する。

○市民ふれあい広場運営　1,981千円
　中心市街地での買い物客が休憩等に利用する利便施設（一日市、大
迫、石鳥谷、東和）の運営
○公共駐車場確保対策　1,420千円
　大迫地区内の中心商店街来街者用駐車場を確保
○商店街共同施設補修事業補助金　150千円
　商店街が設置した共同施設の補修経費への補助

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

商店街の利便施設の管理を行うほか、商店街来街者用の駐車場を確保
したことで、利便性や安全性、快適性の向上が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

3,551 3,551

中心商店街の賑わい創出のため、地域の特色や歴史、先人を活かした
商店街づくりと街なか誘導を支援する。

市街地における一日当たりの歩行者数
【商工会議所】

人
目標値 6,500 6,000

実績値 5,845 4,896

○中心商店街顔づくり交付金　6,000千円
　大迫、石鳥谷、東和それぞれの中心商店街の顔づくりに取り組む商
店街等への支援
【大迫地域】「宿場浪漫のまち　おおはさま」　2,000千円
　宿場浪漫のまちをテーマとし、おおはさまの風情を残す街並みづく
りとして統一したのれんを商店街に設置するなど、来訪者が昔の宿場
町の面影を感じられるような和風レトロの街並みや歴史ある様々なイ
ベント等を実施
【石鳥谷地域】「南部杜氏の里に全員集合！」　2,000千円
　酒蔵交流館を拠点として、「酒のまち」をアピールし、地域住民が
酒蔵の雰囲気を体験できるイベントを開催（酒蔵まつり、酒蔵映画祭
など）
【東和地域】「アートのまち３６５」　2,000千円
　「土澤＝アートのまち」という特徴をさらに広め、1年365日アート
の世界を感じられるような商店街にするため、展示会の開催や土沢土
産ロゴ入りバックの作製
○賢治の広場運営　6,400千円
　中心市街地における市民交流の場である賢治の広場の運営

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

12,400 4,000 8,400

商工振興費

７款１項２目
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

【事業の成果】

⑦ 起業・新事業展開推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑧ 企業誘致推進事業

【事業目的】

【事業内容】

中心市街地の賑わいづくりのため3地区の顔づくり事業を実施し、商
店街の一体感醸成とイメージアップが図られた。また、賢治の広場の
運営を行い、観光客等の誘客による市民との交流が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

実績値 5,845 4,896

賢治の広場入館者数 人
目標値 15,000 15,000

実績値 15,377 16,230

市街地における一日当たりの歩行者数
【商工会議所】

人
目標値 6,500 6,000

市内企業の育成と発展のため、新規創業と新事業への展開を支援す
る。

○新事業創出基盤施設管理運営　36,894千円
  起業化支援センター、賃貸工場、ビジネスインキュベータの指定管
理業務委託、新事業創出基盤施設運営委員会委員報酬・費用弁償、賃
貸工場敷地内自動販売機光熱水費、起業化支援センター３Ｄプリン
ター修繕、起業化支援センター３ＤＣＡＤソフトリース料
○市内事業所への総合的な支援　29,943千円
　市内企業及び入居企業に対するコーディネート活動
○生産技術研究開発推進　18,000千円
  岩手大学との産学共同研究、新技術開発のための研究

84,837 37,281 47,556

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

セミナー・事業相談会参加企業数 社
目標値 100 100

実績値 26 196

起業化支援センターや大学等と連携し市内企業を支援することによ
り、新規創業、技術及び研究開発等が推進された。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

新規企業の立地及び円滑な企業活動のため、企業誘致活動、立地企業
支援及び産業団地等の環境整備を行う。

サテライトの研究会参加企業数 社
目標値 150 150

実績値 33 100

○企業誘致活動　10,078千円
　企業情報の収集・訪問活動及び市企業誘致促進協議会等への参画に
よる誘致活動の展開
○立地企業支援　75,331千円
　企業立地促進奨励事業補助金及び流通業務施設立地奨励補助金によ
る産業団地等に立地する企業等の支援
○工業団地環境整備　4,677千円
　第二工業団地の除草、緑地保全等の実施

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

90,086 5,484 84,602

７款１項２目

商工振興費
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

【事業の成果】

⑨ 産業団地整備事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑩ プレミアム付商品券事業

【事業目的】

【事業内容】

前年度繰越事業（繰越明許費）

【事業の成果】

本市の立地環境等を様々な方法によりＰＲするとともに、誘致活動を
展開することにより新規の企業立地が図られた。また、既立地企業へ
の補助金交付等を通じ円滑な企業活動が促進された。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

実績値 89 88

支援制度を活用して新規立地、増設した
企業

社
目標値 3 3

実績値 4 4

操業継続している誘致企業 社
目標値 95 92

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

企業誘致の推進にあたり、立地環境を整備するため、産業団地の拡充
を図る。

○二枚橋地区産業用地の整備　97,542千円
　産業団地造成工事等、インフラ整備工事、不動産鑑定、登記測量、
土質調査

二枚橋地区の産業用地開発のため、産業団地の造成工事及びインフラ
整備工事に着手した（令和2年度完成予定）。

消費税の増税に伴う低所得者や子育て世帯の消費に与える影響を緩和
するため、地域における消費喚起を行う。

97,542 97,542

○プレミアム付商品券販売　60,088千円
　非課税者及び3歳未満の子がいる子育て世帯へプレミアム付商品券
を販売
　1人最大20,000円で25,000円分の商品券を販売（プレミアム分5,000
円）
　商品券利用金額　207,829千円（プレミアム分41,566千円）
　購入引換券交付数　10,530人（非課税者8,464人、子育て世帯2,066
人）
○プレミアム付商品券販売（繰越明許費）　7,383千円

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

60,088 60,088

低所得者や子育て世帯へプレミアム付商品券を販売し、利用していた
だいたことにより、消費税増税による影響の緩和につながった。

7,383 7,383

７款１項２目

商工振興費
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

千円 ① 観光イベント開催事業

497,196 【事業目的】

【事業内容】

○まつり・イベントの開催経費一部負担　60,900千円

【事業の成果】

② 広域観光推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

７款１項３目

観光費

地域資源の保全と魅力アップを図るため、まつりやイベントの開催を
支援する。

まつり・イベント 開催日 決算額 入込数

田瀬湖湖水まつり 7/27～28 4,400 7,882

イーハトーブ音楽祭 8/10～11 500 5,800

南部杜氏の里まつり 6/1 400 350

あんどんまつり 8/14・16 1,900 5,000

石鳥谷夢まつり 8/13 5,000 37,000

石鳥谷まつり 9/8～10 4,800 40,000

イーハトーブフォーラム 8/24～25 16,000 58,054

花巻まつり特産品フェア 9/13～15 1,000 36,326

花巻まつり 9/13～15 18,600 118,000

わんこそば全日本大会 R2/2/11 1,800 6,000

大迫ワインまつり 9/15 3,400 11,000

土沢まつり 9/15～16 2,400 3,500

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

大迫・宿場の雛まつり R2/2/21～3/3 700 6,000

それぞれのイベントの内容の充実と周知宣伝に努め、観光のまち花巻
の魅力を発信することができた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

60,900 60,900

支援対象祭事、イベントへの入込数 人
目標値 301,500 301,500

実績値 246,982 334,912

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

市内への誘客を促進するため、広域的な観光資源の組み合わせによる
誘客事業を展開する。

○釜石線沿線活性化事業支援　400千円
　釜石線沿線の自治体とＪＲ東日本が連携して、ＳＬ銀河の運行を軸
とした観光ＰＲを行う釜石線沿線活性化委員会への負担金
○産業観光パンフレット更新　396千円
　北上市と連携した広域的な産業観光（体験型観光）パンフレット更
新
○花巻・遠野・平泉観光推進協議会事業補助金　600千円
　花巻・遠野・平泉観光推進協議会が実施する広域的な誘客への取組

広域的な観光資源の組み合わせによる観光誘客の相乗効果により、花
巻に宿泊する観光客の取込みが図られ、滞在時間の延長を誘引するこ
とができた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

1,396 1,396

広域（花巻・遠野・平泉）観光客入込者
数（暦年）

万人
目標値 586.1 587.7

実績値 574.6 591.5
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

③ 観光情報発信事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

④ 観光ルート整備事業

【事業目的】

【事業内容】

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

より多くの人に花巻の魅力を知ってもらうため、観光情報の発信を行
う。

○観光情報の発信　29,302千円
　（一社）花巻観光協会が実施する、ポスター・パンフレット・ホー
ムページ等を活用した広告宣伝及び旅行商談会・観光キャンペーン等
での誘客活動等への支援
○イーハトーブ大使による観光ＰＲ　219千円
　イーハトーブ大使による主要都市における観光宣伝
○関係団体負担金　2,884千円
　いわて観光キャンペーン推進協議会、（公財）岩手県観光協会、田
瀬湖利用機関関係連絡会、温泉所在都市協議会、岩手県伝統的工芸品
月間推進協議会への負担金交付
○観光パンフレット、ポスター等の作製　11,382千円
○宿泊施設利用促進への支援　6,000千円
　（一社）花巻観光協会が実施する閑散期の市内宿泊施設への誘客
キャンペーンを支援
○体験型観光推進事業補助金　390千円
　体験型コンテンツを創出・改良する事業者の取組を支援
○映像作品のロケ誘致　901千円
　映画、ＣＭ、テレビ番組等のロケを誘致するための情報発信等

（一社）花巻観光協会への事業支援を行い、旅行会社との商談会や教
育旅行誘致の説明会等で積極的にＰＲ活動を行った。さらに、ポス
ター、パンフレット、ホームページ等による情報発信を実施したこと
により、より多くの人に花巻の魅力を発信することができた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

51,078 11,000 40,078

観光客の利便性向上のため、二次交通の充実と市内回遊性を高める事
業に対し支援を行う。

花巻観光協会ホームページのアクセス件
数

万件
目標値 50.0 50.2

実績値 43.9 95.8

28,562 14,649 13,913

○花巻温泉郷共同送迎バス運行支援　9,400千円
　花巻温泉郷が共同で実施する、ＪＲ新花巻駅～各温泉施設の無料送
迎バスの運行支援
○観光客の二次交通運行支援　4,252千円
　花巻温泉郷、宮沢賢治記念館等の主要観光地と、新花巻駅・花巻駅
をレトロジャンボタクシーで結ぶ「どんぐり号」「やまねこ号」の運
行支援
○団体旅行貸切バスツアーの運行支援　14,910千円
　県外発着の20名以上の団体(閑散期のみ)及び海外からの団体(通年)
で、市内宿泊施設に1泊以上宿泊する貸切バスを利用した団体ツアー
の催行を支援

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

７款１項３目

観光費
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

【事業の成果】

⑤ まちぐるみ観光推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑥ 観光施設維持事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

観光環状バス等の利用者数 万人
目標値 5.9 5.9

実績値 5.7 5.5

花巻温泉郷への無料送迎バスの運行や花巻ならではの観光ツアーへの
支援により、観光客の利便性を向上させ、好評を得た。また、団体旅
行貸切バスツアーの支援台数は堅調に推移しており、多くの貸切バス
ツアーを呼び込むことができた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

観光客の満足度を向上させるため、まちぐるみでのおもてなしサービ
スを充実させる。

○同心屋敷での湯茶サービス実施　550千円
　観光資源として活用するため来訪者への湯茶サービス・案内
○観光案内所の運営支援　7,000千円
　ＪＲ花巻駅・新花巻駅等に観光案内所を設置
○花巻温泉郷観光推進協議会が実施する事業への支援　1,200千円
　温泉郷の雛まつり、スカイランタンなどの支援
○観光ボランティアガイドの育成、派遣支援　819千円
　9名(R1年度末)の観光ガイドで、年間123件の派遣
○歓迎花巻おもてなし事業への支援　1,000千円
　駅、空港などで郷土芸能をお披露目し、観光客を歓迎
○賢治産湯の井戸公開事業への支援　200千円
　賢治生誕月の8月の1か月間、宮沢商店敷地内にある井戸を公開

実績値 492 497

団体旅行貸切バスツアー運行支援を受け
る貸切バス台数

台
目標値 400 600

国・県 地方債 その他 一般財源

10,769 10,769

観光客の満足度を高めるため、観光案内所の運営や観光ガイドの派
遣、歓迎のための郷土芸能のお披露目などを実施したことにより、観
光客へのおもてなしサービスの向上及び観光地としての魅力向上に成
果があった。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

(単位：千円）

事業費
財源内訳

観光施設の長寿命化を図るため、計画的に大規模改修を行う。

対応やおもてなしに満足した観光客の割
合【観光客アンケート】

％
目標値 90.0 90.0

実績値 95.1 95.0

○ステップインはなまき照明ＬＥＤ化業務委託　1,932千円

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

1,932 1,932

ステップインはなまき（新花巻駅待合室）の照明をＬＥＤ化したこと
により、観光客等が安全に安心して利用することができ、適正な維持
管理により施設の長寿命化を図ることができた。

７款１項３目

観光費
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

⑦ 観光案内板整備事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑧ 外国人観光客誘致促進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

観光客の利便性向上のため、観光案内板の新設・撤去・更新等を進め
る。

○標識、案内板の整備　4,876千円
　①椚ノ目 案内標識補修シール
　②西宮野目 案内標識撤去
　③湯口交差点(県道) 標識撤去　標識板設置
　④南温泉郷ゲート 案内標識補修シート
　⑤南万丁目 案内標識補修シート
　⑥南城 案内標識補修シート
　⑦豊沢橋付近 案内標識補修シート
　⑧下似内(県道) 案内標識補修シート
　⑨椚ノ目(県道3か所) 標識板撤去 標識板設置
　⑩紫波町彦部(県道456号) 標識板撤去 標識板設置
　⑪東和町田瀬(国道107号) 標識板撤去、標識柱撤去、標識基礎撤去
　⑫大迫亀ヶ森(県道) 標識板設置

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

案内標識の整備計画に基づき、構造上危険な標識の撤去・更新、表示
内容の修正を実施し、観光客が安心して目的地に行けるよう利便性向
上に努めた。

訪日外国人観光客を誘致するため、海外に向けたプロモーション及び
受け入れ態勢を整備する。

4,876 4,876

30年度 元年度

9,656 3,676 5,980

○商談会への参加　307千円
　国内外で開催される外国人観光客誘致商談会や旅行博におけるプロ
モーションの実施
○外国人観光客誘致促進事業への支援　4,000千円
　外国人観光客案内業務やＳＮＳによる多言語での海外向け観光情報
発信、商談会や旅行博でのセールスの支援
○関係団体負担金　404千円
　北東北三県観光立県推進協議会国際観光部会、日本政府観光局への
負担金支出
○公共施設等の外国人観光客受入環境整備　532千円
　音声翻訳機の配備、キャッシュレス決済環境整備にかかるタブレッ
トの購入
○広域連携による外国人観光客誘致　4,413千円
　遠野市・奥州市・平泉町と連携し、体験メニューの販売強化や滞在
コンテンツを活用したツアー造成並びに広告宣伝の実施

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

観光費

７款１項３目

訪日外国人観光客入込数（暦年） 万人
目標値 4.4 5.2

実績値 5.0 6.1

旅行会社等との商談会や旅行博への参加により、誘客のためのプロ
モーション活動が活発に行われたほか、国の交付金を活用した広域連
携による外国人観光客誘致促進事業を実施し、外国人観光客を増加さ
せることができた。

成果指標 単位 区分
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

⑨ 道の駅「石鳥谷」施設再編事業

【事業目的】

【事業内容】

前年度繰越事業（繰越明許費）

【事業の成果】

⑩ 地域産業安定化事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】
専門的な経営コンサルティングを受けることで法人職員の人材育成や
意識改革につなげた。
株式会社とうわ地域資源開発公社が運営する「とうわ温泉」の施設設
備が老朽化していることから施設設備の更新費用に充てるため増資を
行い、集客力向上による経営改善を支援した。

７款１項３目

観光費

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

66,508 65,000 1,508

地域の重要な観光資源である温泉施設を運営する第三セクターの財務
基盤の強化と経営改善の支援を行う。

○経営改善事業補助金　1,500千円
　専門的な経営コンサルティング経費に対する補助
○株式会社とうわ地域資源開発公社への増資　65,008千円

(単位：千円）

道の駅「石鳥谷」の施設の魅力向上、利便性の向上を図るため、施設
の再編を行う。

68,647 40,800 27,847

○各施設の設計等業務の実施　8,779千円
　南部杜氏伝承館曳家その他工事設計等
○測量調査等業務の実施　4,923千円
　地質調査、境界復元測量
○支障物件の撤去・仮設通路等の設置　37,747千円
　樹木伐採、りんどう亭大食堂浄化槽撤去、南部杜氏伝承館周辺構造
物撤去、仮設通路等設置等
○受変電設備撤去及び新設工事の実施（工事前払分）　13,527千円
○道の駅用地の取得　3,461千円
　南部杜氏伝承館曳家先の一部の取得
○国や関係機関、団体との協議・共通経費　210千円
　道の駅「石鳥谷」施設再編運営検討会の開催、国や専門家等との打
ち合わせ
○測量調査等業務の実施・道の駅「石鳥谷」施設再編基本構想・基本
計画の策定（繰越明許費）19,016千円
　周辺調査測量、境界復元測量、道の駅「石鳥谷」施設再編基本構
想・基本計画策定

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

国土交通省と連携し、道の駅「石鳥谷」施設再編基本構想・基本計画
を策定したほか、国の事業進捗に合わせ、市施設の実施設計や支障物
件の撤去等を進めた。

19,016 19,016

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源
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　市営住宅の入居者に安心して利用してもらうため、市営住宅等長寿命化計画に基づく点検、維持補
修、諏訪アパートの大規模改修実施設計及び大谷地アパート、市有大迫下町集合住宅の解体実施設計を
行った。
　子育て世帯と高齢者に対し、優良な住宅を提供するため、民間事業者が管理する、子育て世帯向け地
域優良賃貸住宅と高齢者向け優良賃貸住宅に対し、家賃支援を行った。

【住宅の安定確保】

　市民が安全、快適に公園緑地を利用することができるように、公園施設の計画的な整備と速やかな補
修を行うことで安全で快適な施設を保ち、大きな事故やトラブルを防止した。

【都市施設の利便性向上】
　駅周辺施設の良好な管理のため、新花巻駅前駐車場の機能改修や拡張設計を行い、駅利用者等の利便
性向上を図った。

【公園緑地の維持管理】

８　土木費

【橋梁の整備】

【道路の整備】
　安全で快適に通行できる道路網を構築するため、各コミュニティ地区の土木施設整備要望に沿って、
市道の道路改良、現道舗装及び側溝整備を行い、生活道路の整備を進めるとともに、交通安全環境の向
上を図るため、歩道や点字ブロック・区画線等の整備を進め、道の駅については造成工事を行うととも
に建築工事に着手した。また、スマートインターチェンジ整備については埋蔵文化財試掘調査範囲の測
量を実施した。

　水害の防止と健全な河川環境の向上を図るため、排水路及び河川の整備を進めた。また、大地震によ
る造成宅地の崖崩れや土砂の流出を防止するため、大規模盛土造成地の位置や規模を把握し、宅地の耐
震化を図る調査を実施した。

【災害危険個所の解消】

　安全で快適に通行できる道路網を構築するため、橋梁の補修を進めた。

【立地適正化計画の事業の推進】

【管理不十分な空家等の対策】
　危険な状態にある空家等の放置が原因で第三者に被害が及ぶことを未然に防止するため、老朽危険住
宅の除却補助を行った。

【東日本大震災による被災者住宅等への支援】
　東日本大震災の地震や津波により被災した住宅や宅地の早期復興を支援するため、広報はなまき、
ホームページ及びコミュニティＦＭで周知を行い、被災住宅の補修・改修工事、被災宅地の復旧工事、
新築工事の費用及び災害復興住宅融資等に対して補助を行った。

　まちなかの総合医療機能の確保及び4つの生活サービス拠点（花巻、大迫、石鳥谷、東和それぞれの地
域の中心部）における医療・生活・商業サービス機能維持を図り、誰もが安心でき健康で快適に暮らせ
る持続可能な都市形成を実現するため、花巻市立地適正化計画に基づく総合病院の移転整備事業に対す
る支援を行ったほか、本計画に定める居住誘導区域内からの土砂災害特別警戒区域の除外について、国
土交通省からの指導に基づき、掲載図や文章等の表現を修正した。また、リノベーションまちづくりの
推進に向け、都市型産業と担い手の育成を目的とするリノベーションスクールを開催したほか、官民連
携による公共空間活用と都市機能の再生を目指すためのリノベーションまちづくり構想策定委員会を設
置し、構想の策定を進めた。
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千円 ① 道の駅整備事業

534,466 【事業目的】

【事業内容】

前年度繰越事業（繰越明許費）

【事業の成果】

千円 ① 生活道路維持事業

821,484 【事業目的】

【事業内容】

○道路維持補修　302,435千円

　道路施設の点検及び補修　234,220千円、オーバーレイ　68,215千円

　オーバーレイ一覧

L= ｍ

L= ｍ

L= ｍ

L= ｍ

L= ｍ

L= ｍ

L= ｍ

L= ｍ

L= ｍ

L= ｍ

L= ｍ

鉄道裏線 L= ｍ

L= ｍ

舘迫谷内線 舗装修繕（ｵｰﾊﾞｰﾚｲ） L= ｍ

拝峠線 L= ｍ

向田瀬線 L= ｍ

舗装応急補修 L= ｍ

※次ページへ続く

舗装修繕（ｵｰﾊﾞｰﾚｲ） 2,778 18,730

舗装修繕（ｵｰﾊﾞｰﾚｲ） 50 1,377

中内中央線 舗装修繕（ｵｰﾊﾞｰﾚｲ） 70 2,255

舗装修繕（ｵｰﾊﾞｰﾚｲ） 284 4,997

80 2,145

馬頭(2)線 舗装修繕（ｵｰﾊﾞｰﾚｲ） 79 1,242

舗装修繕（ｵｰﾊﾞｰﾚｲ） 83 2,035

山根大明神線 舗装修繕（ｵｰﾊﾞｰﾚｲ） 245 3,240

鳥鳴田線 舗装修繕（ｵｰﾊﾞｰﾚｲ） 92 1,584

関口広野線 舗装修繕（ｵｰﾊﾞｰﾚｲ） 458 6,842

寺林線 舗装修繕（ｵｰﾊﾞｰﾚｲ） 90 3,080

大迫1号線 舗装修繕（ｵｰﾊﾞｰﾚｲ） 200 2,822

仲町西部線 舗装修繕（ｵｰﾊﾞｰﾚｲ） 70 2,178

若葉町・天下田線 舗装修繕（ｵｰﾊﾞｰﾚｲ） 193 4,763

双葉町線 舗装修繕（ｵｰﾊﾞｰﾚｲ） 82 3,630

小瀬川・新田・槐田線 舗装修繕（ｵｰﾊﾞｰﾚｲ） 390 2,510

熊野・内野線 舗装修繕（ｵｰﾊﾞｰﾚｲ） 238 4,785

生活道路を安全に安心して通行できるようにするため、維持修繕（舗
装の打ち換え、オーバーレイ等）及び除排雪を行う。

路線名 内容 事業費(千円)

地域住民や地域団体の意見も踏まえて策定した実施設計を基に、建築
工事等に着手した。

８款２項２目

道路維持費

38,479 20,200 11,054 7,225

91,900

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

376,869 217,300 67,669

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

道の駅を核とした地域の連携強化を図り、道路利用者に安全で快適な
交通環境を提供するため、太田・笹間地区へ道の駅を整備する。

○道の駅推進員報酬等　734千円
○選考委員会委員報酬等　36千円
○上水道検査手数料　10千円
○建築監理等業務委託料　8,939千円
○工事請負費　334,518千円
　造成（三期）工事、建築工事
○負担金等　27,632千円
　農業集落排水事業等分担金、上水道加入負担金
○投資及び出資金　5,000千円
　株式会社はなまき西南出資金
○工事請負費（繰越明許費）　38,479千円
　造成（二期）工事

(単位：千円）

事　業　内　容　説　明

８款２項１目

道路橋梁総務費

科　目 決算額
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

※前ページからの続き

○道路維持補修工事　189,232千円

L= ｍ

L= ｍ

L= ｍ

L= ｍ

L= ｍ

L= ｍ

L= ｍ

L= 路線

N= 箇所

L= ｍ

L= ｍ

L= ｍ

L= ｍ

○補修資材等　140,850千円

　光熱水費、補修資材及び凍結防止剤等

【事業の成果】

千円 ① 生活道路整備事業

1,095,097 【事業目的】

【事業内容】

 　 (１)道路改良　43路線(内繰越明許5路線)

積算委託 用地補償

※次ページへ続く

新花巻駅停車場線（東工区） 施工延長 L= 180ｍ 51,194

新花巻駅停車場線（西工区） 施工延長 L= 92ｍ 42,218

地森下沢田線 用地補償 9,216

中根子弐拾七樋田線 用地補償 7,202

南万南4号線 補償調査 用地補償 4,292

山の神・諏訪線（第2工区） 補償調査 用地補償 25,265

山の神・諏訪線（第1工区） 68,017

城内・大通り一丁目線（大通り工区） 設計 1,771

若葉町南3号線 補償調査 補償 18,328

四日町後川線 補償調査 用地補償 31,981

上町花城町線 施工延長 L= 180ｍ 39,345

安全で快適に通行できる道路網を構築するため、各コミュニティ地区
の土木施設整備要望に沿って、市道の道路改良、現道舗装、側溝整備
等を行う。

○生活道路整備　1,092,771千円

路線名 内容 事業費(千円)

８款２項３目

道路新設改良費

実績値 3 3市の瑕疵
かし

による事故件数 件
目標値 0 0

実績値 7,134 8,176
当該年度の舗装修繕延長 ｍ

目標値 7,000 7,000

道路維持全般は概ね目標通り実施し、安全に安心して通行できる生活
道路網の構築が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

821,316 64,549 100,600 3,567 652,600

○除雪業務等　188,799千円
　業務委託延長L=1,887km、委託業者74社、委託稼働日数48日

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

本館8号線 側溝入替 76 5,211

細野線 道路修繕 18 11,830

吹張町・滝ノ沢線 設計（融雪） 351 2,530

北成島花巻線 設計（法面） 80 2,530

舗装修繕調査 設計 10 10,461

上小舟渡・方八丁線 融雪補修 1 11,782

大興寺線 舗装修繕(打替・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ) 290 21,129

石南線 舗装修繕(打替・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ) 370 16,232

田面木線 舗装修繕(打替・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ) 500 21,666

大瀬川線 舗装修繕（打替え） 250 17,590

金矢・広域公園線 舗装修繕（打替え） 100 6,530

野合・北村線 舗装修繕(打替・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ) 345 20,484

路線名 内容 事業費(千円)

大畑・糠塚線 舗装修繕(打替・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ) 839 41,257

道路維持費

８款２項２目
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

※前ページからの続き

支障物件移転

　 (２)現道舗装　2路線

(３)側溝整備　15路線(内繰越明許2路線)

施工延長

施工延長

施工延長

施工延長

施工延長

※次ページへ続く

四日町・浅沢線（中沢川）（繰越明許費） 測量設計 11,172

久出内線（繰越明許費） 施工延長 L= 205ｍ 7,334

上敷線 L= 64ｍ 6,794

野金山線 測量設計 用地測量 4,250

落合南成島線 L= 77ｍ 6,802

小山田中央線 16,233L= 252ｍ

狄川線 測量設計 6,675

蓮花田線外

上沢線

11,341

5,777

L= 151ｍ

L= 100ｍ

寺山線外 施工延長 L= 161ｍ 6,155

久出内線 施工延長 L= 175ｍ 9,711

小又線 施工延長 L= 25ｍ 3,025

似内橋北2号線 施工延長 L= 63ｍ 11,994

桜台西1号線 施工延長 L= 103ｍ 15,149

高木団地地区側溝 施工延長 L= 215ｍ 22,271

路線名 内容 事業費(千円)

中川原1号線 施工延長 L= 167ｍ 5,125

大畑田中西線 施工延長 L= 111ｍ 5,456

舘迫落合線（繰越明許費） 施工延長 L= 126ｍ 13,467

路線名 内容 事業費(千円)

表中央線（繰越明許費） 施工延長 L= 95ｍ 9,475

下丸内線外（繰越明許費） 施工延長 L= 186ｍ 30,839

新花巻駅停車場線（西工区）（繰越明許費） 施工延長 L= 458ｍ 54,822

上下駒板線（繰越明許費） 施工延長 L= 101ｍ 10,224

砂子6号線 補償調査 用地補償 5,826

舘迫下道線 用地測量 補償調査 7,970

雲南線外 施工延長 L= 393ｍ 22,476

舘迫落合線 施工延長 L= 126ｍ 34,132

妙見前線 施工延長 L= 130ｍ 5,500

後島線 施工延長 L= 198ｍ 25,736

手古内扇山線 施工延長 L= 87ｍ 13,407

下丸内線外 905

八木巻線（第2工区） 測量設計 12,815

表中央線 施工延長 L= 365ｍ 9,646

愛宕山公園線 施工延長 L= 173ｍ 34,354

黒沢矢柄線 施工延長 L= 31ｍ 10,262

上の台鶴尾線 施工延長 L= 40ｍ 12,398

鳥長根17号線 用地補償 4,451

井戸向・滝田線 施工延長 L= 79ｍ 21,434

公園線 設計 495

好地20号線外 用地測量 補償調査 9,866

寺林線 施工延長 L= 252ｍ 49,395

仲口線 施工延長 L= 58ｍ 12,351

姥宿・月夜線 補償調査 用地補償 3,802

白幡・薬師堂線 用地補償 652

下似内5号線外 用地補償 5,939

下坂井・関上場線 用地 2,339

安野西横断線 補償調査 用地補償 3,137

工沢椚ノ目線（西工区） 施工延長 L= 221ｍ 49,838

上下駒板線 施工延長 L= 129ｍ 28,734

小袋北横断線 補償調査 用地補償 5,253

８款２項３目

道路新設改良費

- 113 -



事　業　内　容　説　明科　目 決算額

※前ページからの続き

(４)雪寒対策　3路線(内繰越明許1路線)

(５)道路用地等測量調査委託等

前年度繰越事業（繰越明許費）

【事業の成果】

② 花巻スマートインターチェンジ整備事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

８款２項３目

国によるスマートインターチェンジ整備に関する新規事業化の地区採
択を得た。

2,326 1,155 1,171

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

高速道路の利便性を向上させ、産業振興等の発展を図るため、東北縦
貫自動車道花巻パーキングエリアにスマートインターチェンジを整備
する。

○地区協議会の開催　16千円　

○埋蔵文化財試掘調査範囲の測量　2,310千円

(単位：千円）

側溝整備（完成）延長 km
目標値 1.3 1.4

実績値 1.5 1.5

実績値 2.3 1.7

現道舗装整備（完成）延長 km
目標値 0.5 0.3

実績値 0.5 0.3

道路改良整備（完成）延長 km
目標値 1.4 1.8

各コミュニティ地区の土木施設整備要望に沿って、43路線の道路改良
と2路線の現道舗装、15路線の側溝整備、3路線の雪寒対策を実施し、
安全で快適に通行できる道路網の構築が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

156,192 16,897 134,200 5,095

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

936,579 239,498 628,600 68,481

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

道路用地等測量調査委託等 5,471

(単位：千円）

工沢・二枚橋線（繰越明許費） 施工延長 L= 172ｍ 18,859

路線名 内容 事業費(千円)

材木町・下二枚橋線 施工延長 L= 260ｍ 41,004

工沢・二枚橋線 施工延長 L= 275ｍ 61,404

道路新設改良費

路線名 内容 事業費(千円)

- 114 -



事　業　内　容　説　明科　目 決算額

千円 ① 橋梁維持事業

676,050 【事業目的】

【事業内容】

※次ページへ続く

松雲台橋（繰越明許費） 積算委託 2,127

新大曲橋（繰越明許費） 積算委託 2,127

安野川3号橋（繰越明許費） 修繕工事 3,823

高瀬橋（繰越明許費） 積算委託 1,694

大沢橋（繰越明許費） 修繕工事 32,813

横枕橋（繰越明許費） 修繕工事 33,061

猫塚橋（繰越明許費） 修繕工事 16,262

林崎橋（繰越明許費） 修繕工事 22,393

新大曲橋（繰越明許費） 修繕工事 33,145

浮田橋（繰越明許費） 修繕工事 23,786

絹川大橋（繰越明許費） 修繕工事 77,104

松雲台橋（繰越明許費） 修繕工事 796

花川橋（繰越明許費） 修繕工事 38,749

高瀬橋（繰越明許費） 修繕工事 10,046

井戸向橋（繰越明許費） 修繕設計 76,715
橋梁長寿命化修繕計画更新（繰越明許費） 計画更新 30,013

新愛宕橋（繰越明許費） 修繕設計 8,177

穴沢跨線人道橋（繰越明許費） 修繕設計 15,429

万代橋（繰越明許費） 修繕設計 16,640

中央橋（繰越明許費） 修繕設計 4,390

八合田橋(R1→R2繰) 修繕工事(R1分) 9,300

留ケ森三の橋 支障物件移転(電力、NTT) 1,850

合沢一号橋(R1→R2繰) 修繕工事(R1分) 2,910

迫橋(R1→R2繰) 修繕工事(R1分) 2,350

新川2号橋 修繕工事 16,257

留ケ森三の橋(R1→R2繰) 修繕工事(R1分) 3,640

八合田橋 積算委託 1,231

熊堂橋 修繕工事 61,146

平良木3号橋 修繕設計 4,492

熊堂橋 積算委託 1,663

母衣輪3号橋 修繕設計 3,931

平良木2号橋 修繕設計 4,493

朴ノ木沢2号橋 修繕設計 3,932

母衣輪1号橋 修繕設計 3,931

山屋4号橋 修繕設計 3,938

白金沢橋 修繕設計 5,544

下西沢橋 修繕設計 4,488

猪鼻4号橋 修繕設計 4,477

立沢橋 修繕設計 6,919

野金山橋 修繕設計 4,499

合沢一号橋 修繕設計 4,604

迫橋 修繕設計 7,523

橋守事業 橋梁点検 333

留ケ森三の橋 修繕設計 4,604

橋梁名 内容 事業費(千円)

橋梁点検　247橋
橋梁点検 47,324

(L＜15ｍ:244橋、L≧15:1橋+NEXCO跨道橋2橋)

交通の安全を確保するとともに橋梁の長寿命化を図るため、花巻市橋
梁長寿命化修繕計画に基づき、早期に対策すべき橋梁を優先して修繕
する。

○橋梁維持補修 676,050千円

橋梁維持費

８款２項４目
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

前年度繰越事業（繰越明許費）

【事業の成果】

修繕対象橋梁修繕率（H21～R5：全26
橋）

％
目標値 54.0 57.0

実績値 38.0 50.0

橋梁点検を実施するとともに、橋梁の修繕を行い、交通の安全確保及
び橋梁の長寿命化が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

460,671 255,722 171,700 33,249

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

215,379 118,096 71,000 26,283

安野川3号橋（繰越明許費） 積算委託 1,231

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

大沢橋（繰越明許費） 積算委託 2,024

横枕橋（繰越明許費） 積算委託 2,024

猫塚橋（繰越明許費） 積算委託 2,338

林崎橋（繰越明許費） 積算委託 1,882

８款２項４目 ※前ページからの続き

橋梁維持費 浮田橋（繰越明許費） 積算委託 1,882
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

千円 ① 交通安全環境整備事業

338,999 【事業目的】

【事業内容】

支障物件移転

前年度繰越事業（繰越明許費）

【事業の成果】
歩道設置、段差解消等の整備を進め、道路利用者の交通安全環境の向
上が図られた。

94,290 48,992 41,100 0 4,198

区画線設置等（東和支所） 施工延長 L= 1,646ｍ

歩道整備（完成）延長 km
目標値 1.0

実績値 1.0

成果指標 単位 区分 30年度

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

1.0

1.0

元年度

13,832

上町・成田線（南城工区） 測量設計 24,093

上台・朝日橋線 積算委託 7,790

244,709 100,451 87,900

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

区画線設置等（石鳥谷支所） 施工延長 L= 16,272ｍ 9,509

城内・大通り一丁目線
（花城町工区）（繰越明許費）

施工延長 L= 146ｍ 14,038

4,919

区画線設置等（大迫支所） 施工延長 L= 14,135ｍ 10,475

上小舟渡方八丁線 樹木伐採処分 2,024

区画線設置等(建設部道路課) 施工延長 L= 35,544ｍ 22,540

吹張町・滝ノ沢線 施工延長 L= 199ｍ

上町花城町線（共同溝） 施工延長 L= 153ｍ 6,169

御田屋町鍛治町線外2路線

交通安全施設整備

費 道路利用者の交通安全環境の向上を図るため、歩道の設置、歩道の段
差解消等の整備を行う。

56,358

9,759

14,528

吹張町・滝ノ沢線（繰越明許費） 施工延長 L= 76ｍ

上台・朝日橋線（繰越明許費） 施工延長 L= 162ｍ

上町花城町線
（共同溝）（繰越明許費）

施工延長 L= 153ｍ 42,037

城内・大通り一丁目線
（城内工区）（繰越明許費）

補償調査 用地 13,928

施工延長 L= 612ｍ 93,587

城内・大通り一丁目線（共同溝） 設計 4,125

８款２項５目

○交通安全環境整備　338,999千円

路線名 内容 事業費(千円)

城内・大通り一丁目線（城内工区） 用地補償 45,646
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

千円 ① 河川排水路改修事業

387,880 【事業目的】

【事業内容】

前年度繰越事業（繰越明許費）

【事業の成果】

当該年度の河川排水路整備延長 km
目標値 0.9 0.3

実績値 0.4 0.3

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

168,050 139,600 28,450

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

油沢川筋二枚橋排水路（繰越明許費） 仮設構造物施工 19,082

179,532 156,100 23,432

(単位：千円）

湯本地区排水路 施工延長 L= 43ｍ 9,554

雀田川排水路 施工延長 L= 56ｍ 19,160

湯本地区排水路 支障物件移転(NTT、水道) 9,836

湯沢野排水路（R1→R2繰） 工事(R1分) 24,557

本町地区排水路 用地測量 549

湯沢野排水路 支障物件移転(NTT、電力、水道) 1,518

油沢川筋二枚橋排水路 仮設構造物施工 46,230

大沢口川 積算委託 1,512

湯沢野排水路 積算委託 1,694

大沢口川 測量設計 2,750

油沢川筋二枚橋排水路 積算委託 4,125

８款３項１目

河川（水路）名 内容 事業費(千円)

油沢川筋二枚橋排水路 測量設計 3,575

○河川排水路改修 347,582千円

水害の防止と健全な河川環境の保全のため、排水路及び小河川の整備
を行う。

河川費

河川排水路改修を進め、水害の抑制と河川環境等の向上が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

後通排水路（繰越明許費） 施工延長 L= 32ｍ 10,507

湯沢野排水路（繰越明許費） 施工延長 L= 66ｍ 139,144

湯沢野排水路（繰越明許費） 支障物件移転(NTT、電力、水道) 2,062

上沢川 施工延長 L= 24ｍ 7,190

大沢口川 施工延長 L= 14ｍ 16,313

後通排水路 施工延長 L= 34ｍ 8,566

後通排水路（繰越明許費） 支障物件移転(水道) 8,737

(単位：千円）

沢川 施工延長 L= 40ｍ 10,921
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

千円 ① 都市再生推進事業

都市計画総務費 568,705 【事業目的】

【事業内容】

前年度繰越事業（繰越明許費・事故繰越し）

【事業の成果】

② リノベーションまちづくり推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

26,987 9,338 16,000 1,649

リノベーションスクール及びリノベーションまちづくり構想策定委員
会を公開し、まちづくりへの関心を醸成した。民間によるリノベー
ション事業が実現したものの件数は目標に届かなかった。

事業費
財源内訳

国・県 地方債

立地適正化計画に基づく持続可能な都市の形成と地域の活性化を実現
するため、総合花巻病院の移転整備に係る支援を継続するなど、都市
機能整備等を推進する。

296 896

リノベーション事業化案件 件
目標値 3 3

実績値 4 1

○リノベーションスクールの開催　8,309千円
　遊休化した建物や土地、空間を利用し、エリア価値を上げるための
都市再生手法を実践を通じて学習するため、リノベーションスクール
を開催
　開催日　7月26日から7月28日　参加者　19名
○リノベーションまちづくり構想策定　18,678千円
　公共空間を含むリノベーションまちづくりの方針の共有と事業検討

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

○総合花巻病院移転整備事業支援　27,100千円
○立地適正化計画変更業務委託　2,805千円
○職員旅費等　429千円
○コンパクトなまちづくり推進協議会負担金　30千円
○総合花巻病院移転整備事業支援（繰越明許費）278,800千円
○総合花巻病院移転整備事業支援（事故繰越し）148,777千円

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

８款４項１目

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

シンポジウム等参加者 人
目標値 200 400

実績値

その他 一般財源

総合花巻病院の移転整備に係る支援等を行うとともに、立地適正化計
画における土砂災害特別警戒区域の居住誘導区域からの除外につい
て、図や文章の表現をわかりやすく修正し、コンパクトプラスネット
ワークの構築を推進した。

持続的な担い手育成と不動産オーナーの意識啓発を図り、リノベー
ションまちづくりを推進するため、リノベーションスクールを開催す
るとともに、地域の将来像を検討するエリアリノベーション検討会議
の開催、公共と民間が共有する「リノベーションまちづくり構想」の
策定を進める。

427,577 406,100 21,477

(単位：千円）

30,364 1,402 25,700 3,262
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

③ 宅地耐震化推進事業（繰越明許費）

都市計画総務費 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 公園整備事業

145,087 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 都市施設機能改善事業

75,657 【事業目的】

【事業内容】

11,156

（単位：千円）

８款４項５目

交通広場管理費

目標値 0 0

実績値 0 0

成果指標 単位

公園内の事故及びトラブル 件

区分 30年度 元年度

快適で利便性の高い交通広場環境を提供するため、駅周辺施設の機能
向上を図る。

○新花巻駅駐車場機能改善　5,478千円
　照明改修（新設、照度改善）、自動精算機へのキャッシュレス決済
機能導入
○新花巻駅駐車場拡張　5,678千円
　現第3無料駐車場(駅北西側）の拡張整備設計、矢沢3号児童公園の
　移設設計、都市計画変更図書作成

21,063 20,000 1,063

(単位：千円）

事業費
財源内訳

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

6,270 3,135

施設の計画的整備の実施や遊具等の定期点検に基づき、予防保全的対
策を実施するとともに、地域住民等からの情報、要望等に対し速やか
に対応することにより、事故及びトラブルを防止した。

国・県 地方債 その他 一般財源

○公園施設整備　21,063千円
・トイレ洋式化
　（材木町公園、石鳥谷上町公園、戸塚森森林公園管理棟）
・材木町公園芝張替基盤整備
・大堰川プロムナード土留柵改修
・材木町公園馬面電車囲い柵改修
・花巻中央広場トイレ新築工事実施設計

大規模盛土造成地の位置や規模を示したマップを公表するとともに、
次年度以降に実施する第二次スクリーニングの優先度評価を実施し
た。

８款４項４目

公園費

市民が安全・快適に公園や緑地を利用することができるようにするた
め、公園施設の整備を行う。

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

11,156

3,135

○大規模盛土造成地変動予測調査　6,270千円
　大規模盛土造成された区域の現地踏査、マップ精査、簡易安定評
　価、第二次スクリーニング優先度評価検討、第二次スクリーニン
　グ計画策定

８款４項１目

大地震による崖崩れや土砂の流出を防止するため、大規模盛土造成地
の位置や規模を把握し、宅地の耐震化を推進する。
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

【事業の成果】

千円 ① 市営住宅環境改善事業

158,795 【事業目的】

【事業内容】

前年度繰越事業（繰越明許費）

【事業の成果】

② 生活再建住宅支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

被災住宅・宅地の復旧・再建件数 件
目標値 201 158

実績値 120 96

被災者の生活再建を図るため、支援補助制度について広報活動を行
い、住宅及び宅地の早期復興に取り組んだ。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

30,055 1,252

○災害復興住宅融資利子補給　515千円
　新築又は補修等に係る融資の利子に対する補助　10件
○被災者住宅補修等支援補助  26,591千円
  半壊や一部損壊となった住宅の補修・改修に対する補助 78件
　居住していた住宅が全壊となった被災者の新築に対する補助　3件
○被災宅地復旧支援補助　451千円
　被害を受けた宅地の復旧工事に対する補助　1件
○被災者住宅再建支援補助　3,750千円
　被災世帯の住宅の建設・購入に対する補助　4件

施設の長寿命化と良好な居住環境を確保するため、改修工事実施設計
等を行い、入居者の住環境の改善に努めた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

目標値 73.0 77.8

実績値 73.0 73.0

東日本大震災で被災した住宅及び宅地の復旧復興のため、支援を行
う。

市営住宅大規模改修計画に対する進捗率 ％

298 298

入居者が安心して生活できる住環境の提供及び施設の長寿命化を図る
ため、市営住宅の大規模修繕を行う。

○市営諏訪アパートＢ・Ｃ棟改修実施設計　6,820千円
○市有大迫下町第１・２集合住宅解体実施設計　3,146千円
○大谷地アパート解体実施設計(３棟) 1,485千円
○解体等に伴う転居補償　4,792千円
○市営天下田アパートＩ棟外壁吹付塗材石綿含有調査（繰越明許費）
298千円

(単位：千円）

８款５項１目

住宅管理費

８款４項５目

交通広場管理費 新花巻駅前駐車場の機能を改善し、良好な駐車場の運営管理を行うこ
とにより、駅利用者に快適で利便性の高い駐車場環境を提供できた。

16,243 3,410 12,833

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

31,307

一般財源

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

③ 地域優良賃貸住宅等支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 空家等対策事業

77,638 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

老朽危険住宅除却補助 件
目標値 2 2

実績値 0 2

空家等無料相談会 回
目標値 2 2

実績値 2 2

危険な状態にある空家等の放置が原因で第三者に被害が及ぶことを未
然に防止するため、老朽危険住宅の除却補助を行い2件の危険な住宅
が除却された。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

1,400 1,400

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

８款５項２目

建築指導費

安心して生活できる住環境を確保するため、老朽危険住宅の除却費用
の補助等を行う。

○空家相談会謝礼金　40千円
　空家に関する相談会を開催
○老朽危険住宅除却補助　1,000千円
　構造の腐朽又は破損等により著しく危険な状態の空家の所有者等に
対して除却費用の一部を補助
　500千円／件×2件＝1,000千円
○空家等危険度調査業務委託　360千円
　市内の老朽化した空きビルについて、特定空家等としての認定の可
否の判断材料とするため、危険度調査を業務委託により実施

家賃補助戸数 戸
目標値 36

実績値 34

子育て世帯向け地域優良賃貸住宅と高齢者向け優良賃貸住宅の入居者
に家賃補助を行い、安定した居住が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

5,65715,133 9,476

８款５項１目

住宅管理費

まちなか居住の推進のため、子育て世帯向け地域優良賃貸住宅と高齢
者向け優良賃貸住宅に対し家賃の補助を行う。

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

(単位：千円）

○子育て世帯向け地域優良賃貸住宅家賃減額補助　4,800千円
　入居者への家賃補助　ル・サントル　10戸
○高齢者向け優良賃貸住宅家賃減額補助　10,333千円
　入居者への家賃補助　花城さくらマンション　17戸
　　　　　　　　　　　こっぽら土澤　7戸
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千円 １　令和元年中（1月～12月）の活動状況

1,125,989 　(１)　火災出動の状況

中央消防署(分遣所含む)

東和分署

北消防署

大迫分署

　(２)　救急出動の状況

中央消防署

花巻温泉分遣所

花巻南温泉分遣所

東和分署

北消防署

大迫分署

30 1,390 105 21,897 22

10 12 341

　地域消防力の充実・強化のため、消防屯所、消防団車両等及び装備品を計画的に整備し、災害対応力
を強化させ「安心・安全」な環境の確保に努めた。

　火災発生時の消火を迅速に行うため、消火栓及び耐震性貯水槽の整備のほか、既存施設の修繕等を実
施したことにより、消防水利配置の地域格差の是正と災害時における消防活動環境の向上に成果があっ
た。

【消防水利の整備】

事　業　内　容　説　明

９款１項１目

常備消防費

署　所　別
火 災
件 数
（件）

焼損面積
損 害 額
（千円）

罹 災
人 員
（人）

建　物
（㎡）

林　野
（ａ）

科　目 決算額

　消防拠点施設の充実・強化を図るため、消防車両及び消防指令センター設備の更新整備を実施したこ
とにより、各施設の安定的な運用と災害対応力の強化が図られ、市民の「安心・安全」な環境の確保に
成果があった。

　市民の防火に対する意識を啓発するため、防火対象物・危険物施設の防火管理体制の強化を目的とし
て立入査察、避難訓練指導、地域単位の講話会等を実施し防火意識向上に努めた。また、死傷者ゼロを
達成するため、住宅用火災警報器の設置や維持管理に関する広報活動を実施して重要性を周知した。

【火災予防の充実強化　】

　消防・救急救助体制の強化のため、職員を消防学校や各種研修会、免許取得講習へ派遣し、現場活動
に必要不可欠な知識及び資格を取得させ、それを基に各種訓練を実施することにより各職員のスキルの
向上を図った。
　また、応急手当実施率を向上させるため、応急手当講習を継続的に実施し普及啓発を図るとともに、
市民が戸惑うことなく応急手当を実施できる環境を作るため、通報時の口頭指導の充実強化を図った。

【消防施設等の整備】

９　消防費

【消防・救急救助体制の強化及び応急手当の普及啓発】

【地域消防力の強化】
　消防力の向上と持続可能な消防団の構築のため、消防団員の消防学校派遣や各種訓練を実施し資質と
能力を高め、消防演習等において活動を披露するとともに消防団組織等再編計画の策定と入団しやすい
環境づくりの推進に努めた。

【消防団施設等の整備】

4 58 376

9 524 0 6,883 3

2,130 5.9 1,915

414 1.1 349

25

署　所　別
出場件数（件） 搬送人員

（人）総　数 1日平均

計 53 1,914 175 29,497

598 1.6 543

248 0.7 223

148 0.4 132

429 1.2 404

計 3,967 10.9 3,566
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

① 消防・救急救助充実強化事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

常備消防費

多種多様化する災害現場活動に対応するため、隊員の各種訓練・研修
会への参加及び救急救命士の資格の取得を行い、隊員の技能向上を図
る。

○消防隊員の育成と消防体制の充実強化　9,817千円
　消防学校教育への派遣
　（消防学校初任科教育7人）
　緊急車両等免許取得及び消防活動装備品の整備
　（大型1種3人、2級小型船舶3人、小型クレーン4人、玉掛け4人、消防
　　用ホース、空気呼吸器用ボンベ更新等）
○救助隊員の育成と救助体制の強化　4,104千円
　消防学校への派遣及び救助技術訓練の実施
　（消防学校救助科2人）
　救助活動装備品の整備及び救助技術研修への派遣
　（交通救助技術研修、スイフトウォーターレスキュー研修、ライフ
　　ジャケット等）
○救急隊員の育成と救急体制の強化　14,389千円
　救急救命士及び認定救命士の養成、消防学校教育への派遣
　（消防学校救急科4人、救急救命士養成研修1人、処置拡大救急救命士
　　養成研修1人）
　救急救命士病院実習及び救急隊員研修への派遣
　（救急救命士病院実習就業前実習3人、気管挿管新規実習3人、再教育
　　実習34人、全国救急隊員シンポジウム、東北救急医学会総会、ＰＯ
　　Ｔ研修、抗体検査、予防接種、気管挿管実習講師謝礼）
　救急活動用装備品の整備
　（救急活動用消耗品、特定行為用消耗品、ＡＥＤ用消耗品、救急用薬
　　品、特定行為指示料及び検証料等）
　医療機器の保守点検
　（ＡＥＤ、人工呼吸器、携帯用人工呼吸器、患者監視装置、自動胸骨
　　圧迫器、ストレッチャー）

９款１項１目

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

多様化する災害等に対応するため、職員を消防学校、各種研修会及び
免許取得講習へ派遣し、また各種訓練を実施したことにより、現場活
動に必要不可欠な知識及び資格を取得しスキルの向上を図ることがで
きた。また、退職や事務職への異動に伴い運用救急救命士が減少する
中、救急救命士資格取得者を就業前病院実習へ派遣し、運用救急救命
士を養成することで充足を図ることができた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

28,310 28,310

救急救命士資格取得者出場率(暦年) ％
目標値 100.0 100.0

実績値 100.0 100.0

救急・救助資格者／警防員 ％
目標値 92.0 92.0

実績値 88.0 87.3

救急救命士資格取得者 人
目標値 3 1

実績値 3 1
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

② 応急手当普及事業

【事業目的】

【事業内容】

　講習会開催の状況

講習内容

受講者の要望に応じた講習

事業所内の従業員が応急手当の指導

普及に従事するための知識の習得

【事業の成果】

③ 火災予防充実強化事業

【事業目的】

【事業内容】

常備消防費

救命率及び応急手当実施率の向上を図るため、応急手当の普及啓発に
より、応急手当を行える市民を育成する。

講習種別 時間 実施回数 参加者数

一般講習 1時間～ 126回 4,163人

９款１項１目

普通救命講習上記講習に心肺蘇生法、止血法、
異物除去法、効果測定を追加

 3時間
29回 317人

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ ～4時間

救命入門
コース

応急手当の意義、胸骨圧迫、ＡＥ
Ｄの使用方法

1時間30分 29回 317人

普及員講習
8時間

1回 6人
×3日

上級救命講習
普通救命講習に傷病者管理法、熱
傷の手当、搬送法等を追加

8時間 2回 13人

実技救命講
習（e－ラー
ニング受講
後）

心肺蘇生法、ＡＥＤの使用、止血
法、異物除去法

2時間 7回 132人

普及員再講習普及員が3年毎に受講する講習 3時間 2回 40人

○応急手当の普及推進　641千円
　講習会配布用心肺蘇生法リーフレット、救命入門コース参加証カード
　講習会用消耗品

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

応急手当実施率を向上させるため、応急手当講習を継続的に実施し普
及啓発を図るとともに、市民が戸惑うことなく応急手当を実施できる
環境を作るため、通報時の口頭指導の充実強化を図ったことにより、
目標値を大幅に上回る成果があった。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

641 641

火災件数の減少と死傷者ゼロを目指し火災を未然に防止するため、火
災予防対策強化及び防火意識の向上を図る。

応急手当実施率（心肺蘇生：暦年） ％
目標値 48.0 49.0

実績値 48.6 58.2

○講習会・火災予防強化活動の実施　1,006千円
　防火管理者講習会（新規講習・再講習）受講者116人
　防火意識普及啓発活動(リーフレットの配布、物販店でのＰＲ活動)
○消防フェスティバルの実施　75千円
　消防車両・装備品の展示、放水体験、消防ポンプ自動車乗車体験
　消防装備の試着等　来場者1,800人
○幼年・少年消防クラブの活動推進　240千円
　消防作品展(小学生対象)、幼年消防クラブ絵画展（園児対象）
　少年消防クラブリーダー研修会の実施　参加者7人
○職員の教育研修　810千円
　消防大学校入校（予防課）
　岩手県消防学校入校（予防総合科・火災調査科)
　消防研究センター等主催研修会の受講

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

2,1312,131
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

【事業の成果】

千円 ① 消防拠点施設等整備事業

170,279 【事業目的】

【事業内容】

（単位：千円）

【事業の成果】

千円 １　管理運営状況

185,755 （１）消防団員数 1,820人（うち機能別団員157人）※令和2年3月31日現在
（２）令和元年度の消防団出動状況

（３）令和元年度の主な活動

９款１項１目

常備消防費 火災件数減少のため、防火対象物・危険物施設の査察や防火講話会、
避難訓練指導を行い、事業所や市民の防火意識向上を図った。また、
死傷者ゼロを達成するため、住宅用火災警報器の設置・維持管理の必
要性を周知した。
地域における将来の防火防災の担い手を育成するため、幼年・少年消
防クラブ行事を推進することで、基礎知識の習得、幼少年期の防火意
識の向上が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

住宅用火災警報器設置率 ％
目標値 85.0 85.0

実績値 84.4 84.5

火災件数（暦年） 件
目標値 40 40

実績値 42 53

○消防車両等の整備　87,277千円
　小型動力ポンプ付大型水槽車（花巻中央消防署）
　高規格救急車（花巻中央消防署）
○消防指令センター装置更新整備 17,280千円
　停電時における安定した電源供給を得るため、経年劣化した無停電
電源装置を更新

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

９款１項２目

常備消防施設費

消防拠点施設の充実・強化のため、施設及び車両を更新整備する。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

9,857

消防車両、積載資機材及び消防指令センター無停電電源装置の更新に
より、車両運用の安定化による効率的な消防活動が行われるととも
に、消防指令センターの機能維持が図られた。

104,557 94,700

９款１項３目

非常備消防費

種　　別 出動回数 出動延べ人員

消防車両の更新整備 台
目標値 2 2

実績値 2 2

広報・警戒等 76回 14,062人

合　計 193回 21,126人

火災・災害・捜索 49回 1,492人

演習・訓練・講習 68回 5,572人

消防演習 出動人員　1,114人

出初式 出動人員　1,115人

主な活動 活動概要

特別警戒（野火防止、春季、盆火、秋季、
年末）

出動人員　延べ9,079人

春季・秋季火災予防運動活動（防火広報、
火災想定演習等）

出動人員　延べ1,027人
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

① 消防団員育成強化事業

【事業目的】

【事業内容】

（単位：千円）

【事業の成果】

○消防団員への教育、研修　1,279千円
　県消防学校入校　23人（初級幹部科7人、現場指揮課程8人、分団指
揮課程8人）
　消防大学校入校　1人（消防団長科）
　他市消防団の組織や活動を視察し、組織見直しや今後のあり方を検
討
○消防演習の実施　2,894千円
　日頃の訓練成果を披露し、防火・防災意識の向上を図るとともに消
防団に対する関心を高め入団促進につなげることを目的に開催
　出動団員　1,114人、出動車両　130台
○消防団員活動装備　5,458千円
　活動に必要な装備の更新整備（活動服上下、乙種半纏、ヘルメッ
ト、編上靴及び消防ホース等）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

９款１項３目

非常備消防費

地域消防力を強化するため、消防団員への教育訓練と装備を充実させ
消防団組織の活性化を図る。

「魅力ある消防団」を目指すために、消防団応援の店や協力事業所を
拡充し団員の確保対策に努めた。また、消防団組織等再編計画の策定
に向けた地域住民に対する説明会の開催を支援したほか、装備品及び
被服等の更新により、活動環境の充実が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

9,631 9,631

消防団員充足率 ％
目標値 92.0 93.0

実績値 86.8 85.1
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

千円 ① 消防団施設等整備事業

137,968 【事業目的】

【事業内容】

前年度繰越事業（繰越明許費）

【事業の成果】

９款１項４目

非常備消防施設費

地域消防力の充実・向上のため、消防屯所や消防車両及び装備品を計
画的に補修・修繕または更新整備する。

46,863 40,300 6,563

○消防団施設の整備　1,142千円
　屯所耐震診断業務委託　735千円
　　第11分団第2部（大迫・亀ケ森)
　　第16分団第1部（石鳥谷・五大堂）
　旧屯所解体業務委託　407千円
　　第16分団第2部（石鳥谷・東中島）
○公共下水道への接続　1,080千円
　　第15分団第2部（石鳥谷・八重畑）
○消防団車両等の整備　44,641千円
　消防ポンプ自動車更新　1台
　　第12分団第2部（石鳥谷・駅前）
　小型動力ポンプ積載車更新　3台
　　第1分団第5部（花巻・桜町）
　　第9分団第6部1班（大迫・中乙）
　　第22分団第2部（東和・南川目）
　小型動力ポンプ更新　3台
　　第1分団第5部（花巻・桜町）
　　第9分団第6部1班（大迫・中乙）
　　第22分団第2部（東和・南川目）
○消防団施設の整備（繰越明許費）　45,258千円
　屯所新築工事1棟
　　第13分団第2部（石鳥谷・上大瀬川)
　屯所耐震補強等工事
　　第18分団第1部（東和・駅前）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

(単位：千円）

45,258 32,900 12,358

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

消防団の活動拠点である消防屯所の耐震診断や消防車両等の更新によ
る消防力強化により、災害対応が円滑に図られ市民の安心・安全な環
境が確保できた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

消防団車両等の更新整備 台
目標値 8 7

実績値 8 7

消防屯所の更新整備 棟
目標値 1 0

実績値 0 1
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

② 消防水利維持管理整備事業

【事業目的】

【事業内容】

前年度繰越事業（繰越明許費）

【事業の成果】

９款１項４目

非常備消防施設費

火災発生時の消火を迅速に行うため、消防水利の整備と維持管理を行
う。

○消火栓等維持管理　12,832千円
　消火栓保守及び維持管理　2,040基（花巻地域1,280基、大迫地域91
基、石鳥谷地域423基、東和地域246基）
　既存消火栓一般修繕38基
○消火栓整備　22,597千円
　消火栓設置9基（花巻地域5基、大迫地域1基、石鳥谷地域2基、東和
地域1基）
　消火栓移設3基（花巻地域2基、東和地域1基）
　水道配水管敷設替えに伴う消火栓設置6基（石鳥谷地域6基）
○防火水槽整備（繰越明許費）　5,044千円
　耐震性貯水槽設置1基（花巻地域:天下田）

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

(単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

35,429 18,700 16,729

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

5,044 2,693 2,200 151

消防水利の充足率 ％
目標値 53.00 66.65

実績値 53.80 66.65

消防施設整備計画と設置基準に基づき、消防水利不足地域の改善のた
め、バランスよく整備を進めたことで水利充足率が向上し、また消火
栓の修繕及び更新が当初の計画以上実施されたことから、災害時に有
効な水利整備が図られ、市民の安心・安全な環境が確保された。
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【生徒確保への支援】
　岩手県立大迫高等学校の生徒確保のため、全国から高校生おおはさま留学生を募集して受け入れ、ホ
テルベルンドルフの客室を学生寮として提供したほか、寮長や生活支援員を配置し留学生の生活全般を
支援した。

　活力ある教育環境を創出するため「花巻市立小中学校における適正規模・適正配置に関する基本方
針」を策定後、小中学校保護者や地域コミュニティを対象とする教育懇談会を開催し、適正規模・適正
配置など望ましい教育環境について情報提供、意見交換を行った。
　私立高校の教育環境の整備充実や大迫高等学校の生徒確保支援のため補助金を交付した。
　良好な学習環境と安全・安心な学校運営のため、各学校からの要望も勘案し、施設の修繕・改修を実
施したほか、大迫中学校の屋外環境整備を行った。また、近年の猛暑に対応するため国の補助事業を活
用して市内小中学校と公立幼稚園にエアコンを設置し、教育環境の改善を図った。
　経済的な理由により就学が困難な児童生徒に対して就学援助費を給付した。また、就学に向けた支援
が必要な方を対象とした返還免除型の奨学金制度「はなまき夢応援奨学金」や「奨学金活用人材確保支
援事業補助金」による支援を行った。
　児童生徒の情報活用能力の向上及びＩＣＴを活用した授業を行うため、コンピュータ教室の機器更新
にあわせて学習用ノートパソコンをタブレット端末に更新するとともに、普通教室に無線ＬＡＮ環境を
整備した。また、タブレット端末を活用した効果的な学習活動による児童生徒の学力向上及び授業の効
率化のため、電子黒板や実物投影機などのＩＣＴ機器を整備した。
　スクールガードリーダーによる巡回指導及びスクールガード養成講習会を開催し、児童生徒の登下校
中の安全確保を行った。
　家庭・地域との連携による学校経営を推進するため、地域コーディネーターを配置した。
　中１ギャップの解消と９年間を見越した学力向上を図るため、小中連携教育を推進した。
　学校図書館の充実を図るため、学校図書館支援員を配置し、児童生徒が読書に親しみやすい環境づく
りに努めた。
　中学校１０校に部活動指導員を配置することで、生徒指導や教材研究などの時間を確保するなど教員
の働き方改革を推進した。

【就学前教育の充実】

　学校不適応児童生徒に対応するため、生徒支援員や教育相談員、スクールソーシャルワーカーを配置
し、教育相談や適応指導を行うとともに、特別な指導・支援を要する児童生徒へのきめ細やかな指導を
行うため、各学校にふれあい共育推進員を配置し、児童生徒が豊かな学校生活を送ることができるよ
う、子どもの心に寄り添うことに努めた。

１０　教育費

【家庭の教育力向上】
　家庭の教育力を高めるため、講演会の開催やニコニコガイドの発行を通じて保護者への啓発を行うと
ともに、子どもの基本的生活習慣を身につけるため親子で取り組むニコニコチャレンジや、保護者が保
育士の体験を行うニコニコせんせい体験を引き続き実施し、乳幼児の保育・教育に対する理解の促進に
努めた。

【豊かな人間性の育成】
　児童生徒の豊かな人間性・社会性を育むため、体験活動や地域学習活動を実施したほか、学校におけ
る復興教育への取組を支援し、復興・発展を支える児童生徒の育成に努めた。また、「花巻市いじめ防
止等のための基本的な方針」に基づき「花巻市いじめ問題対策連絡協議会」を開催し、関係機関との連
携を図るとともに、各学校では６月の「いじめ防止を考える日」に児童会や生徒会が主体となっていじ
めをなくすための取組を実践した。

【教育環境の充実】

　就学前教育の充実を図るため、就学前教育推進計画に基づき、はなまき保幼一体研修を実施し、専門
的知識及び技能を高め、職員の資質向上に努めた。また、幼児ことばの教室での個別指導を通じて子ど
もの発達に応じた支援を行った。
　花巻市アプローチカリキュラム及び花巻市スタートカリキュラムの周知・実践により、保幼こ小連携
を図り、小学校へのスムーズな接続ができるよう支援に努めた。

【特別支援体制の充実】
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【生涯学習の推進】
　市民一人ひとりが生涯にわたって学習ができる環境を充実させるため、生涯学園都市会館等における
各種講座の実施や各地域コミュニティが実施する地域生涯学習事業を支援するなど、多様な学習機会の
提供に努めた。また、ふれあい出前講座や生涯学習フェアまなび学園祭等の開催、はなまきまなびガイ
ドの運用等により、自主的な学習への取り組みを推進し、生涯学習活動の支援に努めた。

　市内にある文化財を保護し、併せて地域の振興を図るため、文化財の調査、管理、個人等が所有する
文化財の保存のための指導を行った。また、遺跡保護の周知や開発行為に伴う発掘調査に加え、花巻城
本丸跡の内容確認調査を実施したほか、文化財に関する理解と愛護の意識を高めるため、セミナーや講
演会の開催、説明板や遺跡標柱の設置等を行った。

　ユネスコ無形文化遺産「早池峰神楽」をはじめとする市内各地域に古くから伝承されてきた民俗芸能
の保存と活動を紹介するため、郷土芸能鑑賞会や青少年郷土芸能フェスティバルなど各種の鑑賞会事業
を開催し、伝承活動や後継者育成の支援に努めた。

【民俗芸能の伝承支援】

【文化財の保護と活用】

【生涯学習施設の整備】
　生涯学習及び地域づくり活動の拠点整備を図るため、東和コミュニティセンターの移転及び駐車場の
外構整備を行い、供用開始した。

【幼児教育環境の充実】

【児童生徒の学力・体力向上】
　「花巻市学力向上アクションプラン」に掲げる目標を達成するため、学力向上支援員を配置して学力
調査等の結果分析を行い、その結果に基づいて各校の取組を支援したほか、３０人以上の学級を有する
各校に、はなまき授業サポーター、中学サポーターを配置して、児童生徒へのきめ細やかな指導を行
い、一人ひとりの実態に応じた指導の充実を図った。
　小学校３年生から６年生の外国語活動においては異文化に触れる授業を実施するため、中学生の英語
においては語学力向上と国際理解、国際感覚の育成のため、外国語指導助手（ＡＬＴ）による外国語学
習を行ったほか、学校を巡回してＡＬＴとのコーディネートや教材についての助言を行う外国語教育支
援員を配置し、外国語活動の充実に努めた。
　体力向上のため、体力向上実践校を指定して基礎体力向上への取組を支援し、児童の運動への意識向
上を図った。

【生涯スポーツの推進】

　幼児教育の充実を図るため、令和元年１０月施行の幼児教育・保育の無償化の制度に適切に対応し、
幼稚園などの保育料及び預かり保育利用料等の無償化給付を行った。また、教育環境を整えるため、公
立幼稚園の保育室や職員室等にエアコンを整備し、夏季の熱中症対策等児童及び職員の健康保持に努め
た。

　市民の健康増進と体力づくりを図るため、早起きマラソンをはじめ、ニュースポーツ交流大会、子ど
もチャレンジランキング大会、イーハトーブレディース駅伝、イーハトーブ花巻ハーフマラソン大会を
開催するなど、各種市民スポーツ大会やスポーツ教室を開催し、市民がスポーツに接する機会を提供し
た。また、スポーツ推進委員や地域スポーツ普及員を配置し、だれでも親しめるニュースポーツの普及
を図り、生涯スポーツに取り組むきっかけづくりに努めた。

【競技スポーツの推進】
　市民の競技力、指導力の向上を図るため、スポーツ競技大会出場事業補助金をはじめ、各種団体に対
し補助金・負担金の交付を行った。また、はなまきベースボールフェスタを開催し、市民がスポーツに
接する機会を提供するとともに、競技スポーツに取り組むきっかけづくりに努めた。

【大規模スポーツ大会・合宿誘致の推進】
 大規模スポーツ大会・合宿誘致を推進し、スポーツ交流人口の拡大を図るため、はなまきスポーツコン
ベンションビューローへ支援を行うとともに、各競技協会などに積極的に誘致活動を行った。また、東
京２０２０オリンピックボート競技日本代表の事前合宿を田瀬湖ボート場で行うことが決定されたこと
に伴い、田瀬湖ボート場の備品整備を行い、日本代表の強化合宿をはじめ、各大学・高校等の合宿誘致
促進を図った。さらに、全国高等学校総合体育大会（インターハイ）ハンドボール競技を開催するた
め、実行委員会を設置し円滑な大会運営を行うため準備を進めた。
　市内スポーツ施設については、良好な利用環境を維持するとともに、大規模大会の誘致推進に向け、
各種スポーツ施設の施設整備に努めた。
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千円 ① 小中学校学区再編成等調査事業

527,337 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 私立高校振興事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

私立高校の教育環境の整備充実のため、私学助成を行う。

38

活力ある教育環境の創出を図るため、関係団体や地域住民等とともに
保育園、幼稚園、小中学校の望ましい在り方の検討を進める。

○現状認識のための関係者への情報提供　38千円
  花巻市立小中学校における適正規模・適正配置に関する基本方針を
策定し、各小中学校ＰＴＡに配布
　教育懇談会を14回開催

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県

私立高校の生徒数 人
目標値 720 720

実績値 636 594

私立高校に補助金を交付することで、教育環境整備の充実を図った。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

38

3,240 3,240

○私立高校振興事業補助　3,240千円
　私立高校の振興に対する補助金交付

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

花巻市立小中学校における適正規模・適正配置に関する基本方針を策
定後、小中学校の適正規模・適正配置に関する理解の深化を図るた
め、教育懇談会を開催し、大迫地域においては小学校統合による複式
学級の解消について合意を得た。

事務局費

地方債 その他 一般財源

事　業　内　容　説　明科　目 決算額

１０款１項２目
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

③ 児童・生徒表彰事業

【事業目的】

【事業内容】

（単位：人、団体）

【事業の成果】

④ 奨学金活用人材確保支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

補助金を交付した人数 人
目標値 11 10

実績値 8 7

奨学金の返還を補助することにより、優秀な人材が市外に流出するこ
となく市内に定着することとなり、人材の確保につながった。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

288 288

○ふるさと保育士確保事業補助　169千円
　市内認可保育園で勤務している保育士に返還金の半額を補助
○ふるさと奨学生定着事業補助　96千円
　市内大学を卒業後に市内に居住している者に返還金の半額を補助
○上記2つの補助金交付事務費　23千円

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

市内認可保育園等で勤務する保育士の確保及び市内大学卒業者の定住
促進のため、市奨学金の返還者へ支援を行う。

児童生徒栄誉賞受賞者数 人
目標値 400 400

実績値 393 360

児童生徒が互いに刺激を受け、向上心を高めることができた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

188 188

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

159 30 201

表彰基準：全国規模の大会で入賞、東北規模の大会で3位以内
　　　　　岩手県大会で1位または記録更新した者
　　　　　早起きマラソンの6年間または9年間皆勤賞
　　　　　伝統芸能の継承に取り組んだ者
　　　　　長年にわたり地域の福祉向上等に取り組んだ者など

計 238 46 76 360

94 12 74

中学校 142 37 13 192 65 18 127

小学校 96 9 63 168

分野別

個人

団体数

スポーツ 文化 善行・努力 計
団体に属
する個人

１０款１項２目

事務局費

知・徳・体のバランスのとれた児童生徒の育成に寄与するため、体
育・文化・努力及び模範的分野の活動において、顕著な成績を収めた
児童生徒を表彰する。

○児童・生徒栄誉賞授与　188千円
　児童生徒の体育・文化等の対外的活動において、花巻市の教育向上
に資する顕著な成果を収めたものについて、その栄誉を讃えることを
目的に児童・生徒栄誉賞を授与
　・期日　令和2年2月5日（水）各校を巡回して表彰を実施
　・受賞者数　下表のとおり
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

⑤ はなまき夢応援奨学金事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑥ 就学援助事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

就学援助認定者数
（要保護・準要保護・被災・特別支援）

人
目標値 763 695

実績値 606 607

学用品費、修学旅行費、学校給食費等の支給を行うことで、保護者の
就学に係る経済的な負担を軽減した。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

46,005 3,422 42,583

○要保護及び準要保護児童生徒就学援助費　40,310千円
　内訳：小学校19,027千円、中学校21,152千円、事務的経費131千円
　経済的理由により就学困難な児童生徒の保護者に対し、学用品費、
修学旅行費、学校給食費等を支給
○被災児童生徒就学援助費　836千円
　内訳：小学校713千円、中学校123千円
　東日本大震災で被災し、経済的理由により就学に支障があると認め
られる児童生徒の保護者に対し、学用品費、修学旅行費、学校給食費
等を支給
○特別支援教育就学奨励費　4,859千円
　内訳：小学校3,029千円、中学校1,830千円
　特別支援学級へ就学する児童生徒の経済的負担を軽減するため、学
用品費等を支給

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

経済的理由により児童生徒を就学させることが困難な保護者、東日本
大震災で被災した児童生徒の保護者及び特別支援学級へ就学している
児童生徒の保護者の経済的負担軽減のため、就学に要する費用の一部
を援助する。

返還免除となった要自立支援者の人数 人
目標値 1

実績値 2

生活保護世帯等の生徒に、卒業後市内に居住する期間は返還免除とな
る奨学金を貸与することで、大学等への進学につなげることができ
た。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

506 506

○はなまき夢応援奨学金　480千円
　対象：生活保護世帯、児童養護施設入所者、ひとり親家庭で非課税
　　　　世帯、特別支援学校高等部在籍者のいずれかに該当し、
　　　　高等学校などを卒業後、大学・短期大学・専修学校専門課程
　　　　等に進学し、卒業後に市内に居住する意思を持つ者
○奨学金貸与にかかる事務経費　26千円

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

１０款１項２目

事務局費

経済的な事情により就学に向けた支援が必要な者を後押しするため、
返還免除のある奨学金により経済的支援を行う。
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

⑦ 岩手県立大迫高等学校生徒確保対策事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 学力向上推進事業

119,955 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

学習定着度状況調査の到達度（中学校） ％
目標値 63.0 55.0

実績値 55.8 53.6

学習定着度状況調査の到達度（小学校） ％
目標値 73.0 65.0

実績値 62.9 61.4

学力向上支援員による学力調査結果の詳細な分析に基づき、授業力向
上のための助言や指導を実施するとともに、はなまき授業サポーター
や中学サポーターを配置して少人数指導の充実を図ることで、基礎学
力の向上が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

19,636 1,331 18,305

児童生徒の学力向上を図るため、きめ細かな指導の充実と教師の資質
向上に資する事業を行う。

○学力向上支援員　2,248千円
　学力調査等の結果を分析し、各校の学力向上の取組を支援する支援
員1人を配置
○はなまき授業サポーター　7,934千円
　児童の学力を向上させるため、30人を超える学級を有する小学校に
授業サポーターを配置　6校に8人配置
○中学サポーター　3,012千円
　生徒の学力を向上させるため、30人を超える学級を有する中学校に
中学サポーターを配置　3校に3人配置
○学習定着教材の活用　649千円
　中学校数学の学力向上のため、モデル校における中学1,2年生の授
業補充教材として「Ｇアップシート」を活用
○到達度学力検査　2,149千円
　児童生徒の学力を把握するため、全国的に用いられている到達度学
力検査を実施
○知能検査　981千円
　個々に応じた学習指導の充実を図るため、到達度学力検査と相関す
る知能検査を実施
○漢字能力検定料助成　2,663千円
　読解力向上と家庭学習の習慣、動機付けを図るため、小学5,6年生
を対象に受検手数料（年1回分）を全額助成

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

全国から高校生おおはさま留学生を募集して受け入れ、岩手県立大迫
高等学校の生徒確保が図られた。

１０款１項３目

教育研究費

4,537 4,537

○高校生おおはさま留学生の受け入れ　4,537千円
　ホテルベルンドルフの客室を学生寮として提供したほか、寮長や生
活支援員を配置し留学生の生活全般を支援

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

１０款１項２目

事務局費

岩手県立大迫高等学校の生徒確保のため、全国から高校生おおはさま
留学生を募集して受け入れる。
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

② 学校安全確保事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

③ 特別支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

不登校生徒出現率（中学校） ％
計画値 1.84 2.50

実績値 3.06 3.13

不登校児童出現率（小学校） ％
目標値 0.22 0.30

実績値 0.35 0.42

特別な支援を必要とする児童生徒への支援策として、ふれあい共育推
進員を配置し、当該児童生徒が安心して学校生活を送れる環境を整え
た。また、教育相談員、生徒支援員及びスクールソーシャルワーカー
が連携・協力し、学校不適応の状況が見られる児童生徒への支援を行
い、不登校等の状況の改善に努めた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

66,281 57,700 8,581

特別な支援を必要とする児童生徒が生き生きと学校生活を送ることが
できるよう、生活・学習支援を行うとともに、不登校・不登校傾向に
ある児童生徒への登校支援を行う。

○ふれあい共育推進　34,275千円
　特別な支援が必要な児童生徒に対し支援を行うふれあい共育推進員
を配置　小学校18校・中学校11校へ47人配置
○特別支援体制の推進　2,105千円
　障がいのある児童生徒への教育支援体制の推進
○学校適応支援　20,197千円
　問題を抱える児童生徒及び保護者への教育相談や、特別な支援が必
要な児童生徒に関する巡回指導等のため、教育相談員（5人）、ス
クールソーシャルワーカー（2人）及び生徒支援員（5人）を配置
○ことばの教室巡回指導　9,704千円
　「ことばの教室」での指導を必要とする児童に対する巡回指導のた
め、ことばの教室巡回指導員（4人）を配置

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

児童生徒を取り巻く様々な危険に対応するため、スクールガードリー
ダーによる学校への巡回や地域ボランティアの養成を行い、地域社会
全体で学校安全に取り組む体制の整備を図った。

479 306 173

○学校安全体制整備　479千円
　スクールガード・リーダーによる巡回指導　248回
　スクールガード養成講習会の実施　6回

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

１０款１項３目

教育研究費

児童生徒の登下校中の安全確保のため、学校安全体制に関わる組織を
構築し、より効果的な安全指導や見守り活動を展開する。
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

④ まなび交流学習事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑤ 家庭教育力向上事業

【事業目的】

【事業内容】

　

【事業の成果】

基本的生活習慣が身についている子ども
の割合

％
目標値 80.0 80.0

実績値 81.9 78.3

就学前教育振興会議を開催し、就学前の子どもの様子と市が目指す子
どもの育成像を園、小学校、家庭、地域等と共有することで効果的に
事業を進めることができた。また、親子で目標を決めて家族で一緒に
取り組む「家族でニコニコチャレンジ」は、就学前の子どもが基本的
生活習慣を身につけるための家庭での意識付けにつながった。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

599 599

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

就学前教育の充実のため、家庭、保育園・幼稚園、認定こども園、小
学校及び地域が連携して心身ともに健全な子どもを育成できるよう支
援、情報提供を行う。

○就学前教育振興会議の開催
　市教委、関係課、校長会、保育園・幼稚園等園長及び保護者代表に
よる懇談
○保護者代表者交流会の開催　4千円
　市教委・各園保護者代表者による懇談
○保護者、家庭の教育力を高めるための情報提供　595千円
　事例集（ニコニコガイド）の発行による情報提供、保護者対象講演
会等の実施
○家族でニコニコチャレンジの実施
　年長児の各家庭で基本的生活習慣の定着に向けた親子での取組
　年2回実施
○ニコニコせんせい体験の実施
　保護者の保育士体験を通して子どもとの関わり方等の助言

（単位：千円）

授業を受けて良かったと考えた児童の割
合

％
目標値 95.0 95.0

実績値 96.8 95.9

小規模校では体験できない集団活動（特に体育や音楽の合唱、総合的
な学習や外国語活動の授業におけるグループ活動等）を通して、児童
が互いに刺激を受けて学び合う様子が見られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

67 67

複式学級に在籍する児童に、発達段階に応じた学びの場を提供するた
め、集団で行う実技教科等を適正な人数で体験させる。

○まなび交流学習支援　67千円
　小規模校と中規模校間で、音楽、体育、総合的な学習の時間等で行
う交流学習を支援
　笹間第一小学校と笹間第二小学校　4回
　大迫小学校と内川目小学校と亀ケ森小学校　4回

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

１０款１項３目

教育研究費
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

⑥ はなまき保幼一体研修事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑦ 幼児ことばの教室事業

【事業目的】

【事業内容】

7,192 7,192

○幼児ことばの教室の運営　7,192千円
　・ことばの巡回検査
　　幼児ことばの指導員が市内の保育園・幼稚園等へ計画的に巡回
  検査を実施
　・対象幼児及び保護者への指導
　　対象児個々の状況に応じた指導計画に基づいた指導と、家庭で
  の取組を指導
　・保護者からの相談への対応
　　ことばに関わる子どもの保護者からの相談により、必要に応じ
　　て指導、他機関等へ紹介
　・幼児ことばの教室の周知
　　案内リーフレットの作成と配布、保護者対象説明会の実施

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

発音や吃音などのことばに課題がある就学前の子どもが表現能力を十
分発揮できるようにするため、ことばに関する課題を早期に発見し、
一人ひとりの発達を考慮した指導を行う。

研修会の満足度 ％
目標値 90.0

実績値 97.0

保育者の資質向上につながる研修を企画・運営することで、就学前教
育の充実につながった。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

157 157

○公開保育研修
　園内での保育公開と振り返り研修
○市内保育園・幼稚園等保育技術研修会　20千円
　保育技術向上に関する講演、意見交換等
○市内保育園・幼稚園等職員研修　70千円
　新規採用保育者、5年目保育者、食育担当者など園職員対象の研修
○専門研修　60千円
　市内全園職員を対象とした専門的内容研修
○保幼こ小連携研修
　保幼こ小連携の先進地事例関係者による講義、情報交換
○講師費用弁償　7千円

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

１０款１項３目

教育研究費

市内保育園、幼稚園等の職員の資質を向上し、就学前の保育・教育の
充実や小学校へのスムーズな接続を図るため、研修を行う。
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

【事業の成果】

⑧ 体力向上実践推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑨ 教科用図書採択事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】
花巻市・北上市・西和賀町の2市1町で構成する花巻・北上地区教科用
図書採択協議会の設置により、円滑に採択事務を進めることができ
た。

1,692 1,692

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

教科用図書の採択を適正に行い、教師用教科書及び指導書を購入し、
配付する。

○花巻・北上地区教科用図書採択協議会負担金　200千円
　小学校全教科と中学校社会（歴史）の教科書の採択のため、花巻・
北上地区教科用図書採択協議会に負担金を支出
○教師用教科書及び指導書の購入　1,492千円
　中学校道徳の教師用教科書及び指導書を購入

実績値 3 3
自校で設定した目標値を達成した実践校 校

目標値 3 3

児童生徒が成長する過程で、いかなる競技種目を選択しても有益な成
果が期待できる、基礎的な体力向上を目指すことができた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

128 128

○実践校の事業支援　128千円
　実践校（3校）を指定し、各校の特色を生かした基礎体力向上のた
めの取組を支援
　・実践校　　若葉小学校、南城小学校、大迫小学校
　・取組内容　講師を招いてのスポーツ教室、水泳指導や縄跳び、
　　　　　　　業間マラソン等

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

児童生徒の基礎体力の向上を図るため、実践校を指定し、その取組を
支援する。

指導終了幼児の割合 ％
目標値 88.0 88.0

実績値 85.8 75.7

１０款１項３目

教育研究費 ことばに課題がある子どもを早期に発見し、一人ひとりに応じた相
談・指導を実施したことで、子どもの発音・発語が改善され、言語表
現力の向上につながった。指導の継続が必要な子どもについては、切
れ目のない指導ができるよう小学校の「ことばの教室」にこれまでの
指導内容の引継ぎを行った。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

⑩ 学校地域連携事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑪ 小中連携強化事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

学校生活が充実していると答えた生徒の
割合

％
目標値 95.0 95.0

実績値 90.7 94.6

児童生徒、教師、ＰＴＡが小・中学校の垣根を越えて交流・連携する
ことにより、小・中学校の取り組みにつながりが作られ、円滑な接続
を図ることができた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

75 75

○実践校の取組支援　75千円
　小中連携実践校を指定し、小中連携教育を支援
　・実践校　　太田小学校、笹間第一小学校、笹間第二小学校、
　　　　　　　西南中学校
　・取組内容　小中合同の研修会や情報交換会の実施、児童生徒間
　　　　　　交流、家庭学習強化週間の設定、小中合同地区懇談会の
　　　　　　開催等

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

中学校入学に伴う生活環境の変化により発生する「中1ギャップ」の
解消と学力向上のさらなる推進のため、小中連携教育実践校を指定
し、その取組を支援する。

学校の生活が楽しい（充実している）と
答えた児童生徒の割合

％
目標値 95.0 95.0

実績値 94.7 94.9

各学校や地域の実態を踏まえた特色ある事業が展開され、地域の教育
力を学校教育に生かすことができた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

2,660 2,488 172

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

教育研究費

学校・家庭・地域が一体となって地域ぐるみで子どもを育てるため、
家庭・地域による学校経営を推進する。

○運営委員会の設置　60千円
　関係機関・団体等との連携方策、地域の協力者の人材確保方策の検
討等
○教育活動支援　2,600千円
　3つの小中学校区に地域コーディネーターを配置し、地域と学校の
連携・協働による学校支援活動を実施

１０款１項３目

- 140 -



事　業　内　容　説　明科　目 決算額

⑫ 学校図書館支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑬ キャリア学習支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

友達に対して思いやりのある言動をして
いると答えた児童生徒の割合

％
目標値 93.0 93.0

実績値 94.3 93.6

自分が住んでいる地域には良いところが
あると思うと答えた生徒の割合(中学校)

％
目標値 87.0

実績値 86.0 85.0

自分が住んでいる地域には良いところが
あると思うと答えた児童の割合(小学校)

％
目標値 95.0

実績値 94.0 92.0

地域の人材の活用や伝統文化の体験を通じて、普段受け身の学習が多
い児童生徒が自ら学び、考える機会となった。
また、震災と向き合うことで、命の大切さを実感するとともに、自分
自身が地域や社会との関わりの中で生きていることを学ぶことができ
た。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

6,596 1,300 5,296

○体験的な学習の充実　6,376千円
　各小・中学校が総合的な学習の時間に農業体験、伝統芸能継承活
動、職業体験、福祉体験、被災地訪問や防災に関する授業等を実施
○生徒会ボランティア活動支援　220千円
　各中学校生徒会が自ら企画・実施するボランティア活動（学区内の
ごみ拾い、福祉施設での清掃、交流等）に対する支援

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

自ら学び、考え、主体的に判断し、よりよく問題を解決する力（生き
る力）の育成を図るため、市内外における各種活動を支援する。

学校の図書館（図書室）や地域の図書館
に週１回以上行く生徒の割合（中学校）

％
目標値 8.0 13.0

実績値 12.0 12.0

学校の図書館（図書室）や地域の図書館
に週１回以上行く児童の割合（小学校）

％
目標値 36.0 36.0

実績値 34.0 35.0

学校図書館支援員が各小中学校を巡回し図書整備や運営を指導するこ
とにより、市内の学校図書館の読書環境の向上を図った。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

2,420 2,420

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

１０款１項３目

教育研究費

児童生徒の健全な教養の育成と教育課程の幅広い展開に寄与するため
学校図書館の充実を図る。

○学校図書館巡回支援　2,420千円
　各小中学校を巡回しての図書整備及び利用等の運営に関する助言指
導を実施
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

⑭ 部活動適正化促進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 小学校施設維持事業

861,663 【事業目的】

【事業内容】

前年度繰越事業（繰越明許費）

【事業の成果】

各小学校から要望のあった箇所の修繕、老朽化している施設の改修工
事のほか、各小学校にエアコンを設置し、教育環境の向上及び施設の
長寿命化を図った。

560,089 133,514 418,800 7,775

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

45,331 28,700 1,800 14,831

○病害虫防除業務　2,154千円
　・病害虫の防除及び樹木等伐採業務
○補修資材　489千円
　・校舎、校庭等の補修資材（砂、繊維ネット、側溝蓋等）購入
○消耗品　39千円
　・施設修繕部品
○小学校施設大規模改造　42,649千円
　・矢沢小学校の校舎外壁維持改修工事
　・花巻小学校の校舎外壁修繕業務
　・大迫小学校の屋内プール屋根改修工事
　・宮野目小学校の屋外相撲場解体業務
　・桜台小学校、石鳥谷小学校の放送設備更新業務
　・宮野目小学校の電話設備更新業務
　・花巻小学校の身障者用トイレ改修業務
○非構造部材耐震化（繰越明許費）　35,464千円
　・若葉小学校、宮野目小学校、桜台小学校、大迫小学校の非構造
    部材耐震化工事（体育館の照明器具落下防止）
○小学校施設大規模改造（繰越明許費）　524,625千円
　・全19校へのエアコン設置工事
　・八幡小学校の法面改修工事

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

１０款２項１目

小学校管理費

良好な学習環境と安全・安心な学校運営のため、施設の維持管理・長
寿命化を図る。

部活動指導員の配置により教員の長時間
勤務が縮減された学校

校
目標値 1 11

実績値 1 10

「花巻市部活動等の在り方に関する方針」の浸透による活動時間等の
適正化と併せ、部活動指導員を配置したことにより、教員の多忙化解
消に寄与した。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

3,258 2,118 1,140

１０款１項３目

教育研究費

成長期の生徒の部活動と休養のバランスを取るとともに、部活動指導
員の配置により教員の負担を軽減する。

○部活動指導員の配置　3,258千円
　実技指導や大会引率を行う部活動指導員を中学校に配置　10校に20
人

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

千円 ① 小学校外国語教育推進事業

244,383 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 中学校施設維持事業

460,016 【事業目的】

【事業内容】

前年度繰越事業（繰越明許費）

【事業の成果】

各中学校から要望のあった箇所の修繕、老朽化している施設の改修工
事のほか、各中学校にエアコンを設置し、教育環境の向上及び施設の
長寿命化を図った。

265,140 60,251 200,100 4,789

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

16,561 13,700 2,861

良好な学習環境と安全・安心な学校運営のため、施設の維持管理・長
寿命化を図る。

○病害虫防除業務　1,536千円
　・病害虫の防除及び樹木等伐採業務
○補修資材　80千円
　・校庭の補修資材（砂）購入
○消耗品　36千円
　・施設修繕部品
○中学校施設大規模改造　14,909千円
　・矢沢中学校、湯本中学校の校舎外壁修繕業務
　・花巻北中学校の屋内運動場屋根塗装工事
○中学校施設大規模改造（繰越明許費）　265,140千円
　・全11校へのエアコン設置工事

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

各小学校に外国語指導助手（ＡＬＴ）を派遣し、ネイティブスピー
カーと接することにより、外国語学習に対する興味・関心を高めた。

１０款３項１目

中学校管理費

29,662 12,000 17,662

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

小学校教育振興費

外国語を学ぶ素地や国際理解力を養うため、外国語指導助手（ＡＬ
Ｔ）を派遣して外国語学習、異文化に触れる授業を行う。

○小学生外国語教育推進　27,215千円
　各小学校に外国語指導助手（ＡＬＴ）を派遣　6名
　3・4年生　各学級年間 35時間
　5・6年生　各学級年間 70時間
○外国語教育支援員の配置　2,447千円
　外国語教育に不慣れな小学校教諭の支援のため、市内小学校を巡回
する支援員を配置　1名

１０款２項２目

- 143 -



事　業　内　容　説　明科　目 決算額

千円 ① 中学校外国語教育推進事業

122,615 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 大迫中学校校舎改築事業

78,626 【事業目的】

【事業内容】

前年度繰越事業（繰越明許費）

【事業の成果】
自転車置場や屋外照明の設置のほか、校地内通路の舗装等を行い、安
全で快適な教育環境の向上を図った。

19,444 19,400 44

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

59,182 58,700 482

老朽化した大迫中学校校舎の安全確保のため、学校の適正規模を見通
し、安全・快適な教育環境を整備する。

○大迫中学校校舎改築　59,182千円
　自転車置場棟建築工事
　屋外照明等設置工事
　屋外環境付帯工事（外周通路等舗装、側溝整備）
○大迫中学校校舎改築（繰越明許費）　19,444千円
　屋外環境付帯工事（法面整備、階段設置、中央部通路舗装、側溝整
備）

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

担当教諭と外国語指導助手（ＡＬＴ）の協力・連携によるティーム
ティーチングにより、授業内容の充実が図られた。併せて英語検定の
助成実施により、生徒の学習意欲を高めた。

１０款３項３目

中学校建設費

24,172 10,300 13,872

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

生徒の語学力の向上のため、外国語指導助手（ＡＬＴ）を派遣して授
業を行うほか、英語検定の受検費用を助成する。

○中学生外国語教育推進　18,069千円
　各中学校に外国語指導助手（ＡＬＴ）を派遣　4名
　英語指導、スピーチ・コンテスト指導、英語教員の研修補助、学習
教材の作成等
○英語検定助成　6,103千円
　各中学校で実施する英語検定の受検手数料の全額（年1回分）を助
成
　英語検定問題集を各中学校で購入

（単位：千円）

１０款３項２目

中学校教育振興費
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

千円 ① 幼稚園教育環境充実事業

196,725 【事業目的】

【事業内容】

前年度繰越事業（繰越明許費）

【事業の成果】

千円 ① 生涯学習講座開催事業

693,109 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

受講者アンケートによる、もっと学んで
みたいと思う人の割合

％
目標値 90.0 90.0

実績値 99.1 92.0

生涯学習のきっかけづくりや学習機会を提供する各種講座の開催を通
じて、自主的学習への関心が高まっている。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

21,439 7,994 13,445

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

社会教育総務費

市民の生涯学習のきっかけづくりや学習機会の増加を図るため、生涯
学習講座を開催する。

○まなび学園・総合支所の学習講座、振興センターの事業支援
21,439千円
　富士大学花巻市民セミナー、振興センター生涯学習、高齢者学級、
女性学級、市民講座、地域支援室生涯学習事業ほか　36講座307回

（単位：千円）

市内私立幼稚園に対し、幼稚園就園奨励費補助金、私立幼稚園運営事
業補助金・預かり保育事業補助金を交付し、教育環境の改善を図った
ほか、公立幼稚園にエアコンを設置し、児童の安全を確保した。ま
た、令和元年10月から始まった幼児教育・保育の無償化に伴い、私立
幼稚園無償化等の給付を行い、保護者の経済的負担の軽減を図った。

１０款５項１目

10,854 2,854 7,800 200

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

110,921 61,730 8,000 41,191

幼児教育の充実を図るため、幼稚園における教育環境の整備を行う。

○私立幼稚園就園奨励事業　30,074千円
　幼児教育振興のため就園経費の一部を補助　交付件数415件
○私学運営補助　10,490千円
　私学振興のため私立幼稚園運営費・預かり保育事業費の一部を補助
　交付園数5園
○私立幼稚園無償化給付事業　60,959千円
　10月より私立幼稚園の入園料、保育料を無償化　交付園数8園
○私立幼稚園預かり保育利用料補助　7,899千円
　10月より私立幼稚園等の預かり保育利用料を補助
　交付園数14園
○幼稚園維持修繕　1,499千円
　屋外遊具補修・購入（花巻）、預かり保育室カーテン設置（花巻）
○公立幼稚園エアコン整備（繰越明許費）　10,854千円
　エアコン未整備保育室へエアコン設置（花巻・土沢）

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

１０款４項１目

幼稚園費
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

② 生涯学習活動支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

③ 青少年活動推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

成人式アンケートの満足度（新成人） ％
目標値 90.0 90.0

実績値 98.5 95.4

青少年体験学習参加者数 人
目標値 110 110

実績値 75 76

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

青少年体験活動事業の実施や青少年関係団体への支援、ボランティア
グループの活動誘導を通じて、地域のリーダー等の育成を図った。

2,263 2,263

○青少年体験活動　218千円
　はなまき！おもしろ探検隊開催　参加者　延べ103人
○家庭教育支援講座　105千円
　赤ちゃん教室　参加者　8家族　24人
　まごまごしない“孫”育て講座　参加者　15人
　親子で作ろう！段ボールde秘密基地　参加者　3家族　11人
○青少年関係団体への補助　390千円
　青少年育成に取り組む団体の活動へ補助
　交付先：ガールスカウト岩手県第５団、花巻少年少女発明クラブ、
　花巻市青少年育成市民会議
○成人式の開催　1,550千円
　成人の意義を改めて考え、新成人を祝うとともに、郷土の素晴らし
　さを認識する機会として開催　参加者数　706人

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

児童・生徒・青年の健全育成を図るため、体験活動の場の提供や青少
年関係団体への支援を行うとともに、成人式を開催する。

実績値 7 14

受講者アンケートによる、もっと学んで
みたいと思う人の割合

％
目標値 90.0 90.0

実績値 99.1 92.0

生涯学習講師新規登録者数 人
目標値 14 14

生涯学習のきっかけづくりとして多様な学習機会の提供を行ったこと
により、市民の主体的・自主的に学ぶ意欲が高まっている。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

5,857 5,857

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

１０款５項１目

社会教育総務費

市民の自主的な生涯学習の活動を支援するため、学習機会と発表の場
を提供する。

○ふれあい出前講座　1,838千円
　市民の主体的な学習活動へ講師を派遣　432回開催
○生涯学習フェア（まなび学園祭）開催　3,713千円
　生涯学習の成果発表の場として開催　展示59団体、舞台16団体
○まなびキャンパスカード発行　121千円
　児童生徒・富士大生の市内文化・体育施設の入館料等を減免
　利用児童生徒数　11,826人　保護者数　2,044人　合計　13,870人
○学習資源検索システム（はなまきまなびガイド）の運用　185千円
　指導者など市内の学習資源をホームページで紹介
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

④ 芸術文化推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑤ 先人顕彰推進事業

【事業目的】

【事業内容】

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

郷土の先人の業績を広く紹介するため、市内施設で企画展を開催す
る。

実績値 222 133

市民芸術祭参加者数及び入場者数 人
目標値 12,000 12,000

実績値 13,736 14,419

小学生アートセミナー参加者数 人
目標値 120 120

3,123 1,000 2,123

○共同企画展開催　3,123千円
　12月7日から令和2年1月26日まで
　　開催館：5館（花巻新渡戸記念館、萬鉄五郎記念美術館、花巻
　　市博物館、総合文化財センター、高村光太郎記念館）

○先人ギャラリー展
　令和2年1月18日から2月19日まで
　　開催館：4館（まなび学園、大迫図書館、石鳥谷図書館、東和
　　図書館）

子供たちが芸術文化に触れる機会を提供し、また市民芸術祭などによ
る文化活動の発表の場や鑑賞機会の提供、芸術文化団体への支援を行
うことにより、市民が日常的に芸術文化に親しむ環境が整い芸術文化
活動の充実が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

6,745 6,745

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

１０款５項１目

社会教育総務費

市民が身近な場所で気軽に芸術文化に親しむ環境をつくるため、芸術
文化活動の場や作品の鑑賞機会を提供するとともに、芸術文化活動に
取り組む環境をつくるため、芸術文化活動団体への支援を行う。

○小学生のためのアートセミナー開催　64千円
　小学生の芸術文化活動の充実（染物体験、壁掛け傘作り、小さなミ
ニツリー作り）
○作品展示用物品購入等　138千円
○市民芸術祭事業の支援　3,888千円
　合同開幕祭、合同文芸大会、各地区ごとの芸術祭開催への補助
　交付先：花巻市民芸術祭実行委員会
○市芸術協会事業の支援　2,416千円
　市内4地区の芸術文化団体で組織する協会の活動への補助
　交付先：花巻市芸術協会
○芸術文化全国大会等出場の支援　239千円
　芸術文化関係全国大会出場への補助
　交付先：花巻北高等学校（放送部・書道部）
　　　　　花巻農業高等学校（放送部）
　　　　　花巻南高等学校（囲碁部・将棋部）
　　　　　花北青雲高等学校（文芸部）
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

【事業の成果】

⑥ 視聴覚教育推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑦ 学校文化活動事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】
発表の場を提供するなどの連盟の取組に対し補助金を交付し、小中学
校における文化活動を支援することで、感情や情緒を育み、心を豊か
にする情操教育の充実を図った。

551 551

○花巻市中学校文化連盟事業補助　360千円
　市中学校文化連盟が実施する各種事業に対し補助金を交付
○コンクール等出場経費の補助　191千円
　市内小中学校の文化部等の大会出場経費の一部を補助

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

児童生徒の文化活動の振興・発展を図るため、補助金を交付し支援す
る。

視聴覚資料を活用した観覧者数 人
目標値 6,900 7,500

実績値 7,593 6,988

市民の生涯学習の機会を広げるため、視聴覚資料の利用促進の広報を
行ったことなどにより、資料を用いた生涯学習の場を提供することが
できた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

2,803 2,803

○視聴覚教育の推進　2,803千円
　視聴覚資料の貸出、16ミリ映写機操作技術講習会、16ミリ映写機保
守点検、こども映画会、夏・冬・春休みこども映画会、読書週間時映
画会、休日ほっと映画会等を実施

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

市民が生涯にわたって学ぶ習慣を身につけるため、良質な資料を提供
し自主的な生涯学習活動を支援するとともに、視聴覚学習の場を提供
する。

共同企画展入場者数 人
目標値 5,000 5,000

実績値 4,029 3,239

１０款５項１目

社会教育総務費 郷土の先人を紹介し、顕彰する機会を設けることにより、地域の文化
や歴史について市民の意識醸成を図った。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

⑧ 東和コミュニティセンター整備事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑨ 生涯学習施設整備事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 自治公民館整備事業

7,820 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

公民館費

10,741 10,200 541

整備された公民館等の数 館
目標値 11 20

実績値 11 19

地域の施設が整備充実されたことにより、生涯学習活動や地域活動の
活性化のための環境が整えられた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

7,820 700 7,120

○生涯学園都市会館大規模改修実施設計業務委託　8,635千円
○石鳥谷生涯学習会館トイレ洋式化実施設計業務委託　2,106千円

施設整備により、各種生涯学習や交流活動の拠点として、東和地域の
地域づくり活動の環境充実が図られた。

コミュニティ活動の推進を図るため、地域づくりの場である自治公民
館施設の整備を支援する。

○自治公民館整備事業補助　7,820千円
　自治公民館改修（水洗化を含む）事業に対し、補助金を交付
　補助金交付 19館

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

１０款５項２目

445,234 420,800 24,434

生涯学習の活動拠点施設の適正な整備修繕等を行うための実施設計が
完了した。

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

社会教育総務費

東和地域における生涯学習及び地域づくりの充実を図るため、東和コ
ミュニティセンターを整備する。

○新築工事　383,086千円
○新築工事監理業務　9,936千円
○外構工事　30,882千円
○備品購入等　21,330千円

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

　生涯学習拠点施設である生涯学園都市会館（まなび学園）及び石鳥
谷生涯学習会館の長寿命化及び利用者の利便性向上を図るため、計画
的な修繕を行う。

１０款５項１目
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

千円 ① 読書活動推進事業

206,038 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 図書館整備事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】
新花巻図書館整備基本計画の策定に向けて、候補地の検討や複合施設
として整備する場合についてアドバイスを得た。

5,047 5,047

○新花巻図書館整備事業　5,047千円
　図書館アドバイザー謝礼（大学教授）　23千円
　先進地視察旅費　93千円
　新花巻図書館整備アドバイス業務　4,931千円

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

生涯学習の拠点施設として、知識の向上や心の豊かさを求める市民
ニーズに的確に対応できる機能を備えた新しい図書館を整備する。

99.5

読み聞かせ参加者数 人
目標値 2,000 2,100

実績値 2,132 1,591

読書習慣の定着化のため、みんなでライブラリーやボランティア団体
等を対象としたスキルアップ講座の開催、乳幼児親子への読書指導や
乳幼児から小学校低学年を対象とした読み聞かせを実施し、子どもが
自主的に読書に親しむ環境づくりが図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

ブックスタート・ブックスタートプラ
ス・フォローアップ参加率

％
目標値 99.0 99.0

実績値 97.8

6,662 6,662

○ブックスタート及びブックスタートプラス事業　1,717千円
　4か月児離乳食教室及び1歳6か月児健診の際に絵本を贈り、読み聞
かせを実施
○読み聞かせ事業　4,664千円
　図書館司書の配置及び乳幼児親子から小学校低学年を対象とした読
み聞かせの実施
○花巻市みんなでライブラリー事業　181千円
　小学生から高校生とその保護者を対象に、読書習慣の定着化や図書
館の活用方法の周知、本と親しむ喜びなどを体得するために開催
○読書活動推進スキルアップ講座　78千円
　読書活動を行っている個人や団体等のスキルアップを図るため、講
座を開催
○読書おもいで帳の発行　22千円
　読書おもいで帳を市内の乳幼児から中学生を対象に、希望者へ発行

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

１０款５項３目

図書館費

本に親しむ環境づくりや読書活動推進のため、読み聞かせ等の活動、
人材育成を行う。また、第三次花巻市子ども読書活動推進計画に基づ
き、読書おもいで帳の発行など更なる読書活動の推進を図る。
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

千円 ① 芸術文化推進事業

238,647 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 文化会館施設改修事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】
利用者の安全性の向上のため、大ホール反射板及び幕を更新し、雨漏
り対策として会議室上部の防水と大ホール外壁の修繕を実施した。

105,905 100,600 5,305

○文化会館施設改修　105,905千円
　大ホール舞台機構（反射板）更新　39,960千円
　大ホール舞台機構（幕）更新　41,140千円
　会議室棟上部防水及び大ホール外壁（南・西面）修繕　24,805千円

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

利用者の安全確保と、建物の長寿命化を図るため、文化会館施設改修
を実施する。

文化会館一般鑑賞事業に満足した、ほぼ
満足したと回答した市民の割合

％
目標値 90.0 90.0

実績値 93.1 77.6

優れた舞台芸術を鑑賞する機会を提供して、市民の芸術文化活動、余
暇活動の充実の一助となった。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

22,718 10,793 11,925

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

文化会館費

市民に優れた舞台芸術の鑑賞機会を提供するため、主催事業を実施す
る。

○文化会館自主事業公演　22,718千円
　一般鑑賞事業：4事業5公演（ぎんどろ寄席、花巻市民劇場、演劇、
音楽）　入場者数1,533人
　団体鑑賞事業：4事業16公演（小学校低学年・高学年、中学校、高
等学校）　入場者数10,059人

（単位：千円）

１０款５項４目
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

千円 ① 宮沢賢治普及・啓発事業

36,032 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】
宮沢賢治に関する資料が収集・保存、情報提供され、宮沢賢治イーハ
トーブ館が情報拠点として重要な役割を果たした。また、セミナーや
研究会、企画展等の開催により、賢治の調査研究が進められ、賢治に
関心を持つ人たちの交流が深められた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

セミナー出席者数 人
目標値 500 500

実績値 677 540

入館者数 人
目標値 30,000 28,000

実績値 26,085 26,828

宮沢賢治・西域地
誌　―中央アジア
のイーハトーブ―
へのお誘い

7/2～R2/3/1

宮沢賢治の西域に関する知見を
当時の学術雑誌や書籍等から探
りまとめたパネルと、西域イ
メージをより豊穣にするべく現
地写真を併せて展示

○宮沢賢治学会イーハトーブセンター運営補助  8,972千円
　宮沢賢治学会イーハトーブセンターが実施する賢治に関する資料の
収集・保存及び情報提供、セミナー・研究発表会・シンポジウム・研
修会等の開催、宮沢賢治賞・イートーブ賞選考等に要する経費への補
助

○企画展の開催　986千円

企画展示名 会期 内容

１０款５項６目

宮沢賢治イーハ
トーブ館費 宮沢賢治の人と作品に対する理解を深めるとともに、研究者・愛好者

の交流を深めるため、宮沢賢治に関する資料を収集・保存し、情報を
提供するとともに、セミナーや研究発表会、シンポジウム、研修会、
企画展等を開催する。

9,958 9,000 958

※ 3/2～3/31まで新型コロナウイルス感染症拡大防止のため臨時休館

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

賢治とゴッホの原
風景　――賢治は
手帳と鉛筆を、
ゴッホは画材を携
えて

4/2～6/30

宮沢賢治とゴッホが文学と絵画
を通して世界の本質を表現して
いることをテーマに、松田司郎
氏が35年にわたって撮り続けた
イーハトーブの原風景写真を展
示
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

千円 ① 新渡戸記念館企画展示事業

41,065 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 新渡戸記念館整備事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】
工期に一定期間を要するほか、入札不調のため、実施できなかった。
工事設計業務のみ完了。本工事は次年度へ繰越。

756 700 56

○空調機器及び配管等一式の更新に係る工事設計  756千円

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

利用者の安全確保及び満足度向上と、建物の保全・長寿命化を図るた
め、施設改修を実施する。

実績値 12,815 11,559

生涯学習に利用した小中学校数／市内小
中学校数

％
目標値 27.0 27.0

実績値 20.0 20.0

入館者数 人
目標値 25,000 20,000

市民に地域の歴史や文化を紹介するため、新渡戸家ゆかりの先人や新
渡戸氏が活躍した当時の花巻地方の新田開発を紹介する展示を行い、
郷土の歴史や先人の業績に対する理解を深めた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

1,323 1,323

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

花巻新渡戸記念館

費 市民が地域の歴史や文化に触れ、郷土への愛着や誇りを醸成するた
め、花巻の開発に貢献した新渡戸氏の顕彰と新渡戸家に関わりのあっ
た先人達の業績などを紹介する。

新渡戸氏を知る
無料開放日

5/25
講談による新渡戸氏の紹介と、
地元の協力を得て「お茶会」を
開催

開館記念行事
新渡戸フェスティ
バル

10/5
安野地域で伝承されている神楽
と地域保育園児の神楽と和太鼓
の公演

○イベント開催及び教育普及事業　162千円

イベント名 期日 内容

郷土花巻の偉人
「佐藤昌介」

9/7～11/23
北海道帝国大学の初代総長、ま
た、新渡戸稲造に大きな影響を
与えた佐藤昌介を紹介

収蔵資料展‐雛人
形展‐

R2/2/11～
3/2～年度内休
館

当館所蔵の花巻新渡戸家ゆかり
の雛人形を始め、市内の旧家に
伝わる花巻人形等を展示

○企画展示事業　1,161千円

企画展示名 会期 内容

新渡戸稲造名著シ
リーズⅡ

5/27～8/31
新渡戸稲造の著書「一日一言」
を紹介

１０款５項７目
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

千円 ① 文化財保護活用事業

124,796 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

実績値 34.6 32.4

市内の文化財等を6つ以上知っている市民の
割合［まちづくり市民アンケート結果］

％
目標値 50.0 50.0

指定解除した文化財の件数 件
目標値 0 0

実績値 0 0

国選択無形民俗文化財「石鳩岡神楽・土沢神楽」の来歴や活動につい
ての調査結果を取りまとめ、報告書を刊行した。また、市指定有形文
化財「花巻城内伊藤家住宅」の修復にかかる設計や、花輪堤ハナショ
ウブ群落の保存管理に係る調査事業の実施等により、文化財の適切な
保護と保存が図られた。
さらに、文化財を活用したセミナーの実施や文化財説明板の設置等に
より、文化財の活用と普及を推進した。

20,623 5,997 62 14,564

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

計 12 30 246 288

記念物 4 5 63 72

民俗文化財 2 8 57 67

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

無形文化財 0 0 2 2

有形文化財 6 17 124 147

市内にある文化財を保護するため、文化財指定を行い適切な保存管理
に努めるとともに、市民文化の向上のため、文化財を積極的に活用し
周知を図る。

○文化財保護　19,140千円
　文化財の調査と指定（「八木巻神楽」県指定の支援）
　市が所有する文化財の保存管理（花輪堤ハナショウブ群落・カズク
リ自生地・旧小原家住宅・伊藤家住宅・熊谷家・花巻城内伊藤家住
宅）
　個人が所有する指定文化財の管理指導
　市所有文化財建造物「花巻城内伊藤家住宅」の修復に係る設計
　花輪堤ハナショウブ群落の保存管理及び花茎数等の調査
　国選択無形民俗文化財「石鳩岡神楽・土沢神楽」の調査報告書の刊
行
　文化財保存活用地域計画の作成に向けた調査
○文化財活用  1,483千円
　文化財説明板や案内板の設置及び修繕 6件
　早池峰自然観察会と文化財セミナーの開催　3回
　文化財調査報告書と花巻市史資料編の作成
　岩手県文化財愛護協会負担金
 

花巻市内指定文化財件数（令和2年3月現在）

区分 国指定 県指定 市指定 合計

１０款５項８目

文化財保護費
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

② 民俗芸能伝承支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

③ 埋蔵文化財保護活用事業

【事業目的】

【事業内容】

21,804 6,821 0 41 14,942

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

○埋蔵文化財の保護　16,207千円
　・埋蔵文化財保護のための遺跡情報周知と保護措置(発掘調査・
    工事立会)の実施
　・埋蔵文化財の記録保存調査の実施、市内遺跡の分布状況調査
　・花巻城跡の遺跡内容確認調査の実施
　・公有化遺跡の環境整備
○埋蔵文化財の活用 　5,597千円
　・埋蔵文化財・史跡等を活用した各種講座及び講演会・セミナー
    の開催
　・埋蔵文化財を活かした地域事業への協力
　・遺跡標柱の設置
　・総合文化財センターにおける埋蔵文化財資料の収蔵・展示
　・利活用に向けた資料の再整理及び展示・体験学習等の実施

（単位：千円）

貴重な歴史財産である埋蔵文化財を適切に保護するため、遺跡の調査
等を行うとともに、遺跡に対する市民の興味関心を高めるため、講演
会の開催等により埋蔵文化財の活用を図る。

指定無形民俗文化財の数（維持保存され
ている数）

件
目標値 57 56

実績値 55 55

郷土芸能公演事業の入場者数 人
目標値 1,800 2,200

実績値 2,180 2,340

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

2,846 0 0 0 2,846

○全国民俗芸能保存振興市町村連盟への加盟　55千円

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

古民家活用郷土芸能鑑賞会 9/23

花巻市青少年郷土芸能フェスティバル２０１９ 11/17

○郷土芸能鑑賞会の開催　2,791千円

公演名 開催日

大迫郷土文化保存伝習館公演 5/5

１０款５項８目

文化財保護費

市内各地域に古くから伝承されてきた民俗芸能を保存するため、伝承
活動や後継者の育成を支援する。

各種郷土芸能鑑賞会を開催し、市民が民俗芸能に触れ理解を深める機
会となったほか、民俗芸能団体には伝承への意識づけと後継者の育
成・確保のきっかけとなった。また、民俗芸能団体との意見交換会の
開催により、各団体がかかえる課題を把握し、その課題解決に向けた
方策を団体と一緒に考えることができた。

花巻市郷土芸能鑑賞会・早池峰神楽ユネスコ無形文化遺
産登録１０周年記念公演 7/28
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

【事業の成果】

千円 ① 展示活動事業

135,905 【事業目的】

【事業内容】

○展示活動事業　26,450千円

【事業の成果】
開館１５周年記念特別展「発掘された日本列島２０１９」において、
日本全国の発掘状況を紹介した。併せて、地域展示として「花巻城-
南部領の成立と展開」を開催したほか、テーマ展や共同企画展を開催
し、市民の興味関心の呼び起こしに努めた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

入館者数 人
目標値 20,000 20,000

実績値 18,072 17,750

26,450 4,000 385 22,065

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

共同企画展
松川滋安と揆奮場

12/7～R2/1/26
文武の藩学「揆奮場」を設立す
るため奔走した、松川滋安の生
涯を明らかにした

テーマ展
花巻人形-収蔵資料
撰

R2/2/15～
3/2～年度内休
館

十二支にちなむ動物や縁起物、
人々の暮らしが垣間見える花巻
人形を紹介

開館１５周年特別
展
発掘された日本列
島２０１９
地域展示 花巻城-
南部領の成立と展
開

8/2～9/10

日本各地で行われている発掘調
査の中から、その調査結果が特
に注目を集めた遺跡を紹介。併
せて、東北の近世幕開けの契機
となった奥羽仕置に着目し、花
巻やその周辺が中世から近世へ
と移り変わる様子をたどった

テーマ展
収蔵資料展
どうぶつ集合！

9/24～11/17
収蔵資料の中から動物にまつわ
る資料を紹介し、動物と人間の
関わりについて探った

企画展覧会名 会期 内容

テーマ展
チベット仏教研究
者 多田等観

6/15～7/15

高名なチベット仏教研究者が現
地から持ち帰った仏像や仏画、
花巻との心温まる交流を示す資
料などを紹介

１０款５項９目

博物館費

市民が花巻の歴史や文化に対する関心を持ち知見を深めるため、展覧
会を開催し貴重な歴史的資料や美術作品等を紹介する。

埋蔵文化財関係講座等受講者数 人
目標値 1,000 1,500

実績値 1,906 2,596

保護された遺跡の件数 件
目標値 80 80

実績値 89 115

１０款５項８目

文化財保護費 市内の埋蔵文化財を保護するため保護制度の周知等を行うとともに、
遺跡の発掘調査や工事立会等の実施により埋蔵文化財の保存に努め
た。
昨年度に引き続き花巻城本丸御殿跡の内容確認調査を実施し、集石遺
構を確認した。調査成果は、市ホームページへの掲載のほか遺跡を学
ぶ会を開催し市民に紹介した。また、埋蔵文化財保護の契機とするた
め、埋蔵文化財を活用した体験学習を実施した。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

② 教育普及活動事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

博物館費

体験学習受講者数 人
目標値 180 450

実績値 421 420

講座受講者数 人
目標値 240 2,000

実績値 1,977 2,405

市民が講座や体験学習を通じて、花巻の歴史や文化に関する知識を深
めるとともに、得た知識を生かした活動ができるよう支援を行った。
小中学校と連携し、各地域の特性を生かした学習メニューを用意し、
児童生徒の歴史や文化に対する興味関心を高める学習機会を提供し
た。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

2,107 100 2,007

市民が花巻の歴史や文化への関心を高め、ふるさとを愛する心を育む
ため、各種講座や体験学習を開催する。また市内小中学校と連携した
総合的な学習や博物館での学習活動を支援する。

○教育普及活動事業　2,107千円
　・講座の開催
　　　①館長講座2回56人②博物館講座7回174人
　　　③古文書講座11回98人④出前授業等2,077人　計2,405人
　・体験学習の開催
　　　①勾玉つくり5回137人②こはく玉つくり2回52人
　　　③縄文弓矢体験3回166人④花巻人形絵付け1回7人
　　　⑤陶芸体験（台焼）1回8人⑥プラ板キーホルダー2回18人
　　　⑦ミニチュア土器1回15人⑧花巻人形写生会17人　計420人

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

１０款５項９目
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

千円 ① 萬鉄五郎記念美術館企画展示事業

42,008 【事業目的】

【事業内容】

○企画展示事業　12,833千円

【事業の成果】

関連事業への参加者数 人
目標値 250 250

実績値 304 711

17,354 16,120

美術に関心を持つ人の割合
（来館者アンケートより）

％
目標値 75.0 75.0

実績値 76.1 78.0

萬鉄五郎展は、開館35周年を迎えた美術館の歴史も垣間見える興味深
い展示となった。いわむらかずお展は、県内外から多くの家族連れが
訪れたほか、内村幸助展や収蔵品展を開催することで市民の美術への
関心を高めることができた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

入館者数 人
目標値 11,000 11,000

実績値

12,833 5,300 5,789 1,744

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

収蔵品展
浅沼弘展

R2/3/1～
3/31(新型コロ
ナウイルス感染
拡大防止のため
3/3より休館）

具象表現から前衛的な表現へ移
行していった盛岡市出身の画家
浅沼弘の初の遺作展

　展覧会に合わせ講演会、ギャラリートーク・サイン会、ミュージア
ムコンサートを開催

（単位：千円）

岩手デザイン界の
礎
内村幸助展

10/1～12/1

戦中は時局ポスターやグラ
フィックデザイン、戦後は県産
品包装紙や国体、植樹祭のポス
ターデザインなど岩手のデザイ
ン界をけん引した内村幸助の初
の遺作展

「いわむらかず
お」展

7/6～9/23

栃木県在住の絵本作家いわむら
かずおの絵本原画展。森に暮ら
す小さな生き物たちを子どもの
視線で見つめながら、色彩豊か
に描き出す作品群を紹介

企画展覧会名 会期 内容

萬鉄五郎記念美術
館開館３５周年記
念「萬鉄五郎と歩
んだ３５年」

4/20～6/30

令和元年に開館35周年を迎えた
美術館について、萬鉄五郎の顕
彰の変遷と評価の推移、萬鉄五
郎収蔵品が充実していく過程を
紹介

１０款５項１０目

萬鉄五郎記念美術

館費 萬鉄五郎を顕彰するとともに市民の美術に対する関心を高めるため、
企画展覧会を開催する。
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

② 美術普及活動推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

千円 ① 高村光太郎記念館企画展示事業

28,001 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

入館者数 人
目標値 15,000 15,000

実績値 14,233 10,146

常設展示のほか企画展・講座を開催し高村光太郎を顕彰する機会を提
供することにより、光太郎に対する理解を深めることができた。

単位 区分 30年度 元年度

1,189 1,000 189

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

「高村光太郎・書
の世界」

9/27～11/25

光太郎第三の芸術とも言われる
「書」を通じて花巻太田村時代
の造形作家としての足跡をたど
る

○花巻電鉄ジオラマ常設展示　388千円
　平成30年度企画展で作成した花巻電鉄ジオラマを常設展示

○高村光太郎記念館講座開催　61千円
　花巻市近郊にある高村光太郎の詩碑や揮毫の石碑など、光太郎にゆ
かりのある碑について専門家による説明を受ける講座を開催

費 高村光太郎をより多くの方々に紹介するため、企画展を開催する。

○企画展開催　740千円

企画展示名 会期 内容

67

１０款５項１１目

高村光太郎記念館

萬鉄五郎祭式典の参加者数 人
目標値 60 60

実績値 60 60

児童生徒等写生会参加者数 人
目標値 60 60

実績値 51

萬鉄五郎祭は、萬の理解と認識を深めるとともに、児童等の美術に対
する関心を高めることができた。アートクラフトフェアは、県内外か
ら多数の出店者、来場者が訪れ、美術館のあるまち・美術に出会うま
ちをアピールできた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

240 200 40

○萬鉄五郎顕彰式典の開催　183千円
○児童生徒等写生会・作品展示会の実施　57千円
○アートクラフトフェアへの支援
　春、秋に実施した土澤アートクラフトフェアに対し人的・技術的に
支援

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

１０款５項１０目

萬鉄五郎記念美術

館費 萬鉄五郎の顕彰のため式典を開催するとともに、市民の芸術文化に対
する関心や親しみを向上させるため、美術活動に取り組む機会を提供
する。
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

千円 ① 地域スポーツ推進事業

217,692 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 地域スポーツ支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

実績値 5,215 5,497

体育協会やスポ少本部主催のスポーツ教
室の延べ参加者数

人
目標値 6,000 6,000

生涯スポーツの推進を図るため、スポーツ教室の開催数を増加し、競
技種目を追加するなど、スポーツ団体等への支援を行い、多くの市民
が生涯スポーツに取り組むことができた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

23,546 23,546

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

各地域における生涯スポーツの推進活動の支援のため、スポーツ団体
等に対して助成する。

○スポーツ団体等の支援　23,546千円
　花巻市体育協会、石鳥谷町体育協会、大迫町体育協会、東和町体育
協会、花巻市スポーツ少年団本部、総合型地域スポーツクラブの活動
支援

（単位：千円）

実績値 155,267 147,259

地域で行うスポーツ教室や早起きマラソ
ン等の延べ参加者数

人
目標値 191,000 191,000

少子化の影響により、早起きマラソンの延べ参加者数は減っている
が、各種スポーツ教室やイベントの開催、スポーツ推進委員等の活動
により、多くの市民が生涯スポーツに取り組むことができた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

14,187 14,187

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

○スポーツ・レクリエーション指導者の配置　6,100千円
　スポーツ指導員（1人）、スポーツ推進委員（40人）及び地域ス
ポーツ普及員（335人）の配置
○スポーツ教室・イベント等の開催　8,087千円
　早起きマラソン（開催期間5月10日～10月11日）、ニュースポーツ
交流大会、子どもチャレンジランキング大会のほか生涯スポーツの企
画、運営、普及活動

（単位：千円）

１０款６項１目

保健体育総務費

各地域における生涯スポーツの推進を図るため、スポーツ推進委員等
を配置しその活動を支援するとともに、市民がスポーツに親しむ機会
を提供する。
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

③ 競技スポーツ支援事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

④ スポーツ大会・合宿誘致推進事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

大規模スポーツ大会やイベントの入込者
数

人
目標値 195,000 198,000

実績値 133,911 144,933

交流人口の拡大や地域経済の活性化を図るため、はなまきスポーツコ
ンベンションビューローを支援し、積極的な情報発信や各種大会の誘
致活動、開催支援を行った結果、スポーツ交流人口の増加につなげる
ことができた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

8,167 2,000 6,167

○スポーツコンベンションビューローへの支援　2,293千円
　大規模大会誘致・開催支援、スポーツ合宿誘致・支援
　スポーツイベント招致・観戦支援
○スポーツ大会・合宿誘致推進事業補助　4,159千円
○スポーツ合宿支援事業補助　521千円
○ボート日本代表合宿等歓迎　895千円
○大会・合宿誘致推進事業にかかる職員旅費　299千円

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

交流人口の拡大を図り、スポーツに接する機会を提供するため、大規
模なスポーツ大会やスポーツ合宿の誘致を図る。

（単位：千円）

121

実績値 124 94
全国大会出場件数 件

目標値 120

全国等のスポーツ大会参加に係る経費を補助するとともに、各種競技
スポーツ大会、講習会等の開催を支援し、競技力向上が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

30,359 5,000 25,359

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

保健体育総務費

競技レベルや指導レベルの向上を図るため、大会出場者の支援やス
ポーツ大会の開催支援、選手や指導者の養成を行う。

○全国大会等出場支援　14,511千円
　全国等のスポーツ大会へ出場したチーム・選手に対する支援
○スポーツ大会開催支援　13,775千円
  早起き野球リーグ戦
　岩手県高等学校駅伝競走大会
　ふれあいソフトボール大会
　全日本壮年ソフトボール大会
　イーハトーブレディース駅伝
　イーハトーブ花巻ハーフマラソン大会
　県南広域圏スポーツ等連携事業
○専門の競技指導者及び選手の養成・確保　2,073千円
　指導者講習会、スポーツ大会開催への支援

１０款６項１目
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

⑤ 学校保健事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑥ 小中学校スポーツ振興事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

⑦ はなまきベースボールフェスタ開催事業

【事業目的】

【事業内容】

7,612 3,500 4,112

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

野球を通じた本市のＰＲと技術のレベルアップを図るため、プロ野球
公式戦におけるキラキラはなまき銀河鉄道ナイターの実施や本市ゆか
りのプロ野球選手による野球教室を開催する。

○実行委員会負担金　7,250千円
　キラキラはなまき銀河鉄道ナイター、ふれあい野球教室、関連事業
の運営・開催
○キラキラはなまき銀河鉄道ナイター開催にかかる職員旅費　362千
円

各種体育大会の開催や学校体育に関する研究、講習等を行っている団
体に補助金を交付し、小中学校における体育の健全な発展を図った。

3,950 3,950

○小学校体育連盟事業補助　1,150千円
○中学校体育連盟事業補助　2,400千円
○県中総体開催事業補助　100千円（バレーボール・ソフトボール）
○東北中学校体育大会開催事業補助　300千円（バレーボール）

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

児童生徒のスポーツ活動の振興・発展を図るため、補助金を交付し支
援する。

75.00

実績値 85.83 81.95

生活習慣病予防健診「異常なし」者率
(中1)

％
目標値 75.00 75.00

実績値 83.07 86.65

生活習慣病予防健診「異常なし」者率
(小4)

％
目標値 75.00

各種健診の実施と結果に基づく受診勧奨のほか、日常の学校保健活動
の推進により、児童生徒の身体の健全育成を図った。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

63,609 3,030 60,579

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

１０款６項１目

保健体育総務費

児童生徒の身体の健全な育成を図り、体力向上を推進する。

○学校保健管理　63,409千円
　児童生徒や教職員の健康保持のための学校医等の確保や各種健診の
実施
○花巻市学校保健会補助　200千円
　学校保健の推進向上を図る事業を実施する花巻市学校保健会への補
助金交付

（単位：千円）
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

【事業の成果】

⑧ インターハイ開催事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】
令和2年度全国高等学校総合体育大会（インターハイ）ハンドボール
競技を開催するため、5月に実行委員会及び専門委員会を設置、8月に
は、熊本県で開催されたインターハイの視察を行い、大会開催の準備
を行った。また、2月には、スポーツ講習会を実施し、機運醸成を図
るとともに、市内中・高校生のハンドボールの強化を図った。

6,947 1,257 5,690

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

全国高等学校総合体育大会（インターハイ）ハンドボール競技を開催
するため、実行委員会を設置し、円滑な大会運営を行う。

○開催準備事務　1,547千円
○実行委員会負担金　5,400千円
　花巻市実行委員会の設立、競技・運営体制の確立、広報・市民運
動、先催県視察、スポーツ講習会の実施

（単位：千円）

実績値 887 333

観客数（キラキラはなまき銀河鉄道ナイ
ター）

人
目標値 21,000 21,000

実績値 25,447 23,972

野球教室、指導者講習会の参加者数 人
目標値 300 300

１０款６項１目

保健体育総務費 各事業とも目標を大きく上回る実績となり、本市のＰＲに貢献でき
た。また、花巻市にゆかりがあるプロ野球選手とのふれあいの場を提
供することにより、プロ野球選手を身近に感じてもらい、選手からは
夢を与えてもらうことができた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度
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事　業　内　容　説　明科　目 決算額

千円 ① スポーツ施設環境整備事業

612,608 【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】

② 田瀬湖ボート場環境整備事業

【事業目的】

【事業内容】

【事業の成果】
審判艇などボート場の合宿誘致関連備品を整備することにより、田瀬
湖ボート場の環境整備が図られた。

4,656  2,400 0 2,256

○田瀬湖ボート場備品　4,656千円
　ボート競技審判艇、移動式スカルラック

（単位：千円）

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

スポーツ合宿等の誘致による交流人口の拡大を図るため、田瀬湖ボー
ト場の備品整備を行う。

施設利用者数 人
目標値 750,000 750,000

実績値 678,639 649,437

大規模大会・合宿誘致関連施設や地域スポーツの拠点施設を整備し、
利用環境の向上が図られた。

成果指標 単位 区分 30年度 元年度

145,806 81,100 0 64,706

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源

太田地区社会体育館 トイレ洋式化 2,484千円

（単位：千円）

大迫野球場 音響設備更新 2,717千円

東和海洋センター
備品 カヤック・パドル

934千円
備品 簡易無線機

矢沢野球場 備品 ワイヤレスアンプ 347千円

笹間野球場 高圧気中開閉器更新 486千円

スポーツキャンプむら 人工芝公認更新 2,970千円

鉛温泉スキー場 リフト整備 17,600千円

武徳殿 耐震診断 4,675千円

市民プール プールサイド改修工事 47,491千円

市民体育館

アリーナ床改修工事

57,228千円備品 ハンドボールゴール

備品 有線式システムカウンター

備品 プリンター一体型ストップウォッチ

総合体育館
第３アリーナ床塗装

5,952千円
備品 柔道用畳

○スポーツ施設改修・整備　145,806千円

施設 改修・整備内容 事業費

日居城野陸上競技場

リレーゾーン改修

2,922千円備品 ワイヤレスメガホン

１０款６項２目

体育施設費

スポーツ施設の快適な利用環境を整えるとともに、大規模大会や合宿
の開催に備えるため、計画的な施設の改修や整備を行う。
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千円 ① 農林施設災害復旧事業

495

　
農

(単位：千円）

0 495

１１　災害復旧費

【災害復旧】
　令和元年度に被災した農林施設の復旧事業を実施した。

科　目 決算額 事　業　内　容　説　明

１１款１項１目

現年災害復旧費 【事業目的】
農林施設の災害復旧事業を行う。

【事業内容】
○農地等災害復旧事業補助金　495千円
　1件

495

事業費
財源内訳

国・県 地方債 その他 一般財源
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附表１　財政状況

令 和 元 年 度 平 成 30 年 度 増 減 額 増減率

1 市税 11,380,098 11,321,375 58,723 0.5% （R1） （H30） （増減額） （増減率）

個人市民税 3,830,258 3,800,249 30,009 0.8%

法人市民税 719,791 737,491 △ 17,700 △2.4%

固定資産税 5,436,103 5,377,111 58,992 1.1%

国有資産等所在市交
付金

217,338 223,510 △ 6,172 △2.8%

軽自動車税 334,977 327,470 7,507 2.3%

環境性能割 3,588 3,588 皆増

市たばこ税 645,456 626,061 19,395 3.1%

入湯税 104,844 105,159 △ 315 △0.3%

滞繰分 87,743 124,324 △ 36,581 △29.4%

2 地方譲与税 866,962 850,091 16,871 2.0% （R1） （H30） （増減額） （増減率）

地方揮発油譲与税 210,757 237,863 △ 27,106 △11.4%

自動車重量譲与税 606,852 585,940 20,912 3.6%

森林環境譲与税 23,193 23,193 皆増

航空機燃料譲与税 26,160 26,288 △ 128 △0.5%

3 利子割交付金 6,098 13,065 △ 6,967 △53.3%

4 配当割交付金 20,399 17,003 3,396 20.0%

5
株式等譲渡所得割
交付金

8,945 15,793 △ 6,848 △43.4%

6 地方消費税交付金 1,610,811 1,810,443 △ 199,632 △11.0%

7
ゴルフ場利用税交
付金

11,697 11,570 127 1.1%

8
自動車取得税交付
金

74,383 151,502 △ 77,119 △50.9%

9 環境性能割交付金 18,284 18,284 皆増

10 地方特例交付金 194,448 52,585 141,863 269.8%

11 地方交付税 13,771,640 13,783,023 △ 11,383 △0.1% （R1） （H30） （増減額） （増減率）

普通交付税 12,673,535 12,711,628 △ 38,093 △0.3%

特別交付税 1,098,105 1,071,395 26,710 2.5%

12
交通安全対策特別
交付金

13,414 13,605 △ 191 △1.4%

13 分担金及び負担金 396,352 525,015 △ 128,663 △24.5% （R1） （H30） （増減額） （増減率）

保育所 326,308 438,470 △ 112,162 △25.6%

橋梁整備 14,651 △ 14,651 皆減

病院群輪番制 6,992 10,231 △ 3,239 △31.7%

14 使用料及び手数料 674,476 694,992 △ 20,516 △3.0% （R1） （H30） （増減額） （増減率）

駐車場 52,060 56,273 △ 4,213 △7.5%

幼稚園 6,296 10,363 △ 4,067 △39.2%

し尿汲取 106,908 110,241 △ 3,333 △3.0%

文化会館 7,783 10,545 △ 2,762 △26.2%

15 国庫支出金 6,080,730 6,393,427 △ 312,697 △4.9% （R1） （H30） （増減額） （増減率）

東日本大震災復興交
付金

24,788 673,156 △ 648,368 △96.3%

社会資本整備総合交
付金

855,016 1,034,253 △ 179,237 △17.3%

生活保護 887,124 1,002,404 △ 115,280 △11.5%

プレミアム付商品券 67,967 67,967 皆増

保育所等整備 312,583 202,083 110,500 54.7%

ブロック塀・冷房設
備対応臨時特例交付
金

184,800 184,800 皆増

子どものための教
育・保育給付

1,098,483 879,857 218,626 24.8%

16 県支出金 3,676,453 3,813,656 △ 137,203 △3.6% （R1） （H30） （増減額） （増減率）

担い手確保・経営強
化支援

22,584 126,130 △ 103,546 △82.1%

子育て支援対策 99,620 △ 99,620 皆減

畜産競争力強化整備 88,842 △ 88,842 皆減

参議院議員選挙 42,965 42,965 皆増

知事・県議会議員選
挙

46,980 46,980 皆増

産地パワーアップ 85,921 6,375 79,546 1247.8%

17 財産収入 66,135 130,647 △ 64,512 △49.4% （R1） （H30） （増減額） （増減率）

土地売払 26,047 80,405 △ 54,358 △67.6%

立木売払 6,143 23,093 △ 16,950 △73.4%

(１)　歳　入
(単位：千円)

区　　　分 増減額の主なもの
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令 和 元 年 度 平 成 30 年 度 増 減 額 増減率

18 寄附金 630,885 192,853 438,032 227.1% （R1） （H30） （増減額） （増減率）

まちづくり 609,243 190,278 418,965 220.2%

公共交通 10,000 10,000 皆増

19 繰入金 1,648,713 1,444,203 204,510 14.2% （R1） （H30） （増減額） （増減率）

財政調整基金繰入金 1,347,797 1,060,925 286,872 27.0%

国際交流基金繰入金 2,543 5,329 △ 2,786 △52.3%

まちづくり基金繰入
金

280,349 360,455 △ 80,106 △22.2%

20 繰越金 1,343,109 1,960,759 △ 617,650 △31.5%

21 諸収入 894,237 962,542 △ 68,305 △7.1% （R1） （H30） （増減額） （増減率）

地域総合整備資金貸
付金

108,672 187,672 △ 79,000 △42.1%

雑入 22,375 48,612 △ 26,237 △54.0%

中小企業振興融資預
託金返還金

290,000 305,000 △ 15,000 △4.9%

生活保護 10,478 20,661 △ 10,183 △49.3%

道路施設整備 90,000 90,000 皆増

22 市債 6,172,500 5,857,300 315,200 5.4% （R1） （H30） （増減額） （増減率）

学校施設 747,200 309,500 437,700 141.4%

河川 295,700 61,900 233,800 377.7%

生涯学習施設 431,000 237,800 193,200 81.2%

都市施設 431,800 267,100 164,700 61.7%

観光施設 105,800 105,800 皆増

社会教育施設 105,300 105,300 皆増

上水道 221,300 343,900 △ 122,600 △35.6%

臨時財政対策債 1,131,400 1,425,800 △ 294,400 △20.6%

まちづくり 490,600 △ 490,600 皆減

49,560,769 50,015,449 △ 454,680 △0.9%

令 和 元 年 度 平 成 30 年 度 増 減 額 増減率

21,979,452 21,764,368 215,084 1.0% （R1） （H30） （増減額） （増減率）

人件費 8,271,022 8,184,091 86,931 1.1%

扶助費 8,426,418 8,128,049 298,369 3.7%

公債費 5,282,012 5,452,228 △ 170,216 △3.1%

7,248,582 7,186,585 61,997 0.9% （R1） （H30） （増減額） （増減率）

普通建設事業費 7,248,087 7,056,910 191,177 2.7%

　補助事業 2,798,263 3,602,432 △ 804,169 △22.3%

　単独事業 4,449,824 3,454,478 995,346 28.8%

災害復旧費 495 129,675 △ 129,180 △99.6%

18,913,545 19,721,387 △ 807,842 △4.1% （R1） （H30） （増減額） （増減率）

物件費 6,742,260 6,314,925 427,335 6.8%

維持補修費 824,645 927,699 △ 103,054 △11.1%

補助費等 5,809,097 5,784,455 24,642 0.4%

積立金 745,505 1,903,245 △ 1,157,740 △60.8%

投資出資貸付金 1,203,538 1,237,760 △ 34,222 △2.8%

繰出金 3,588,500 3,553,303 35,197 1.0%

48,141,579 48,672,340 △ 530,761 △1.1%

　投資的経費

　その他の経費

合　　　計

合　　　計

(２)　歳　出　( 性 質 別 )

(単位：千円)

区　　　分 左のうち主なもの

　義務的経費

(単位：千円)

区　　　分 増減額の主なもの
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附表２　市税の収入状況調

総  額 総  額

うち現年分 うち現年分

0.1 0.3

１ 市民税 4,579,682 4,550,049 4,575,372 4,537,740 4,310 12,309

0.6 0.8

(１) 個人 3,857,913 3,830,258 3,835,002 3,800,249 22,911 30,009

△ 2.5 △ 2.4

(２) 法人 721,769 719,791 740,370 737,491 △ 18,601 △ 17,700

0.4 0.9

２ 固定資産税 5,707,183 5,653,441 5,682,385 5,600,621 24,798 52,820

0.6 1.1

(１) 純固定資産税 5,489,845 5,436,103 5,458,875 5,377,111 30,970 58,992

△ 2.8 △ 2.8

(２) 交付金 217,338 217,338 223,510 223,510 △ 6,172 △ 6,172

3.2 3.4

３ 軽自動車税 342,933 338,565 332,350 327,470 10,583 11,095

2.1 2.3

(１) 軽自動車税 339,345 334,977 332,350 327,470 6,995 7,507

皆増 皆増

(２) 環境性能割 3,588 3,588 3,588 3,588

3.1 3.1

４ 市たばこ税 645,456 645,456 626,061 626,061 19,395 19,395

△ 0.3 △ 0.3

５ 入湯税 104,844 104,844 105,207 105,159 △ 363 △ 315

0.5 0.9

合計 11,380,098 11,292,355 11,321,375 11,197,051 58,723 95,304

（注）比較欄の上段の数値は、増減率を表す（単位 ：％）

（単位：千円）

区        分

令和元年度　ａ 平成30年度　b ａ-ｂ　比較

総  額

うち現年分
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附表３　市税調定額収納額調

（単位：千円、％）

令和元年度 平成30年度 令和元年度 平成30年度 令和元年度 平成30年度

ａ ｂ ｄ ｅ (ｄ／ａ)ｇ (ｅ／ｂ)ｈ

一 11,539,552 11,508,991 30,561 0.3 11,275,254 11,216,168 59,086 0.5 97.7 97.5 0.2

１ 11,539,552 11,508,991 30,561 0.3 11,275,254 11,216,168 59,086 0.5 97.7 97.5 0.2

(１) 4,643,772 4,648,570 △ 4,798 △ 0.1 4,579,682 4,575,372 4,310 0.1 98.6 98.4 0.2

ア 169,881 168,740 1,141 0.7 167,473 165,988 1,485 0.9 98.6 98.4 0.2

イ 3,743,524 3,729,828 13,696 0.4 3,690,440 3,669,014 21,426 0.6 98.6 98.4 0.2

ウ 283,029 279,308 3,721 1.3 279,698 275,721 3,977 1.4 98.8 98.7 0.1

エ 447,338 470,694 △ 23,356 △ 5.0 442,071 464,649 △ 22,578 △ 4.9 98.8 98.7 0.1

(２) 5,896,817 5,890,116 6,701 0.1 5,707,183 5,682,385 24,798 0.4 96.8 96.5 0.3

ア 5,679,479 5,666,606 12,873 0.2 5,489,845 5,458,875 30,970 0.6 96.7 96.3 0.4

（ア）土 地 1,757,774 1,789,980 △ 32,206 △ 1.8 1,699,083 1,724,220 △ 25,137 △ 1.5 96.7 96.3 0.4

（イ）家 屋 2,621,116 2,564,868 56,248 2.2 2,533,599 2,470,640 62,959 2.5 96.7 96.3 0.4

（ウ）償却資産 1,300,589 1,311,758 △ 11,169 △ 0.9 1,257,163 1,264,015 △ 6,852 △ 0.5 96.7 96.4 0.3

イ 217,338 223,510 △ 6,172 △ 2.8 217,338 223,510 △ 6,172 △ 2.8 100.0 100.0 0.0

(３) 353,507 344,244 9,263 2.7 342,933 332,350 10,583 3.2 97.0 96.5 0.5

ア 349,919 344,244 5,675 1.6 339,345 332,350 6,995 2.1 97.0 96.5 0.5

イ 3,588 3,588 3,588 3,588 100.0 100.0

(４) 645,456 626,061 19,395 3.1 645,456 626,061 19,395 3.1 100.0 100.0 0.0

二 106,069 105,804 265 0.3 104,844 105,207 △ 363 △ 0.3 98.8 99.4 △ 0.6

１ 106,069 105,804 265 0.3 104,844 105,207 △ 363 △ 0.3 98.8 99.4 △ 0.6

11,645,621 11,614,795 30,826 0.3 11,380,098 11,321,375 58,723 0.5 97.7 97.5 0.2

皆増 皆増

目 的 税

入 湯 税

合　　     　　計

市 た ば こ 税

軽 自 動 車 税

環 境 性 能 割

法 人 税 割

固 定 資 産 税

純固定資産税

交 付 金

軽 自 動 車 税

普 通 税

法 定 普 通 税

市 民 税

個 人 均 等 割

所 得 割

法 人 均 等 割

比較

(ａ－ｂ)ｃ ｃ／ｂ (ｄ－ｅ)ｆ ｆ／ｅ ｇ－ｈ

区　　　　分

調　　定　　済　　額 収　　入　　済　　額 収納率（単位：％）

増減額 増減率 増減額 増減率
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附表４　入湯税の充当実績

国・県 起債 その他

○環境衛生施設整備 1,410,310 1,410,310 4,670

８款４項２目　公共下水道整備事業費 1,410,310 1,410,310 4,670

　公共下水道整備事業費 1,410,310 1,410,310 4,670
下水道事業補助金・出資金
（花巻温泉地区分）

○観光振興・観光施設整備 249,728 3,676 25,869 220,183 100,174

２款１項６目　企画費 8,512 8,512 4,256

　花日和発行事業費 8,512 8,512 4,256

４款２項３目　塵芥処理費 73,979 220 73,759 16,000

　ごみ処理事業費 73,979 220 73,759 16,000 花巻温泉郷廃棄物処理組合補助金

７款１項３目　観光費 167,237 3,676 25,649 137,912 79,918

　観光案内板整備事業費 4,876 4,876 2,438

　観光イベント開催事業費 60,900 60,900 18,200
イーハトーブフォーラム実行委員会負担金
花巻まつり実行委員会負担金
わんこそば全日本大会運営委員会負担金

　広域観光推進事業費 1,396 1,396 600 花巻・遠野・平泉観光推進協議会事業補助金

　観光情報発信事業費 51,078 11,000 40,078 37,078

いわて観光キャンペーン推進協議会負担金
岩手県観光協会負担金
花巻観光協会事業補助金
宿泊施設利用促進事業補助金
体験型観光推進事業補助金
映像作品ロケ誘致事業

　観光ルート整備事業費 28,562 14,649 13,913 10,281
花巻温泉郷共同送迎バス運行事業補助金
観光ルート整備事業補助金
団体旅行貸切バスツアー支援事業補助金

　まちぐるみ観光推進事業費 10,769 10,769 9,119

イーハトーブおもてなし事業補助金
観光案内所運営事業補助金
花巻温泉郷観光推進事業補助金
観光ボランティアガイド事業補助金

　外国人観光客誘致促進事業費 9,656 3,676 5,980 2,202

北東北三県観光立県推進協議会国際観光部会
負担金
外国人観光客誘致促進事業補助金
日本政府観光局賛助団体負担金

1,660,038 3,676 25,869 1,630,493 104,844合　　　　　　計

（単位：千円）

左のうち
入 湯 税
充 当 額

備　　　考款 項 目 及 び 事 業 名 決算額

特定財源

一般財源
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附表５　地方消費税率引上げに伴う社会保障経費調

( 歳 入 )

　地方消費税交付金（社会保障財源化分）

( 歳 出 )

　社会保障経費及びその他社会保障施策に要する経費（一般財源分）

国県支出金 地方債 そ の 他
引上げ分の
地方消費税

そ の 他

社 会 福 祉 費 4,136,753 1,724,134 4,800 35,768 267,000 2,105,051

児 童 福 祉 費 5,517,852 3,612,909 81,100 347,698 343,171 1,132,974

生 活 保 護 費 1,186,620 887,649 10,000 288,971

保 健 衛 生 費

小　計 10,841,225 6,224,692 85,900 383,466 620,171 3,526,996

社 会 福 祉 費 2,028,617 347,246 40,000 1,641,371

児 童 福 祉 費

生 活 保 護 費

保 健 衛 生 費

小　計 2,028,617 347,246 40,000 1,641,371

社 会 福 祉 費

児 童 福 祉 費

生 活 保 護 費

保 健 衛 生 費 1,281,704 55,962 582,800 30,902 21,000 591,040

小　計 1,281,704 55,962 582,800 30,902 21,000 591,040

14,151,546 6,627,900 668,700 414,368 681,171 5,759,407

　財　源　内　訳

681,171千円

6,440,578千円

(単位:千円)

合　　計

特　定　財　源 一　般　財　源

１　社会福祉

２　社会保険

３　保健衛生

施策区分 予　算　区　分
令和元年度決算額の
うち社会保障施策に

要する経費
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附表６‐１

現在高の状況 （単位：千円）

平 成 30 年 度 令 和 元 年 度 差 引 現 在 高

末 現 在 高 発 行 額 元 金 利 子 計

(A) (B) (C) (D)

1 公共事業等債 1,998,629 176,100 120,250 4,296 124,546 2,054,479

2 公営住宅建設事業債 1,112,189 144,915 8,254 153,169 967,274

3 災害復旧事業債 251,751 37,098 159 37,257 214,653

(1)単独災害復旧事業債 183,596 33,064 146 33,210 150,532

(2)補助災害復旧事業債 68,155 4,034 13 4,047 64,121

4 全国防災事業債 195,866 16,651 353 17,004 179,215

5 教育・福祉施設等整備事業債 1,149,967 362,800 253,173 14,848 268,021 1,259,594

6 一般単独事業債 22,226,314 2,916,900 2,247,467 162,128 2,409,595 22,895,747

うち合併特例債 16,332,288 2,736,800 1,229,174 103,681 1,332,855 17,839,914

　　緊急防災・減災事業債 824,354 58,900 125,974 1,688 127,662 757,280

7 辺地対策事業債 132,668 59,700 23,118 29 23,147 169,250

8 過疎対策事業債 4,859,447 1,163,900 336,781 1,756 338,537 5,686,566

うち過疎対策事業債(ソフト分) 718,164 140,400 49,309 330 49,639 809,255

9 厚生福祉施設整備事業債 6,050 6,050 90 6,140 0

10 公有林整備事業債 129,429 12,339 2,961 15,300 117,090

11 財源対策債 1,907,752 140,400 132,878 9,826 142,704 1,915,274

12 減税補てん債 247,175 62,492 1,013 63,505 184,683

13 臨時財政対策債 19,048,567 1,131,400 1,416,304 38,800 1,455,104 18,763,663

14 県貸付金 1,457 243 243 1,214

15 その他 2,122,113 221,300 149,270 10,052 159,322 2,194,143

55,389,374 6,172,500 4,959,029 254,565 5,213,594 56,602,845

16 病院事業債 497,162 55,549 12,839 68,388 441,613

55,886,536 6,172,500 5,014,578 267,404 5,281,982 57,044,458

地　方　債　の　状　況

合 計

令 和 元 年 度 償 還 額

(A)+(B)-(C)
=(E)

区 分

小 計
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附表６‐２

借入先別及び利率別現在高の状況 （単位：千円）

平成30年度 令和元年度 令和元年度 差引現在高

末 現 在 高 発 行 額 償 還 元 金

(A) (B) (C)

１ 29,182,244 3,223,500 2,516,901 29,888,843 28,129,665 1,499,750 31,456 221,171 6,801

(１)財 政 融 資 資 金 28,049,645 3,223,500 2,245,610 29,027,535 27,903,673 875,753 31,456 209,852 6,801

(２)郵 便 貯 金 資 金 96,241 18,743 77,498 59,621 17,877

(３)簡易生命保険資金 1,036,358 252,548 783,810 166,371 606,120 11,319

２ 20,353,699 977,400 1,654,086 19,677,013 12,133,135 7,467,421 35,688 40,769

３ 129,429 12,339 117,090 2,300 66,571 21,311 18,429 5,907 2,572

４ 1,944,861 1,818,300 144,177 3,618,984 3,530,670 88,314

５ 4,013,421 2,400 559,210 3,456,611 3,321,871 134,740

６

７ 232,977 150,900 107,683 276,194 150,900 125,294

８ 29,905 20,182 9,723 9,723

55,886,536 6,172,500 5,014,578 57,044,458 47,278,264 9,382,090 88,455 280,369 12,708 2,572

注) １の（１）「財政融資資金」には、旧資金運用部資金を含む。

注) ２の「地方公共団体金融機構」には、旧公営企業金融公庫資金を含む。

＜参考：特別会計・企業会計＞

平成30年度 令和元年度 令和元年度 差引現在高

末 現 在 高 発 行 額 償 還 元 金

(A) (B) (C)

84,143 64,900 31,843 117,200 113,887 3,313

806,851 4,200 24,450 786,601 701,048 61,244 24,309

41,162,747 1,482,600 3,253,150 39,392,197 17,214,248 13,624,008 7,161,994 915,209 476,738

42,053,741 1,551,700 3,309,443 40,295,998 18,029,183 13,688,565 7,186,303 915,209 476,738

97,940,277 7,724,200 8,324,021 97,340,456 65,307,447 23,070,655 7,274,758 1,195,578 489,446 2,572

そ の 他 の 金 融 機 関

保 険 会 社 等

共 済 組 合 等

3.0%以下

合 計

全 会 計 合 計

公 設 地 方 卸 売 市 場 事 業
特 別 会 計

汚 水 処 理 事 業 特 別 会 計

4.0%以下

そ の 他

合 計

会 計 名 称

(D) の 利 率 別 内 訳

(A)+(B)-(C)
=(D)

1.0%以下 2.0%以下 5.0%超

5.0%超
借 入 先 区 分

(D) の 利 率 別 内 訳

(A)+(B)-(C)
=(D)

1.0%以下 2.0%以下 3.0%以下 4.0%以下

政 府 資 金

地方公共団体金融機構

国 の 予 算 貸 付 ・
政 府 関 係 機 関 貸 付

市 中 銀 行

5.0%以下

5.0%以下

下 水 道 事 業 会 計
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附表７

平成30年度 令和元年度 令和元年度 繰上償還等 差引現在高

末現在高 発行額 償還額 変更額

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） (Ａ)+(Ｂ)-（Ｃ)+（Ｄ)

1 農道舗装事業負担金 648 648 0

2 農業近代化資金利子補給 1,244 416 828

3 農業近代化資金利子補給（平成17年度） 12 △ 12 0

4 農業近代化資金利子補給（平成18年度） 101 △ 101 0

5 農業近代化資金利子補給（平成22年度） 1,314 377 937

6 農業近代化資金利子補給（平成23年度） 104 45 59

7 農業近代化資金利子補給（平成24年度） 501 118 383

8 農業近代化資金利子補給（平成25年度） 358 156 202

9 農業近代化資金利子補給（平成26年度） 3,130 640 2,490

10 農業近代化資金利子補給（平成27年度） 5,485 1,030 4,455

11 農業近代化資金利子補給（平成28年度） 293 76 217

12 農業近代化資金利子補給（平成29年度） 922 307 615

13 農業近代化資金利子補給（平成30年度） 2,052 453 1,599

14 農業近代化資金利子補給（令和元年度） 992 992

15 農業経営基盤強化資金利子補給 241 86 155

16 農業経営基盤強化資金利子補給（平成17年度） 18 12 6

17 農業経営基盤強化資金利子補給（平成18年度） 79 4 △ 75 0

18 農業経営基盤強化資金利子補給（平成19年度） 39 9 30

19 農業経営基盤強化資金利子補給（平成20年度） 26 9 17

20 農業経営基盤強化資金利子補給（平成21年度） 186 68 118

21 農業経営基盤強化資金利子補給（平成23年度） 1,197 313 884

22 農業経営基盤強化資金利子補給（平成24年度） 26 26

23 農業経営基盤強化資金利子補給（平成25年度） 128 44 84

24 農業経営基盤強化資金利子補給（平成27年度） 53 9 44

25 農業経営基盤強化資金利子補給（平成28年度） 20 20

26
訴訟代理委託（令和元年（ネ）第３９７号損害
賠償等請求控訴事件）

訴訟代理委
託に伴う実
費に弁護士
報酬を加え
た額の範囲
内

訴訟代理委
託に伴う実
費に弁護士
報酬を加え
た額の範囲
内

債　務　負　担　行　為　に　関　す　る　調
（単位：千円）

区　　　　分
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平成30年度 令和元年度 令和元年度 繰上償還等 差引現在高

末現在高 発行額 償還額 変更額

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） (Ａ)+(Ｂ)-（Ｃ)+（Ｄ)

債　務　負　担　行　為　に　関　す　る　調
（単位：千円）

区　　　　分

27
訴訟代理委託（平成３０年（ワ）第１６２号土
地売買契約書作成等請求事件）

訴訟代理委
託に伴う実
費に弁護士
報酬を加え
た額の範囲
内

1,013 0

28
訴訟代理委託（令和元年（ネ）第３４８号土地
売買契約書作成等請求事件）

訴訟代理委
託に伴う実
費に弁護士
報酬を加え
た額の範囲
内

訴訟代理委
託に伴う実
費に弁護士
報酬を加え
た額の範囲
内

29
訴訟代理委託（平成３０年（行ウ）第７号行政
処分取消請求事件）

訴訟代理委
託に伴う実
費に弁護士
報酬を加え
た額の範囲
内

54 0

30
訴訟代理委託（令和元年（行ウ）第１号花巻農
業振興地域整備計画の変更義務付け等請求事
件）

訴訟代理委
託に伴う実
費に弁護士
報酬を加え
た額の範囲
内

訴訟代理委
託に伴う実
費に弁護士
報酬を加え
た額の範囲
内

31 振興センター指定管理 285,466 143,982 141,484

32 土沢振興センター指定管理 2,395 2,395

33 行政評価システム等導入業務 9,288 9,245 △ 43 0

34
高齢者運転免許返納支援事業補助（平成30年
度）

1,922 1,221 △ 701 0

35
高齢者運転免許返納支援事業補助（令和元年
度）

2,340 2,340

36
母子家庭等高等職業訓練促進給付金（平成30年
度）

6,240 3,530 2,710

37 岩手県立東和病院共用施設等管理負担金 18,073 2,771 15,302

38 島保育園施設整備補助 62,790 △ 62,790 0

39 総合花巻病院移転整備支援事業補助 964,272 927,329 △ 36,943 0

40
大迫ふるさとセンター、大迫多目的広場等指定
管理

38,893 38,893 0

41
大迫ふるさとセンター、大迫多目的広場等指定
管理

190,200 190,200

42 むらの家指定管理 1,726 1,700 △ 26 0

43 むらの家指定管理 8,890 8,890

44 宇瀬水牧野指定管理 35,606 17,570 18,036

45
田瀬湖オートキャンプ場、田瀬湖交流センター
等指定管理

4,962 4,962 0

46
田瀬湖オートキャンプ場、花巻市釣り公園管理
休憩施設指定管理

22,280 22,280

47 新規就農者技術習得施設指定管理 8,601 3,912 4,689

48 農業振興施設指定管理 3,652 1,826 1,826
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平成30年度 令和元年度 令和元年度 繰上償還等 差引現在高

末現在高 発行額 償還額 変更額

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） (Ａ)+(Ｂ)-（Ｃ)+（Ｄ)

債　務　負　担　行　為　に　関　す　る　調
（単位：千円）

区　　　　分

49 自然休養村センター指定管理 890 445 445

50 石鳥谷生産物直売所指定管理 1,742 871 871

51 大迫労働安全衛生推進施設指定管理 2,582 1,051 1,531

52 東和淡水魚栽培センター指定管理 280 280 0

53 技術振興会館指定管理 4,068 2,034 2,034

54 大迫交流活性化センター指定管理 11,796 5,953 5,843

55 まちの駅いしどりや酒蔵交流館指定管理 6,386 3,270 3,116

56 花巻市新事業創出基盤施設指定管理 188,344 36,468 151,876

57 流通業務施設立地奨励補助 172 172 0

58 産業団地整備事業（0市債） 146,234 146,234

59 交流会館指定管理 54,987 27,818 27,169

60 南部杜氏伝承館指定管理 6,550 6,308 △ 242 0

61 花巻市定住交流センター等指定管理 69,494 64,264 △ 5,230 0

62 花巻市定住交流センター等指定管理 141,939 141,939

63 道の駅整備事業 107,461 107,461

64 生活道路整備事業（0市債） 15,600 15,600

65 花巻スマートインターチェンジ整備 421,668 421,668

66 河川排水路改修事業（0市債） 3,000 3,000

67 花巻市営住宅等指定管理 173,038 57,542 115,496

68 花巻市営住宅等指定管理 11,584 3,152 8,432

69 ふるさと保育士確保事業補助（平成28年度） 528 109 419

70 ふるさと保育士確保事業補助（平成30年度） 350 60 290

71 ふるさと奨学生定着事業補助（平成28年度） 480 96 384

72 東和高齢者創作館指定管理 1,106 568 538

73 東和コミュニティセンター指定管理 2,487 2,487

74 花巻市トレーニングセンター指定管理 1,088 432 656

75 東和コミュニティセンター整備事業 422,899 393,022 △ 29,877 0

76 花巻市スポーツ施設等指定管理 260,566 242,700 △ 17,866 0

77 花巻市スポーツ施設等指定管理 1,300,000 1,300,000

78 花巻市スポーツ施設指定管理 13,238 6,619 6,619

- 176 -



平成30年度 令和元年度 令和元年度 繰上償還等 差引現在高

末現在高 発行額 償還額 変更額

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） (Ａ)+(Ｂ)-（Ｃ)+（Ｄ)

債　務　負　担　行　為　に　関　す　る　調
（単位：千円）

区　　　　分

79
老人福祉施設（改築）整備資金借入償還金補助
金

21,978 15,318 6,660

80
老人福祉施設（創設）整備資金借入償還金補助
金

12,456 6,264 6,192

81
老人福祉施設特別養護老人ホームいしどりや荘
（増築）整備資金借入償還金補助金

54,377 7,768 46,609

82
老人福祉施設特別養護老人ホーム東和荘増床整
備資金借入償還金補助金

3,989 1,015 2,974

2,784,636 2,365,486 2,046,427 △ 153,906 2,950,856合　計
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特 別 会 計 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



（単位：千円）

歳 入 総 額 歳 出 総 額
歳 入 歳 出
差 引 額

翌年度へ繰越
す べ き 財 源

実 質 収 支 額

(Ａ) (Ｂ) (Ａ)－(Ｂ) (Ｄ) (Ａ)－(Ｂ)－(Ｄ)

令和元年度 8,569,649 8,567,826 1,823 1,823

平成30年度 8,984,831 8,980,091 4,740 4,740

令和元年度 2,154,332 2,153,347 985 985

平成30年度 2,087,315 2,085,985 1,330 1,330

令和元年度 10,637,151 10,533,524 103,627 103,627

平成30年度 10,568,930 10,219,961 348,969 348,969

令和元年度 126,625 125,190 1,435 1,435

平成30年度 64,487 63,022 1,465 1,465

令和元年度 102,784 101,882 902 902

平成30年度 237,760 231,759 6,001 6,001

年度会 計

国民健康保険特別会計

特　別　会　計　決　算　状　況

汚水処理事業特別会計

公設地方卸売市場事業
特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計
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１　花巻市国民健康保険特別会計

１　被保険者の状況（年度末現在）

増減 増減率(％)

348 0.9

△ 810 △ 0.8

△ 128 △ 1.0

△ 0.6

△ 437 △ 2.3

△ 0.2

※年度平均（事業年報Ａ表に基づく当年3月から翌年2月までの平均）

国保加入世帯数 （世帯） △ 299 △ 2.4

被保険者数 （人） △ 736 △ 3.7

一般被保険者 （人） △ 541 △ 2.8

退職被保険者等（人） △ 195 △ 81.6

２　決算状況

　(１)　歳入

増減額 増減率

国民健康保険税 △ 36,563 △ 2.6

0 0.0

0 0.0

2,090 7.6

△ 1,960 △ 35.9

△ 51,892 △ 0.8

△ 63,246 △ 26.7

△ 115,008 △ 1.8

繰入金 212,611 35.8

繰越金 △ 479,478 △ 99.0

その他の収入 3,256 5.8

△ 415,182 △ 4.6

区　　　分

市
全
体

県
支
出
金

特定健康診査等負担金

歳入合計

12,222 12,350

32.4 33.0

令和元年度 平成30年度

37,773 37,425

94,691 95,501

18,798 19,235

19.9 20.1加入率（％）

加入率（％）

被保険者数（人）

12,342 12,641

19,128 19,864

19,084 19,625

44 239

（単位：千円、％）

区　　分 令和元年度 平成30年度

29,522 27,432

計 0 0

1,395,610 1,432,173

特例措置支援事業補助金

806,129

3,504 5,464

計 6,303,534 6,418,542

593,518

4,740 484,218

59,636 56,380

8,569,649 8,984,831

00災害臨時特例補助金
国
庫
支
出
金

　令和元年度末の被保険者数は１８，７９８人で対前年度４３７人の減、加入率は１９．９％であっ
た。
　保険給付費は６，１７１，１２４千円で、対前年度５０，４９５千円（０．８％）の減となった。
　国保税収入は１，３９５，６１０千円、対前年度３６，５６３千円（２．６％）の減であり、収納率
については現年課税分が９６．６３ ％、滞納繰越分が３７．１５％であった。
　また、被保険者の疾病等に必要な保険給付を行うとともに、医療費の適正化を図るため、特定健康診
査などの保健事業を実施し、生活習慣病の予防、早期発見と早期治療に取り組んだ。

国
　
　
保

世帯数（世帯）

人口（人）

世帯数（世帯）

普通交付金 6,096,881 6,148,773

特別交付金 173,627 236,873
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　(２)　歳出

増減額 増減率

総務費 △ 795 △ 0.8

療養給付費 △ 69,294 △ 1.3

療養費 △ 7,358 △ 18.4

審査支払手数料 △ 3,185 △ 16.9

高額療養費 26,037 3.6

高額介護合算療養費 △ 288 △ 100.0

移送費 0 0.0

出産育児一時金 4,133 35.3

葬祭費 △ 540 △ 10.2

△ 50,495 △ 0.8

国民健康保険事業費納付金 △ 109,129 △ 4.8

共同事業拠出金 0 0.0

保健事業費 9,156 8.2

その他の支出 △ 261,002 △ 97.2

△ 412,265 △ 4.6

△ 2,917 △ 61.5

基金残高（出納閉鎖時） △ 213,125 △ 11.7

３　療養諸費の状況（療養給付費＋療養費）

件数 費用額 件数 費用額 件数 費用額

一般療養諸費 375,299 7,279,143 380,916 7,299,647 △ 5,617 △ 20,504

(1か月平均) 31,275 606,595 31,743 608,304 △ 468 △ 1,709

退職療養諸費 960 7,946 4,688 57,868 △ 3,728 △ 49,922

(1か月平均) 80 662 391 4,822 △ 311 △ 4,160

　合  　計 376,259 7,287,089 385,604 7,357,515 △ 9,345 △ 70,426

(1か月平均) 31,355 607,257 32,134 613,126 △ 779 △ 5,869

一般1人当たり費用額 （円） 381,426 371,957 9,469

退職1人当たり費用額 （円） 180,591 242,126 △ 61,535

全体1人当たり費用額 （円） 380,965 370,394 10,571

歳出合計

収支差引額

（件、千円）

（件、千円）

（件、千円）

1,825,342

32,554 39,912

15,694

5,348,827 5,418,121

（単位：千円、％）

区　　分 令和元年度 平成30年度

93,553 94,348

0

15,841 11,708

0

753,468 727,431

増　減

2 2

平成30年度

121,186 112,030

7,462 268,464

8,567,826

1,823

1,612,217

年　　　度 令和元年度

区　　　分

4,740

8,980,091

2,174,499 2,283,628

計

保
険
給
付
費

4,740 5,280

6,171,124 6,221,619

18,879

288

0
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４　保健事業

 （１）特定健康診査・特定保健指導事業

動機付け支援 積極的支援

対象者数 1,026人 786人 240人

実施者数 450人 359人 91人

 （２）人間ドック・脳ドック利用奨励事業

受診者数 　　　　奨励金額

403人 8,023千円

52人 1,004千円

５　賦課及び収納状況

　(１)　調定額等の状況

調定額 収入済額 収納率 調定額 収入済額 収納率

現年課税分 1,379,798 1,333,704 96.63% 1,396,394 1,347,914 96.50%

　うち後期分 314,777 304,782 96.80% 318,496 307,838 96.63%

　うち介護分 130,576 123,873 94.83% 134,035 127,199 94.88%

滞納繰越分 166,658 61,905 37.15% 224,839 84,259 37.48%

　うち後期分 32,377 12,311 38.02% 41,468 15,244 36.76%

　うち介護分 21,390 8,156 38.13% 27,280 10,369 38.01%

1,546,457 1,395,610 90.22% 1,621,233 1,432,173 88.31%

１世帯当たり額（円） 111,797 108,062 110,465 106,630

１人当たり額 （円） 72,135 69,725 70,298 67,857

※各々の係数で四捨五入しているため、計が一致しない場合がある。

　収納率＝（収入済額－還付未済額）÷調定額×100

　(２)　督促状及び不納欠損処分状況

件　数 人　数

932件 218人

　(３)　口座振替及びコンビニ収納状況

振替件数 利用割合 取扱件数 利用割合

国民健康保険税 20,314件 23.3% 23,896件 27.5%

区分 期別件数
口座振替 コンビニ収納

87,044件

平成30年度令和元年度

現年
課税分

（千円、％）

　　　20,000円／人

対象者数

受診者数

区分

人間ドック

区分
特定保健指導

脳ドック

支給限度額

　　　20,000円／人

特定健康診査

受診率

区分

8,043人

（千円、％）

（千円、％）

（千円、％）

国民健康保険税 11,787件

区　　分

（千円、％）

14,784人

54.4%

（千円、％）

計

192,811千円 10,613千円

不 納 欠 損 処 分

件　数 金　　額 欠 損 額
区　　分

督 促 状 発 送
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２　花巻市後期高齢者医療特別会計

歳入 歳出

※収納率＝（収入済額－還付未済額）÷調定額×100

合　　計 2,153,347

※歳入歳出差引額985千円は翌年度へ繰越し。

2,154,332

793,041

収入済額

(千円）

512,499

275,560

2,746

790,805

276,995

4,792

12,900,555 千円

1,075,046 千円

731,863 円

収納率

（％）

100.00

99.50

件　数

582,755 件

収入未済額

金　額

　後期高齢者医療制度の運営全般は、県内全市町村が加入する「岩手県後期高齢者医療広域連合」が
運営主体となって担い、市は各種の申請や届出の受付、被保険者証等の引渡し、保険料の徴収等を
行った。

99.30

1,779滞納繰越分  普通徴収

△ 1,245 特別徴収

 普通徴収

(千円）

 現年度分
0

267

(千円）

葬　祭　費

 1か月当たり

 被保険者1人当たり

 合　計

50,194

普通徴収

その他の収入 45,849

0

48,563 件

調定額

511,254

金　額

1,056 件

件　数

88 件

31,680 千円

2,640 千円

(千円）

合　計

２　決算の状況

8,600353 5,755

4 286

計

224

１割負担

３割負担

100歳～90～99歳80～89歳75～79歳
65～74歳
(障害認定)

58

（単位：人）１　被保険者の状況

31 2

512,499特別徴収

17,080

547

（単位：千円）

2,314

（単位：千円）

357 6,041 8,824

※平成31年4月から令和2年3月までの各月末時点の人数の平均

 保 険 料
278,306

17,627602,345

14,875

791,566保険料分

 総 務 費

33.1 件

1,969

1,435

267

57.31

※岩手県後期高齢者医療広域連合のデータによる。

不納欠損額

合　計

４　保険料収納状況

 繰 入 金

医療給付費分

保険基盤安定分

事務費分

合　　計

３　医療費等の状況

療養給付費＋療養費

 広域連合
 納 付 金

1,058,479

保険基盤安定分 251,189

事務費分

医療給付費分

 諸支出金

1,016,295

1,305

35,933

251,189
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３　花巻市介護保険特別会計

１　被保険者の状況

(１)　一般状況

％ ％

％ ％

％ ％

％ ％
%) %)
％ ％
%) %)

％ ％

※
※

※

(２)　所得段階別第１号被保険者数

(45.5

(54.5

　平成１２年４月に介護保険制度が始まって以来、高齢化の進展に伴い介護サービス利用者数等は
年々増加しており、介護サービスの重要性は、ますます高まっている。平成３０年度から令和２年度
までを計画期間とする第７期介護保険事業計画では、基本目標に「高齢者が慣れ親しんだ地域で心身
ともに健康で生きがいをもって生活できるまち」を掲げ、令和元年度はその２年目として事業を実施
した。
　また、平成２９年度に開始した、介護予防・日常生活支援総合事業により、住民の主体的な介護予
防の支援や地域における日常生活の支援体制づくりなど、高齢者が自立した生活を送るための取り組
みを行った。
　令和２年３月末現在、６５歳以上の高齢者は３２，２５１人、高齢化率は３４．１％となってお
り、前年同期に比べ０．４ポイント上昇している。また、要介護等認定者数は６，３２４人、サービ
ス受給者数は５，０９６人で要介護等認定者の８０．６％となっている。

総 世 帯 数

第 １ 号 被 保 険 者 数

要 介 護 等 認 定 者 数

6,599

18.3

17.0

人

人

5,188

5,458第 ６ 段 階

－

2,475

後期高齢者数（ 75歳以上）

所 得 段 階

　総人口及び高齢者（65歳以上）人口は、外国人登録者を含む。
　市内に所在する介護老人福祉施設入所者等で他市町村出身者は、従前の市町村の被保険者（住所地特例）と
なるため、第１号被保険者数と高齢者人口とは異なっている。
　前期高齢者及び後期高齢者の割合欄の（　　）は、第１号被保険者数に対するそれぞれの割合である。

80.7

人

第 ４ 段 階

2,428 7.5

20.5

458

計 32,175

第１０段階 464

第 ７ 段 階

第 ２ 段 階

311

16.1

1.0

4.4

7.7

第 ５ 段 階

10.7

第 ９ 段 階

第 ３ 段 階

サ ー ビ ス 受 給 者 数

－

5,129

構成比(％)令和2年3月末 (人)

人 80.65,096

6,324

平成31年3月末 (人)

前期高齢者数（ 65～ 74歳）

94,691

人

34.1人

人
(45.5

区 分

95,501

32,14832,251

総 人 口

58.0世帯 21,868高齢者（65歳以上）のいる世帯数

高 齢 者 （ 65 歳 以 上 ） 人 口

人

人

37,425

21,916

14,648

32,068

－

18.5
(54.5

世帯

第１１段階

17,49317,527

3,455

1,428

4391.4

人

－ －

比　率 平成31年3月末令和2年3月末

世帯37,773

人

人

人

33.6

15.3

比　率

人

58.4

14,575

世帯

－

33.7

34.0

15.5

6,359

32,175

1.4

100.0

0.9

第１０段階

20.5

第 ６ 段 階 5,313

第 ５ 段 階

16.6

1.4

第 ３ 段 階

第１１段階 464 1.5

6,572

5,433

2,345 7.3

第 ４ 段 階 16.9

構成比(％)

第 ２ 段 階 2,403 7.5

12.8

所 得 段 階

4,118

100.0

第 ７ 段 階 3,394 10.6

4.01,284

第 ９ 段 階

32,068

第 ８ 段 階

計

303

第 ８ 段 階

第 １ 段 階 3,911 12.3 第 １ 段 階
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２　決算状況

(１)　歳入

（千円）

保険給付費返納金ほか

1,227

支

払

基

金

地 域 支 援 事 業 支 援 交 付 金

歳 入 合 計

1,436,742

繰 越 金

1,193,702

地 域 支 援 事 業 交 付 金
(介護予防・日常生活支援総合事業)

介 護 給 付 費 準 備 基 金 繰 入 金

低所得者保険料軽減繰入金 64,958

国

庫

支

出

金

2,193,731

地 域 支 援 事 業 交 付 金
( そ の 他 地 域 支 援 事 業 )

一

般

会

計

繰

入

金

91,341

県

支

出

金

地 域 支 援 事 業 交 付 金
( そ の 他 地 域 支 援 事 業 )

そ の 他

計

そ の 他 の 収 入

特 例 措 置 支 援 事 業 補 助 金

介 護 給 付 費 繰 入 金

41,931

地 域 支 援 事 業 交 付 金
( そ の 他 地 域 支 援 事 業 )

計

10,637,151

介 護 給 付 費 交 付 金交

付

金

3,368

備 考

0.9

介 護 給 付 費 負 担 金

25.0

1,723,543

655,546

保険者機能強化推進交付金

地 域 支 援 事 業 交 付 金
(介護予防・日常生活支援総合事業)

計

調 整 交 付 金

地 域 支 援 事 業 交 付 金
(介護予防・日常生活支援総合事業)

計

介 護 給 付 費 負 担 金

構成比(％)

12.9

29,524

0.4

29,210

1,444,958

3.3

0.4

92,569

0.0

100.0

59,047

0.0

16,931

2,662,366

13.6

0

1,372,050

11.2

0.9

0.3

第１号被保険者保険料20.6

0.6

0.2

16.1

6.2

区 分

13.5

42,157

24.1

1.0

0.3

2,569,797

106,941

0.6

介 護 保 険 事 業 費 補 助 金 610 0.0

保 険 料

24.02,547,018

決 算 額

0.0

348,968
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(２)　歳出

（千円）

審査支払手数料

３　介護保険料の賦課及び収納状況

※  収納率＝（収入済額－還付未済額）÷調定額×100

４　保険給付の状況

(１)　介護保険事業計画との比較

10,019

介 護 予 防 事 業 費

8,717普通徴収滞納繰越分 19,921

※　保険給付費のうち高額サービス費、高額医療合算介護サービス費、特定入所者サービス費及び審査支払手数料を除く。

147,498

諸 支 出 金 等

2,028,536

計

介 護 予 防 サ ー ビ ス

19,123地域密着型介護予防サービス

介 護 予 防 サ ー ビ ス 費

90.8

地 域 密 着 型 サ ー ビ ス

9,551,297

482,943

計

総 務 費

事

業

費

決 算 額

介

護

給

付
計

施 設 サ ー ビ ス

居 宅 介 護 支 援

居 宅 サ ー ビ ス

9,639,617

予

防

給

付

△ 21.7

△ 8.2

251,637

介 護 予 防 支 援

8,852,071

△ 30.3

合 計

62,824

1,904,803

9,387,980

169,690

3,261,158

3,492,819

462,235 449,311

2,171,768

3,125,213

計

保

険

給

付

費

10,533,524

現 年 度 分 特 別 徴 収

歳 出 合 計

471,709

計

390,434

17,295

高 額 サ ー ビ ス 費

包括的支援事業・任意事業費

2,030,420

特 定 入 所 者 サ ー ビ ス 費

調 定 額 収 入 済 額

高額医療合算介護サービス費

介 護 サ ー ビ ス 費

地
域
支
援

10,158

区 分

108,850

諸 費

8,676,672 82.4

区 分

2,193,731

2,932

（千円）

163,075

（千円）

現 年 度 分 普 通 徴 収

区 分

令和元年度事業計画

2,211,532

0.1

1.0

335,445

1.9

1.4

0.2

100.0

3.6

4.6

介護給付費負担金返還金ほか

（％）

4.5

3.2

△ 48.4

0 94.7

△ 12.3

△ 2.8

△ 4.2

8,272

99.1

8,676,672

計画に対する
増減割合(％)

△ 7.6

△ 47.6

132,948

175,399

32,432

収 納 率

8,481

3,197,345

不納欠損額 収入未済額

14,869

43.8

2,932

（千円）

（千円）

154,594

令和元年度事業実績

（千円）

△ 1,884

△ 8.5

200,064

（千円）

100.0

0

1.7175,399

備 考構成比(％)
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(２)　居宅サービスと施設サービスの比較

※
※

５　要介護（支援）認定者等の状況（令和2年3月末現在）

(１)　被保険者別認定者数 単位：人

(２)　介護（介護予防）サービス別受給者数 単位：人

（％）

※受給者数は、延べ人数。

101

（人）

施 設 サ ー ビ ス 12,202

49,736

（％）

計

居 宅 サ ー ビ ス

12,851

構 成 比
1人当たり

80.3 5,918,757

受 給 者 数 構 成 比
区 分

保険給付費

100.0

構 成 比

71.438.0

（千円）

１

963

構 成 比

29

１２

7.4

859376

要介護

要支援

6

939

12.5

856

80

2

29

要支援

1,136

16.8

13.5

61,938 9,551,297

0

要介護

839

15.5

16

979

13

28.6

949

78

136

1,056

888

0

00

（％）（％）

9,917

月額給付費
（円）

計
４

6,201

15

669824

100.0

123

10.7

6,324839 674

818135

要介護
４

3,256

計

196

要介護
５

320

4,074

5,096

1,022

0

215278

636

0

397

624

376

22.317.4 18.6

478719

129

100.05.0

合 計

230

１

723

14.2

89

331

378

13.3

181

305

100

100.0

施

設

サ

ー

ビ

ス

538

0

859

要支援

0

852 901

要介護

24,808

５
要介護

28

879

5

100.0

要介護

1,088

　受給者数は、平成31年3月から令和2年2月までの延べ利用人数
　居宅サービス（その他分）、施設サービス（施設等分）の区分は、介護保険の国庫負担金の算定等に関する
政令及び介護給付費負担金交付要綱の区分による。

２１ ２

370

158

要介護

３

17.6

要介護

1,116

0

15.2

963

介 護 老 人 福 祉 施 設 0

居 宅 （ 介 護 予 防 ）
サ ー ビ ス

5

0

計

要支援

255

居

　
　
宅

255

24

地域密着型 (介護予防 )
サ ー ビ ス

介 護 老 人 保 健 施 設

250

計

構成比

計

介護療養型医療施設

62.0

２ ３
要介護

19.7

0

（％）

0

0

第１号被保険者

0

第２号被保険者 22

サ

ー

ビ

ス

区分

3,632,540

区 分

197

0 1 1介 護 医 療 院 0 0 0 0 0
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６　地域支援事業の状況

(１)　介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）

①介護予防・生活支援サービス事業 単位：人

②一般介護予防事業

ア　地域介護予防活動支援事業

イ　介護予防普及啓発事業

回 人 人

回 人 人

回 人

（２）総合相談事業

参 加 ・ 利 用
実 人 数

参 加 ・ 利 用
延 べ 人 数 等

117 680

37 39 48

　日常生活圏域ごとに５か所の地域包括支援センターを設置して、高齢者の暮らしや介護等に関す
る総合的な相談支援を行うとともに、要支援者、総合事業対象者に対する介護予防ケアマネジメン
トを行い要介護状態への移行抑止に努めた。

相談対応延件数 ケアプラン作成者数

8,309　件 1,679　人

1,423

訪 問 型 介 護 予 防 事 業

介 護 予 防 教 室 113

区　　　　分 実 施 回 数

通 所 型 介 護 予 防 事 業 54

108 5 15 108 237

　広く市民に介護予防の基本的な知識を普及啓発するとともに、口腔機能向上・低栄養改善・
運動器の機能向上を目的に、通所や訪問による個別指導、集団指導を行った。

　高齢者が容易に通える場所で、住民が主体となり、体操などを行いながら生活機能の向上や
介護予防に取り組む「通いの場」を市内全域に展開するため、専門職による団体の立ち上げに
向けた「導入支援」や取組の「継続支援」を行った。

通いの場
取組団体数

導入支援 継続支援

実 施 団 体 数 延べ実施回数 実 施 団 体 数 延べ実施回数

現行相当サービス
（訪問型・通所型）

150 422 499 1,071

サービスＡ
（訪問型・通所型）

47 24 16 87

　地域で自立した日常生活を送ることができるよう、住民が主体的に介護予防に取り組むための支
援のほか、介護事業所に加え住民ボランティア等、地域の多様な主体による介護予防を目的とした
訪問型および通所型のサービスを提供した。

事業対象者 要支援１ 要支援２ 計
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(３)　在宅医療・介護連携推進事業

(４)　生活支援体制整備事業

(５)　認知症総合支援事業

回 人

回 人

認 知 症 サ ポ ー タ ー
養 成 講 座

47 785

認 知 症 セ ミ ナ ー 1 700

　認知症になっても住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けることができるよう、認知症に関する
正しい知識と理解を持ち、認知症の人や家族に対して支援を行うとともに、早期発見・早期治療を
推進する取り組みを行った。

区　　　　分 実 施 回 数 参 加 者 数

　高齢者世帯、認知症の高齢者が増加するなか、医療・介護サービスのみならず、多様な主体によ
る多様な日常生活上の支援体制の充実、強化を図った。

事業名 事業概要 事 業 実 績

生活支援ボランティア
養成講座

地域の特性に応じた生活支援体制に向け、多様
化する生活支援の担い手となる住民ボランティ
アを養成する

基礎編　実施回数 4回
　　　養成者数60名

実践編　実施回数 2回
　　　　養成者数28名

在宅生活を支える多職種
が集う会

医療と介護の連携機能の高度化を図るため、関
係者同士の「顔の見える関係」を構築し、それ
ぞれの専門性や果たす役割について理解する

実施回数  　3回
参加者数　266人

講演会

市民や地域の関係機関が在宅医療と介護に関す
る現状や必要性を理解し、今後の在り方などに
関心を深めるとともに、人生の最期の過ごし方
について考える機会とする

実施回数  　1回
参加者数　700人

　医療と介護の両方を必要とする高齢者に対し、在宅医療及び介護を一体的に提供するため、在宅
における医療を提供する医療機関、介護サービス事業者その他の関係者の連携推進を行った。

区分 事業概要

在宅医療介護連携推進の
ための関係者会議

在宅医療と介護の連携に関する課題の整理およ
びその解決に資する施策の検討を行う

実施回数 　9回
参加者数　174人
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７　花巻市介護認定審査会

(１)　要介護（支援）認定申請の審査件数

(２)　新規申請者の要介護（支援）認定結果

(３)　変更及び更新申請者の要介護（支援）認定結果

14.0
（％）

767
件 数

0.0 14.9 15.0 16.1

計

10.5 100.0
構 成 比

540720774

15.3 14.2

（件）

２

7901

１ ４ ５

828 735 5,155

区　　　分 非該当
要支援 要介護

３２１
要介護 要介護

構 成 比

84

更 新

　要介護等認定申請に係る審査判定は、花巻市介護認定審査会で実施しており、令和元年度は95回開
催した。
　要介護（要支援）認定の有効期限は原則として12か月（介護認定審査会の意見に基づき特に必要と
認める場合にあっては、3～36か月の範囲で定める。）であることから、有効期間が満了するものに
ついては更新認定を行うとともに、新規申請も1か月当たり約101件の認定申請が提出され、逐次審査
判定等を実施している。

（件）

４
要介護

計区　　　分
要介護

要介護要介護要支援

0.3
（％）

要介護

24.4 16.7

５

計

737

69.8

1,173

２
非該当

（件）
4

件 数

要介護
１

要支援

286

構 成 比
21.4

156

100.07.29.4

86

13.3

1,173110

7.3

要介護要支援
３

18.5

２

100.0

6,328件 数

11.7（％）

4,418

１

251196

変 更区　　　分 新 規
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４　花巻市公設地方卸売市場事業特別会計

１　決算の状況 （単位：千円）

２　公債費の状況 （単位：千円）

歳　　　　　　　入 歳　　　　　　　出

区　　分 元年度 30年度 比　較 区　　分 元年度 30年度 比　較

　近年の卸売市場を取り巻く環境は、多様な流通形態が進展する中、市場外流通の傾向が強まっているこ
とにより、市場経由率が低下傾向にある。また、人口減少や少子高齢化による需要量の減少が見込まれる
ことから、一段と厳しさを増している。
　このような情勢の中、市場では市民への安心安全な食料品の安定供給に努め、青果部においては、取扱
高５，９７７トン（前年度比９７．１％）、取扱金額１，７７４，７６９千円（同９５．２％）、水産部
においては、取扱高２，１９６トン（同１２５．２％）、取扱金額３，０７２，４５６千円（同１０６．
５％）を確保した。

１　使用料及び
　　手数料

20,578 20,540 38 １　事業費 92,489 30,321 62,168

32,701 0２　繰入金 25,500 22,700 2,800 ２　公債費 32,701

３　繰越金 1,465 1,434 31

計 126,625 64,487 62,138 計 125,190 63,022 62,168

４　諸収入 14,182 14,313 △ 131

借入先
平成30年度末
未償還元金

令和元年度
発　行　額

令和元年度元利償還金 令和元年度末
現　 在　 高元金 利子 計

117,200
政府資金
地方公共団体金融機構

84,143 64,900 31,843 858 32,701

５　市債 64,900 5,500 59,400
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１款 １項

１　維持管理事業
(単位：千円)

・維持補修費
・維持管理費
・使用料徴収業務委託等

◎維持管理費の内訳 (単位：千円)

花巻戸別浄化槽維持管理等
大迫戸別浄化槽維持管理等
石鳥谷戸別浄化槽維持管理等
東和戸別浄化槽維持管理等

２　水洗化促進事業
(単位：千円)

◎特定地域生活排水処理施設使用料の状況 (単位：千円)

１　維持管理事業
(単位：千円)

・維持管理費
・使用料徴収業務委託等

◎汚水処理施設使用料の状況 (単位：千円)

５　花巻市汚水処理事業特別会計

収　 納  率

２ 汚水処理
　 施設管理費

90.5%

委託費
11,085

調定額

業　務　内　容

6,724
6,438

72,006

50,646

事業費

・利子補給補助金　　  10件 88 88

　特定地域生活排水処理事業の市設置型浄化槽については、１，２４３基の維持管理業務を行った。
  浄化槽設置の普及促進を目的とした水洗化促進事業の利子補給補助金は１０件の補助を行った。

事　業　内　容

事　業　内　容

69,550

合　　計

62,940

事　業　内　容

１ 特定地域生
 　活排水処理
 　施設管理費

主要な事務・事業の内容
汚水処理施設管理費管理費

目

1,946

財 源 内 訳
一般財源

1,946
市債

50,646

使用料等

2,177 1,979 90.9%

調定額 収納済額 収　 納  率

収納済額

62,940

合　　計
26,399
50,646

財 源 内 訳
事業費

合　　計 1,976 1,976

合　　計 88 88

9,066

財 源 内 訳
一般財源

10,348

1,573 1,573

9,066
19,414

一般財源

市債

使用料等

403403

事業費
使用料等
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２款 １項

　公債費の状況

１　特定地域生活排水処理事業 (単位：千円)

２　汚水処理施設事業 (単位：千円)

資　金　区　分
平成30年度末
現在高（A）

令和元年度償還額

445435 100 3,965

政府資金 797,751 0 23,550 3,341 26,891 774,201

金融機関資金等 4,700 4,200

金融機関資金等 4,400

資　金　区　分
平成30年度末
現在高（A）

令和元年度
発行額（B）

公債費 公債費

令和元年度末
現   在   高
(A)+(B)-(C）

令和元年度末
現   在   高
(A)+(B)-(C）

465 11 476 8,435

令和元年度償還額

元金（C） 利子 計
令和元年度
発行額（B）

計利子元金（C）
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